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第一話　義を見てせざるは……









　ああ、なんだってこんなにツイてないんだ。

　雲ひとつ無い、清すが々すがしい空の下もと。交易商を営むカドマス＝コルドウェルは自分の不運を呪のろった。

　場所はアルファレイア近くに広がる草原。

　空はこんなにも綺き麗れいだというのに、カドマスは眼めを覆おおわんばかりの光景に震ふるえ上がっていた。

「いやはや、危機感が足りんのと違ちがうかいオッサン」

　呻うめき声ごえを上げるボディーガードの上に座った、ガラの悪い男が声を掛かける。

　あちこちへと自ら足を運び、商品を仕入れては売りを繰くり返す。

　いつ盗とう賊ぞくに襲おそわれるか分からないリスクを考え、カドマスは身辺の警護には気を遣つかってきたはずだった。

　しかし転ばぬ先の杖つえにと雇やとったボディーガードたちは今、青空の下草原に倒たおれ盗賊団の椅い子すと化していた。

「お、お父様……」

　庇かばうように背に隠かくした愛まな娘むすめが震えた声を上げる。

　腹の出たカドマスには似ても似つかぬ、可か憐れんな少女。

　何に代えても守りたい存在が、カドマスに一歩を踏ふみ出させる。

「た、頼たのむ！　金も商品も全すべてやる！　だから娘だけは──」

　カドマスは本来、臆おく病びような男だ。

　臆病である事は慎しん重ちようさを生む。慎重であるということは商人にとって大切なことだ。

　だからカドマスは自分を臆病だといって憚はばからなかったし、それを恥はじに思ったこともなかった。

　だがこのとき彼はそういった打算や考えなど、臆病であることすらを全て捨てて盗賊達にそう懇こん願がんした。

　命いのち乞ごいの中に自分は入っていない。少しでも娘が助かる確率を上げたくて、出た言葉だったのだろう。

「……バカかオッサン？　若い女を見み逃のがすわきゃねぇだろう。娼しよう館かんにでも売り飛ばせば金になるし──俺らも溜たまっててよお、へへへ……まあ安心しろよ、命まではとられねーよ、多分だけどな！　ハハハ！」

　しかし、心無い男達はそんな掛け値のない親の情をも嘲あざ笑わらう。

　カドマスが絶望し膝ひざを突つき、娘が恐きよう怖ふに顔を引きつらせる。

　怯おびえすくみ上がる商人の親子に、盗賊達が白はく刃じんを煌きらめかせて歩み寄る。

　だが、白昼堂々の犯行という愚おろかさが助けたこともあり──

　──因果応報。

　とある武術家の遺のこした言げんだ。

「──見ればなにやら困っている様子。義によって助すけ太だ刀ちしよう」

　突とつ如じよとして響ひびいた少年の声に、視線が集まる。

　そこにいたのは、奇き妙みような一団だった。

　まず、いま自信ありげに現れたのは、まだ幼い少年だ。

　せいぜいが三十歳に届いているかいないかという、成長が緩ゆるやかになったばかりの若いエルフだろう。

「ね？　言ったとおりでしょう。そういうわけだから、お手伝いしますよおじさん」

　そして、次いで──この一団の中で特に奇妙な鳥の面を被かぶった……声からすれば若い女性。

　鳥の面は僅わずかながら少年よりも背が高い。顔が見えないため詳くわしくは分からないが、年ねん齢れいも一団の中では一番高いと思われる。おそらくはこの一団の保護者なのだろう。

「……わるい人？　やっつけるの？」

　最後は、少年よりも背の低い銀ぎん髪ぱつの少女だ。

　紅あかい眼と尖とがった耳から察するに、エルフと魔ま人じんのハーフなのだろう。

　珍めずらしいが、今のカドマスにはそれを珍しいと思う余よ裕ゆうは無い。

　ともかく奇妙な集団が現れた。カドマスや盗賊達にとって重要なのは、そこだ。

　言葉から察すると盗賊達に襲われたカドマスを助けに来てくれたようだが──カドマスにとっては不運なことに、逆に盗賊団にとってはありがたいことに、子供と女性だけの彼らは、お世辞にも強そうには見えなかった。

「おいおい、こりゃ随ずい分ぶんと可か愛わいらしい子達が助けに来たもんだ！」

「きゃー怖こわいー、ってか！」

「これはお頭かしら、いい臨時収入になるんじゃないッスかねえ」

　盗賊達は、この幼い闖ちん入にゆう者達に大層賑にぎわっていた。

　カドマスの娘をも売り飛ばそうとしていた男達だ。顔の見えない女性はともかく、銀髪の魔人の少女は彼らにとっては良い獲え物ものに見えるのだろう。

　下げ卑びた笑いを浮うかべる盗賊団の一人が、先頭の少年へと近付いていく。

　──だが、これには重ねて愚かと言わざるを得ない。

　場所を問わず昔から伝わる言葉。長い時間をかけて教訓となっていたそれらの中には、こんな言葉がある。

「人を見た目で判断すると、痛い目を見るぞ？」

　──と。教訓として伝わる言葉を少年が呟つぶやくと、近付いていった盗賊は面おも白しろくなさそうにナイフを振ふり上げた。

　振り上げられたナイフはあらわになった牙きばのよう。ナイフが振り下ろされ、開いた口が閉じるように、少年に突き刺ささる──筈はずだった。

「……は？」

　結論から言えば、当たり前に訪おとずれるはずのその結果が訪れることはなかった。

　代わりに起きた現象は、酷ひどく珍ちん妙みようなもの。

　今しがた少年にナイフを振り上げた男が、盗賊団の首領の隣となりを駆かけ抜ぬけていったのだ。

　──いや、駆け抜けた、という表現を使うと些いささか齟そ齬ごが生まれてしまうだろう。

　吹ふき飛んでいった。それならば、正しくこの状じよう況きようを表すことが出来る。

　遥はるか離はなれた場所で二度三度と地面を跳はね回る部下を見て、盗賊団首領の口が大きく開く。

「因果応報、ちとキツい灸きゆうを据すえてやるから、歯を食いしばれ」

　吹き飛ばされた男に定まっていた者達の視線が外れ、様子を窺うかがうように少年へと向かう。

　肩かたを震わせた男達が見たのは、不敵な笑えみを浮かべる少年の、攻こう撃げき的な瞳ひとみだった。




　　　　◆




「ありがとうございます……！　このご恩、どう返したらよいか……！」

「いやいや、御お気きになさらず。あんなものを見てしまえば、放ほうっておくことは出来ん性しよう分ぶんでして」

　清々しいまでの快晴の下、私は商人風の男に只管ひたすら拝おがみ倒されていた。

　中年といった具合の男性の年齢は、エルフである以上きっと前世を足しても私よりかずっと上だろう。

　そんな存在にぺこぺこと頭を下げられるのは、何な故ぜか妙みような罪悪感を感じた。

　──アルファレイア近くの草原。

　アルファレイアを目指す私達は、賊ぞくに襲われている馬車を助けていた。

　倒れ伏ふす男達と、怯える中年に少女。そして下卑た笑いを浮かべるガラの悪い男達。

　遠目に見ても不ふ審しんに見える集まり、そのやり取りをソーニャが聞き取ったとき、私達が駆け出すのは必然であった。

　盗賊団は決して少ないとはいえない数であったが、此方こちらには達人と称しようしてもなんら問題はない使い手が三人はいた。

　であれば、この結果は訪れるべくして訪れたものなのだろう。

「しかしまあ──白昼堂々強ごう盗とうとはよくやる」

「いでっ！　いでででで！」

　手足の関節を外した盗賊団の首領を、足で小こ突づく。

　捕ほ縛ばくするに当たり、縄なわや手て錠じようなどの拘こう束そく具を持っていなかったため、盗賊団の男達は全員肘ひじと膝の関節を外した状態で転がしてある。

　少々慈じ悲ひの無い措そ置ちではあるが、悪行に身を染めた以上は自じ業ごう自得。当然の報むくいであろう。

「ですが皆みなさんは一体……？　見たところまだお若いようですが、屈くつ強きようなボディーガード達を倒した盗賊達を、こうも簡単に懲こらしめるとは……」

　数台の馬車のうち一つに盗賊団の男達を投げ込んでいると、恐おそる恐るといった様子で商人風の男性──と言うより、馬車の中身を見ると商人で合っているのだろう──から疑問が投げられる。

　一体、か。そう聞かれると、私達はこれで説明のし辛づらい者達だな。

　まさか病で死んだ武術家の生まれ変わりです、と言っても信じまい。

　故ゆえに、私はそういった身の上を聞く質問には、こう答えることに決めていた。

「しがない流れの武術家です……と、これで積み終えたな」

　男達を積み終えた私は二度三度手を叩たたき、商人へと振り返った。

　どうせ信じられぬ身の上を話したところで意味はない。

　ならば、今の私をありのままに伝えるだけだ。

「は、はは……そうですか……」

　とりあえずは商人もこれ以上追つい及きゆうするつもりはないようだし、これで構うまい。

　ひとまずやる事を終えた私は、シェリルとソーニャが話している場所へと歩み寄る。

「そろそろ行こうか？　アルファレイアまでは、もう直すぐだ」

「ん、そうだね」

「……アルファレイア、久しぶり」

　シェリルの言の通り、アルファレイアは久しぶりだ。

　タリスベルグを倒たおし、モニカを送り届けてからまた直ぐに遠えん征せいに出ていたから──三ヶ月ぶりくらいになるのか。

　十年経たっても変わらぬような街だ、アルファレイアは何も変わっていないだろう。

「ええと、貴方あなた達はアルファレイアに向かっておられるのですかな？」

　アルファレイアに着いたらまず何をしようかと話し始めたころ、少し離れた位置から商人が声を掛かけてくる。




「そのつもりですが」

「でしたら、是ぜ非ひ馬車に乗っていってくだされ。せめてこれくらいはさせていただきたい」

　どうやら商人とは目的地を同じくしていたらしい。

　馬車に乗せてくれると言うが──さて、どうするか。

　歩けば運動になるのだが、無下にするのも悪いな。

「馬車、のりたい……」

　などと私が思案していると、シェリルが私の服の裾すそを摘つまんで引っ張ってくる。

　疲つかれている様子ではないが、馬車はかなり久々のことか。

　好こう奇き心しん旺おう盛せいなシェリルだ、楽が出来るというよりも純じゆん粋すいに馬車に乗りたいのであろうな。

「む、そうか？　……ではお言葉に甘えさせていただいてもよろしいか」

　馬車にお邪じや魔まさせてもらう旨むねを伝えると、商人は分かり易やすい笑みを浮かべた。

　腹の底が分かり易いというのは商売人としてはどうかと思うが、あるいは一種の人ひと懐なつこさのようなものが商売をする上での武器になっているのかもしれない。

　商人は笑顔で手を差し出し、こちらへ近づいてくる。すると恰かつ幅ぷくの良い商人が近づいてくることで、その死角に良い生き地じの服に身を包んだ少女が隠かくれているのが見えた。

「是非ともお願いいたします！　おっと、紹しよう介かいが遅おくれましたな。私の名はカドマス＝コルドウェルと申します。こちらは娘むすめのクラリッサ、どうぞよろしくお願いいたします」

「あっ、よ、よろしくお願いします！」

　差し出された手を握にぎると、後ろに隠れる少女がおずおずと顔を出す。

　恐ろしい目にあった事もあるが、態度を見るにこのクラリッサという少女は人見知りをするようだ。

　怯えさせることのないよう、出来る限り優やさしげに声を掛ける。

「私はスラヴァ＝マーシャルと申します。此方の女の子がシェリル＝プライム。鳥の面はソーニャ＝アルヴェーン。御見知り置きを。……君は、クラリッサと言うのかね？　見たところ年はそう離れていないようだ、よろしく頼たのむ」

　カドマスから手を離し、クラリッサへと手を差し出す。

「あっ……は、はいぃ……」

　だが、クラリッサは手を取らずに顔を赤らめて再びカドマスの後ろへと隠れてしまった。

　ふむ、出来る限り怯おびえさせぬようにと気を遣ったのだがな。先ほどは気き兼がねなく暴れてしまったからな、無理もあるまい。

「こらクラリッサ……申し訳ありません、この子はどうにも引っ込み思案でしてな。まったく誰だれに似たのやら……」

「ははは、いえいえ。よく信しん頼らいされているようで羨うらやましい限りですよ」

「そう言って下さるとありがたい……ですが、スラヴァ殿どのも随分と大人びた方ですな。娘達にも見習わせたいところです」

「はは、斯か様ように立派なものでもありませぬ。しかし娘達とは。この子の他ほかにもお子さんがいらっしゃるので？」

「ええ、妻と共にアルファレイアの家に残しておりましてな。これがまたお転てん婆ばで手を焼いておるのですよ……ささ、此方へどうぞ」

　穏おだやかな会話を切り上げて、カドマスは数台の馬車の中でも一ひと際きわつくりのよいものへと向かった。

　荷物を積せき載さいするよりも、人を乗せる為ために作られた馬車は成なる程ほど、心地ここちが良さそうだ。

　一度頭を下げてから父親を追うクラリッサに、知り合いの少女達とはまた違ちがった幼さを見つけて微ほほ笑えむ。

　なんというか、庇ひ護ご欲よくをそそる少女だ。我が子ともなればそれもひとしおだろう。これはあのカドマスという男が大切にするのもよく分かる。

「さて、では私達も馬車へ乗せてもらおうか？　偶たまにはこんなものも良いだろう」

　一歩後ろに控ひかえていたシェリル達へと顔を向け、移動を促うながす。

「うん……」

　シェリルはいつもの様子で静かな頷うなずきを返し、歩き始めた。

　しかし、ソーニャが動かない。

　鳥の面をつけているため表情を窺う事はできないが、何か言いたいことがあるようだ。

「まあいいんだけどさー、君って本当に女たらしだよね？」

「……む、なんだそれは。身に覚えが無いぞ？」

「さっきの女の子、クラリッサちゃんだっけ。スラヴァ君は、あの子の顔を見てなかったのかな？」

「見ていたが……ふむ、人見知りをするようだったが、真ま面じ目めそうで可か愛わいらしい子だったな。それがどうかしたか？」

「……本気で言ってるからたちが悪いよね。なんでもないよーだ」

　機き嫌げんを取り戻もどしたのか、ソーニャは楽しそうにそう言って、私を置いて馬車へと向かっていった。

　一体何だというのだ。私が女たらしとは。自分で言うのもなんだが、そういった沙さ汰たにはそれなりに誠実だと思うのだがな。

　……まあ、良いか。

　厚意で馬車に乗せてくれるのだ、彼らを待たせぬうちに私も行くとしよう。

　アルファレイアは久しぶりだ。とは言ってもたかが数ヶ月ではあるのだが、元々人間であった私としては少々長く感じてしまう。

　つい先日まで身を置いていたシラーヴァートの村での収しゆう穫かくは、あまりなかったからな。今度は良い情報が手に入ると良いのだが。

　いっそチェスターの顔でも見に行ってみようか。『不ふ可か説せつ転てん』を修めた私であれば、奴やつに勝つことも出来るはず。

　アルファレイアは、今こん生じようにおいては比ひ較かく的てき訪おとずれる機会の多い場所だ。

　慣れた場所というのはやはり安心を感じるもので──偶には、肩の荷を降ろすのも良いかと思う。

　アルファレイアがあるであろう方角を望み、私は笑みを浮うかべた。








第二話　血気盛さかん









　カドマスの馬車に揺ゆられて一時間と少し。

　肩かたに頭を預けるシェリルの温かさに、私まで眠ねむ気けを感じ始めてきた頃ころの事であった。

　ひときわ大きな揺れが走り、不規則なリズムでの揺れが終わることで私は落ちかけた瞼まぶたを開く。

　……どうやら、目的としている場所に着いたようだ。

　盗とう賊ぞく達を捕ほ縛ばくし、兵士の詰つめ所しよへと連れて行ったあと、私達はアルファレイアに滞たい在ざいする暫しばらくの間をカドマスの家へ泊とめてもらう事になっていた。

　大した事もしていないので最初は断ったのだが、カドマスの強い希望と、やはり宿賃が浮くのは助かるという事で結局厚意を受けさせてもらう事になった次し第だいだ。

「ささ、着きましたぞ！　ここが我が家です！」

　忙せわしない動きで馬車を出るカドマスと、父親についていくクラリッサの小動物の様な仕草に小さく鼻を鳴らす。

　なんとなくカドマスの人ひと柄がらが垣かい間ま見みえた事と、その父を本当に頼たよりにしているクラリッサが微笑ましかったためだ。

「着いたようだぞ、シェリル。起きなさい」

「……んう」

　寄りかかるシェリルの腕うでを軽く叩たたき、寝ねている姫ひめ君ぎみを優しく揺り起こす。

　シェリルは何ど処こかとぼけた声を出して、眼めを擦こすった。

　一ひと頻しきり寝ぼけた眼を擦り、伸のびをする。どうやら、疲れていたようだな。最近はずっと歩いていたから、まだ小さいこの子には無理もないか。

　少し遅れてシェリルを伴ともない、ソーニャと三人で馬車を降りる。

　馬車を降りて目に飛び込んだのは、豪ごう邸ていと表現しても差し支つかえのない、立派な家であった。

　交易商は上う手まくいけば儲もうかると聞いていたが──なるほど、それは確かだったようだ。

「これは立派な家ですな」

「ははは、そう言ってくださると鼻が高い」

　逆にこんな立派な場所にお邪魔しても良いかという疑問が湧わいてくるが、一度決めた事を二転三転させては余計に失礼というものだろう。

「はー……こんな大きな家は初めて見るよ」

　家を見上げたソーニャは感心したように声を出している。何気なく鳥の面を外しているが、私の視線に気づくとソーニャは再び面を被かぶった。

　不便そうだが、着けていなかったらそれはそれで面めん倒どうをこうむるからな。美しいというのも時には難なん儀ぎなものだ。

　……しかし、なんだ。

　確かに大きな家なのだが、チェスターの家と比べてしまうと些いささか驚おどろきが小さいな。

　それは未いまだに眠ねむそうなシェリルも同じようだ。

　彼女はその大きな館やかたに住んでいたからな。私よりもなお感動の少ない事だろう。

　素そ朴ぼくな疑問なのだが、何な故ぜ金持ちというのは大きな家を好むのだろうな。

　私も実際に大きな家に住んでみれば分かるのだろうか。

　まあなんにせよ宿賃が浮くのは助かる事だ。厚意に甘えさせてもらうとしよう。

「さあ、まずは中へ入って下され。家内達にも貴方あなた達の事をお伝えせねば」

「……では、失礼して」

　カドマスはドアを開き、半分ほど身体からだを入れて中へ移動する事を促す。

　言葉の通りに家の中へと足を踏ふみ入れると、広く煌きらびやかなエントランスが広がった。

　……そして、その中に二人の女性が見える。

　服装と年ねん齢れいから察すると、彼女達がカドマスの妻ともう一人の娘むすめなのだろう。

「お父様っ！」

「元気にしていたかいレティス。エレオノーラも、久しぶりだね」

「ええ、おかえりなさい、あなた」

　私達三人が屋や敷しきの中に入ると、遅おくれてやってきたカドマスに少女が飛びついた。

　彼女が「お転婆なもう一人の娘」なのだろう、クラリッサと似てはいるが、正反対の活発さを感じさせる。

　エレオノーラと呼ばれたもう一人の女性は、穏やかに口元を隠かくして笑っていた。

　ふむ、せっかくの親子の再会に水を差してしまったかな。

　やはり遠えん慮りよしておくべきだったかと思いを巡めぐらせ始めると、カドマスに抱だきついた少女が此方こちらへと視線を向ける。

「……お父様、この人達は？」

「ああそうだ、彼らを紹しよう介かいするのだった。彼らはアルファレイアに帰る際、盗賊団から私達を助けてくれた武術家の方達でね。

　彼らがいなかったら、私とクラリッサは生きてこの場にいなかったろう」

　娘から離はなれ、カドマスは私達を示すように手を広げた。

　それに合わせて会え釈しやくをすると、エレオノーラもまた頭を下げた。

「まあ、それはなんとお礼を申し上げたらよいか……」

「いえ、放ほうっておけなかったもので……」

　おっとりとした女性だが、その言葉には夫と娘への深い心配が見て取れた。

　二人の娘もカドマスによくなついているようだし、温かい家庭なのだろうと思う。

「聞けばこの方達も暫くアルファレイアに滞在するとのこと。暫く泊とまっていってもらおうと思うのだが、よいだろうか」

「ええ、それは良い考えですわ。カドマスの妻の、エレオノーラです。よろしくお願いいたしますね、ええと……」

「スラヴァ＝マーシャルです」

「ソーニャ＝アルヴェーンと申します」

「シェリル＝プライム……よろしく」

　エレオノーラの会釈に同じものを返しつつ、名乗る。

　友好的な挨あい拶さつだが、レティスは何処か訝いぶかしげな表情だ。

　疑うたぐる様に私達を見つめるレティスに気付くと、カドマスが声を掛かける。

「どうしたレティス？　お前も挨拶しなさい」

「分かりました……レティス＝コルドウェルよ。……ねえお父様、この人達、本当にそんなに強いの？　見たところ、ソーニャさん以外は、私と同じくらいの歳としじゃない」

　どうやらレティスは私達の素す性じようを訝いぶかしんでいるようだ。

　まあ、無理もないか。子供二人に奇き妙みような鳥の面が一人だ。怪あやしさでいったら結構なものだろう。……特にソーニャはな。

　父の言葉を受けても納なつ得とくが出来なかったのであろう、レティスはカドマスから離れ、床ゆかを踏みしめるように雑に近づいてくる。

　拳こぶしが届く範はん囲いまで来て、レティスは私を正面から観察し始めた。

「……見たところ、鍛きたえてはいるみたいね。ねえあなた、スラヴァさんって言ったかしら？　あなた、本当に強いの？」

「こ、こらレティス！　申し訳ございません、スラヴァ殿どの……！」

「いや、お気になさらず」

　挑ちよう戦せん的な視線を投げながら、レティスは私を挑発する。

　慌あわててそれを制止するカドマスだが、効果は薄うすいだろう。

　……成なる程ほど、これはカドマスもお転てん婆ばと評する筈はずだ。

　この挑戦的な視線には、覚えがある。

　喧けん嘩かを売られるのは久しぶりだな。アルファレイアに戻もどってすぐこれとは、本当に退たい屈くつせん街だ。

　レティスの挑発を受けて、私は笑って見せた。

　そうだな、喧嘩──とはいかずとも、たまには血の気の余る若者を指導してみるのもいい。

「それなりには腕が立つ心算つもりさ。さて、だとしたら、どうするつもりかね？」

　挑発を受けていると知ってなお、冷静な態度で受け答える。

　逆に挑発をし返されたと知った少女は、頭に血を上らせた。

　表情に出さぬよう気を付けてはいるようだが、こうして分かるあたりまだまだ子供よな。

「……そう、なら少し手合わせしましょうよ。私、アルマ様に憧あこがれていてね、これでも武術をやっているの。お父様が強いっていうあなたが、少し気になっちゃって」

　アルマ、という名前に思わず目が丸くなる。

　だが次の瞬しゆん間かんには──私は、笑えみを浮かべずにはいられなかった。

　やはり娘が褒ほめられるというのは、生まれ変わってもなお嬉うれしいものだ。

　それに武術と言ったか。アルマに憧れて、という事は、この子もシジマの技わざを使うのだろうか。

「ほう、それは奇き遇ぐうだな。私もシジマの門を叩いた者でね──どれ、少し稽けい古こを付けてやろうか？」

「ええ、是ぜ非ひお願いするわ。……外で待っているから」

　それと分かる挑発をしてやると、レティスは逆に温度を下げた態度で隣となりを過ぎ去り、外へ出て行った。

　おお怒おこっておる怒っておる。くく……いや、からかわずには居おられんなあ、ああいう手合いは。

　喧嘩っ早く、熱しやすく──まるで若い頃の……と言うとおかしいが、師し匠しように弟で子し入りする前の私を見ているようではないか。

「お客人に失礼をしてしまい、重ね重ね申し訳ありません……娘にはきつく言い聞かせますので、なにとぞ……」

　くつくつと喉のどを鳴らしていると、酷ひどく焦あせった様子でカドマスが私の前へと割り込んできた。

　申し訳ない気持ちが半分、娘を心配する気持ちがもう半分といったところか。

　まあ気持ちは分かる。幾いくら子供とはいえ、盗とう賊ぞく団を退けるような者に娘が喧嘩を売ったとあらば、心中穏おだやかではないだろう。

　しかし、それは杞き憂ゆうだ。

　会ってすぐだが、私はあの少女を気に入ってしまっていた。

　彼女がこの先どういう道を歩むかと考えると、楽しみになってしまうほどには。

「いやいや、私は気に入りましたぞ。彼女は知り合いとよく似ていましてな……心配召めされるな、悪い様にはしませぬ」

「は……はあ……」

　慌てて弁明をしに来たカドマスは、私の反応が思っていたものと違ちがったせいか、焦しよう点てんのずれた声を出す。

　外に向かって歩みを進める私を止める事はせず、ただカドマスは私の背を追う。

「珍めずらしいね、君がこんな喧嘩を買うなんて。何をしても君の方が強いでしょう？」

　玄げん関かんドアまでの少し長い道のりを歩いていると、横へと並んできたソーニャが耳打ちをしてきた。

　後ろのカドマスとは少し距きよ離りがある。恐おそらくは聞こえていないだろう。

　私は耳打ちにもならないような、さりとて音としてようやく成り立つ吐と息いきを返事として吐はきだした。




「あの少女が、私の若い頃ころに似ていてな。少しからかってみたくなった」

「若い頃って──ああ、そういうこと。前の君はあんな感じだったの？」

「ああ、師匠に会うまでは、それはもう血気盛さかんな──大おお馬ば鹿か者ものだったよ」

　くつりと喉を鳴らすと、ソーニャはふうん、と相あい槌づちを打つ。

　その声が何ど処ことなく面おも白しろそうだったのは、私の勘かん違ちがいではないだろう。








第三話　萌ほう芽が









「……来たわね」

　コルドウェルの家を出て、最初に目に飛び込んできたのは、夕ゆう陽ひの様な紅あかい髪かみを後ろで縛しばるレティスの姿であった。

　先ほど馬車から降りた芝生しばふの上で、此方へ好戦的な視線を向けている。

　髪を縛るのは、僅わずかでも動きやすくするためだろう。セミロングの紅髪が一つにまとめられているのは、レティスが元々持つ活発な印象をさらに強めていた。

「待たせてしまったかな」

「別に」

　……ふむ。私はレティスとのやり取りが思っていたよりも穏やかであった事に、鼻を鳴らした。

　てっきり悪態の一つも吐ついてくるかと思っていたのだが。静かに闘とう志しを燃やす少女は、それでも冷静であった。

　怒いかりに我を忘れるようでは三流と思っていたが、これで中々武術家としては大切なものを持っているようだ。

　思わず笑えみを浮うかべる私を尻しり目めに、レティスは入念な準備運動を行っている。

　シジマの技に柔じゆう軟なんな動きは必要不可欠。基本は心得ているようだな。

　少女に倣ならい、私もまた手首を動かしたり、腕うでを組み合わせてみたりと準備運動を行っていく。

　夕暮れの風は爽さわやかながらに心地ここちよい緊きん張ちよう感かんを孕はらんでいる。

「そろそろ良いかしら？」

「ああ、構わぬ」

　見返ったレティスの顔には冷静さと好こう奇き心しんが混在していた。

　強いと言うから気になる──と言ったのは、単なる皮肉ではないようだ。

　自分で言う通り、中々の好き者のようだな。

　風に流れるように振ふり返ったレティスは、シジマの構えをその身に映してゆく。

　──流りゆう水すい。受けに優すぐれたシジマ流が基本の構え。

　その構えは未熟ながら何処かアルマを彷ほう彿ふつとさせた。

　幾いく度どとなくアルマの構えを見てきた私には分かる。これは、憧れの形を目指すが故ゆえに似たものだろう。
















　本当に、初めて会うというに如ど何うしてこの少女は昔を思い出させるのだろうな。

　なんとも感かん慨がい深ぶかいものだ。かつて私を目指したアルマを目指し、今日まで名も知らなかった少女がシジマの構えを取っている。

　その私も在りし日の師匠に追いつかんとシジマの技に励はげんだのであったな。

「……余よ裕ゆうね。そうやって、何い時つまでも笑っていられるかしら」

　気がつけば、私は笑っていたようだ。

　いかんな、年を取るとどうしても昔が懐なつかしくて仕様がない。

「と、すまんな」

　態度を咎とがめられては素す直なおに謝る他ほかない。

　口先だけではない謝罪の念を込こめた言葉に、レティスの眼めが丸くなる。

　だがそれも僅かな間のこと。構えを取った私の姿勢を見て、レティスは息を吞のむ。

「流水、ね」

　私が取った構えはやはり基本の『流水』であった。

　レティスの眼は既すでに、疑心の色を消していた。少なくとも、ある程度は使えるという事を感じ取ったのであろう。

　構えの完成度は、高いと自負している。これは、彼女が目指すモノの先にある姿だ。同じシジマの技を磨みがく者だ、構えの完成度を漠ばく然ぜんと察したのであろう。

　思えば、同門対決は久しぶりの事だ。

　誰だれかに武術の稽古を付けてやるのは──それこそ、アルマ以来かもしれんな。

　──いざ。

　空気に戦いくさの臭においが混じり始め、互たがいが間合いを詰つめ始める。

　だが、そんな空間に割り込む男の影かげがあった。

「こ、こらやめなさいレティス！　お父さんの客人に失礼をしないでくれ！」

　レティスの父、カドマスだ。

　この緊張感の中に割り込んでくるのは大したものだと思うが、恐らく分かっていないだけであろうな。

　さておき、やはりカドマスはこの試し合いを止めに来たようだ。

　慌あわてた様子で父親が飛び込んでくるも、レティスは構えを解かない。どころか、楽しそうに言い放った。

「お父さん……凄すごいね、この人。見た目で判断して侮あなどっちゃったけど、こんな人は初めてよ」

「それが分かっているのだったら謝りなさい！」

「嫌いやよ。武術の先生にだってこんな人は居ないわ。この機会を逃のがしちゃったら、絶対後こう悔かいするもん」

「お前っ……！　す、スラヴァ殿どのからも何か言ってやってはくださらんか！」

　多分、ああなったレティスは譲ゆずらんのだろうな。私の若い頃もそうだった。

　娘むすめの事を良く分かっているのだろう、カドマスは私へと助け船を求めてきた。

　気持ちは分かるが心配性しような事だ。私は傷つける気はないと言っておろうに。

「まあまあここは任せてはいただけませぬか。心配するような事にはなりませぬ故」

　それに、私もまた拳こぶしを下ろすつもりはなかった。

　人間の国より遥はるか遠き、エルフの国ミラフィアに芽め吹ぶいたシジマの種。

　様子を見ずしていられようか。

「スラヴァ殿まで……」

「ほら、スラヴァさんもそう言ってくれてるんだからお父さんは引っ込んでいてよね」

　梯はし子ごを外された事を理解したカドマスは、再び娘へと振り返った。

　視線と共に言葉で邪じや険けんにされると、カドマスはすごすごと私達の間から退く。

　気がつけば、見物客が集まってきていたようだ。

　ソーニャにシェリル、クラリッサにエレオノーラ。両陣じん営えいがそろい踏ぶみだな。

「そういうわけだから、手合わせしてくれるわね」

「もとよりその心算つもりだ」

　カドマスが居なくなると、レティスはようやく笑みを浮かべた。

　もう邪じや魔まは入らない。眼がそう語っていた。

「いざ、尋じん常じように」

「勝負よ！」

　開いた手の先に居る少女へと声を放ほうると、威い勢せい良よく言葉の続きを紡つむがれる。

　こうしてようやく、今こん生じようで初めての同門対決が始まった。

　シジマ流に関かかわるものも関わらないものも、今や武術の流派は世界に幾つも存在している。

　打だ撃げき、投げ、極きめ──挙げ始めれば、キリがない。

　その中でもシジマ流はアルマのせいもあり有名で、使い手も少なくはない流派だが──確しつかりとこれを学んでいる者と闘たたかうのは、久しぶりだ。

　故に、この試合の始まりは、威勢に反して地味に映るだろう。

　お互いが受けの構えを取っているため、安易な攻せめは悪あく手しゆ中の悪手。

　派手な動きは無く、お互いが油断なく間合いを詰めていく。どちらかの構えが『波は濤とう』かあるいは他の構えであれば今いま頃ごろ殴なぐり合い化ばかし合いも始まっていただろう。

　だが『流水』同士の闘いの始まりは、何時もこんなものだ。静せい謐ひつにして清せい廉れん。『流水』の名が示す所の通りだ。

　しかし、故に忘れてはならない。

　静かに流れる水は一見穏おだやかに見えるが──時として強大な力を秘ひめているのだ。

　水の流れが石を削けずる様に、極ごく僅かずつ狭せばめられていった間合いが重なった。

　お互い一息で攻こう撃げきを加えられる近きん距きよ離り。武術の距離だ。

　だが私はもとより、レティスにも動きは無かった。

　受けの構え同士であれば先手の不利は明白。互いを攻撃範はん囲いに収めてもなお、場を支配するのは静かな緊張感だった。

　どうやら侮りは無いようだな。それに、シジマ流の『流水』を正しく修めようとしているようだ。

　武術が根を下ろしてまだ時間の経たっていないエルフの国において、流派のなんたるかを理解している武術家が居るというのは好ましい。

　私を格上と思っているであろうレティスから攻める事は、恐おそらくないであろう。

　ただ黙もくし、片時も目を離はなさずに勝機を狙ねらう。気性の荒あらい娘と思っていたが、これは中々どうして。

　貪どん欲よくに勝ちを狙いに行く姿勢は、どうしても他人とは思えない。

　もしアルマを育てている時にこの子に会っていたら、この子も弟で子しにしていたかもしれんな。

　つい気分が良くなり、私は少しこの子を試ためしてみる事とした。

　敢あえて作っているであろう、偽にせの隙すきに、右の手刀を打ちこんだのだ。

　速度も魔力も、レティスに合わせてある程度は抑おさえてある。

　思わぬ好機にレティスは一いつ瞬しゆんだけ目を見開くと、視線の温度を下げて冷静に私の腕を取った。

『流水』の基本は後の先だ。先に仕し掛かけた相手の力を操あやつり、有利な状じよう況きようを作り出し、大おお技わざへとつなぐ。

　その基本の最たるものが『映し木の葉』である。

　相手の体勢を崩くずして無防備な足を払はらい、抵てい抗こうの許されぬ空中にて勢いを作り、衝しよう撃げきの逃のがれぬ地面へと叩たたきつける。

　この時レティスが狙ったのも、それであった。

　敢えて作った隙へと私が打ち込んできたときは、思わず声を上げそうになった事であろう。

　タイミングは完かん璧ぺき、突つき出された腕は力の『流れ』の宝庫だ。

　私の腕を取ったレティスの手に力が籠こもる。

　──だが、それでは些いささか遅おそすぎる。

「なんッ……!?」

　レティスに腕を引かれた私は、微び動どうだにしなかった。

　当たり前と言えば当たり前だ。レティスの『捕とり』が完全であれば、私は幾いくらか体勢を崩していたであろう。そういう風に打った一いち撃げきだからだ。

　だが、レティスはちと遅すぎた。力の流れを感じ、操るのがシジマ流だ。しかしその力を生み出したのは、他ならぬ相手という事を忘れてはならない。

　当たり前だが、相手の力を一番上う手まく使えるのは相手だ。シジマの技はその力がコントロールを離れた僅わずかな隙をついて仕掛けるもの。

　一瞬の機会を逃せば投げられた力にコントロールが戻もどり、待っているのは不利な綱つな引ひきに他ならない。

　まして、私はその力を操らんとしたシジマ流の元師し範はんだ。

　自分の身体からだくらい上手く動かせずして、相手のそれを利用する事は出来ない。

　摑つかまれたままの腕うでを勢いよく引きぬく。

　するとレティスはこのまま腕を摑んでいた時何が起こるかを察したのだろう、慌てて腕を解き放った。

　しかしこれもまたもう遅い。腕を離したのは既に引かれたあと。

　反射的に元の構えを取ろうとするレティスの手を追い、私は空いた左の手を走らせる。

　あらかじめ動かしていた事もあり、私はあっさりとレティスを捉とらえた。

　不ま味ずい、という苦味がレティスの顔に伝わるのと、レティスが身体の支えを失うのは同時のことだった。

　逃にげようとするレティスの身体に、ほんの少し私の力を上乗せしてやったのだ。

　結果、足は体重の動きに追い付かず、背中を地面へと傾かたむける。

　だがこれに対してレティスはつい、といった様子で後ろへと足を着き、体勢を保とうとしてしまった。

　ダウンを避さける事自体は間ま違ちがいではないが──シジマ流の者を前にしてこれは、少しばかりお粗そ末まつだったな。

　まだまだ反射を支配下には置けていないようだ。

　体重を託たくした足は、地面にたどりつく前に私の足に払われた。

　行き場をなくした力はレティスの身体からあらゆる防ぼう御ぎよの選せん択たく肢しを奪うばう。

　私はそれを、放り投げた。

　宙を舞まってから三マートルほど離れた、私の開始位置へと落ちたレティスは、目を丸くしていた。

　カドマスとクラリッサの悲鳴が上がるが、魔力で身体を守っている以上は、この程度はダメージにもなりはしない。

　……レティスは、それが気に食わないのだろう。

　一撃必殺すらも容易だった状況で、仕切り直されるだけに終わったというこの明確な手心が。

「尊敬はするけど、好きにはなれないわね」

　プライドの高そうな瞳ひとみを持っているとは思っていたが、それも事実だったようだ。

　なんとかして一ひと泡あわ吹ふかせてやる。

　冷静になりながらも、レティスの瞳はそう語っていた。

　より攻撃的な意志を露あらわにし、レティスが構えを変える。

『流水』と対ついをなす攻めの構えである『波濤』だ。

　同じ構えでは単純な技量の差で勝てぬと踏ふんだのであろう、恐らくは──奇き策さくに出るつもりか。

　受けの構えに対して攻めの構えでは不利は明白。されど、レティスは勝負を捨てていない。

　ならば、策の一つも考えているとみて間違いないだろう。

　さてどんな手を使ってくるか。

　私は若い使い手の感性にさまざまな想像を巡めぐらせた。

「はあああッ！」

　レティスの身体に魔力が漲みなぎる。

　……仕掛けてくるか、面おも白しろい！

　エルフにしては珍めずらしく、日々を鍛たん錬れんに費ついやしているのだろう。

　外見の若さに見合わぬ爆ばく発はつ的てきな魔力がレティスの身体を前へと弾はじき飛ばした。

　手の形は拳。

　握にぎりしめられた拳が私の顔へと迫せまるが、これはフェイントだ。

　本命は──腰こしの内、縦に握りしめられた、右の拳！

　引き返す左の拳を見送った私は、全ぜん霊れいの籠こもったレティスの右拳に意識を向ける。

　まっすぐに突き出される拳こぶしを受けるため、私は両手を防御に走らせた。

　幾ら速かろうと、軌き道どうの分かっている拳打を止めるくらいは訳わけがない。

　……だが私は、受け止めたその拳に違い和わ感かんを覚えた。

　受け止めたレティスの拳は──静止していた。力の『流れ』を持っていなかったのだ。

　レティスの顔が笑えみに染まる。成なる程ほど、と思った瞬しゆん間かんには、私は後方へと吹ふき飛んでいた。

　風景が後ろから前へと伸のびていき、やがて青空が映る。

　体勢が崩れ、空中で仰あお向むけになっているのだろう。

　私はダウンを避けるために手を伸ばし、芝生しばふへと力を加え、跳はねた。

　さらなる力を与あたえられた私の力は中ちゆう途と半はん端ぱな回転を一回転へと持っていき、芝生に降り立った。

　この一合に、カドマスが歓かん声せいを上げる。

　私の身体は先ほどレティスを投げた時よりも派手に飛んでいたからな、大きなダメージに見えたのだろう。

　なんだかんだいって娘むすめを応おう援えんしている「父」の姿に共感を覚えながら、ゆっくりと顔を上げる。

　そこには、拳を振ふりぬいたレティスの苦い顔があった。

「嫌いやに……なるわ、まったく……」

　術後の姿勢から元の『波濤』の構えに戻したレティスは、息も絶え絶えにそう言った。

　呆あきれたような笑顔は、表情通りの想おもいを浮うかべているのだろう。

　持てる魔力を動員しきったのだろう、レティスは疲つかれ切っている。

　悔くやしさからくる苛いら立だちを隠かくさずに、レティスは続けた。

「なんで、今のが当たって……ノーダメージなのよ……！」

　レティスの言葉に、カドマス達が驚おどろきを浮かべる。

　人が数マートルも吹っ飛ぶなど、見た目の上では致ち命めい傷しようでもおかしくないため、無理はあるまい。

　──だがレティスの言げんの通り、今の一撃にダメージは無かった。

　苦々しいレティスの態度は、そのまま今の一撃に持つ自信の大きさを表している。

　最大最高の一撃で無傷。気き丈じような娘は、今にも泣きだしそうだった。

　しかし、結果に見るほど、私に余よ裕ゆうがあった訳ではない。

「いや、当たっていれば無事には済まなかっただろう。それほど見事な寸すん勁けいだったよ、今のはな」

　再び構えを取りながら、私はレティスに向けて敬意を表した。

　気き遣づかいともとれる言葉にレティスの顔が歪ゆがむが、反論が来る前にたたみかける。

「当たる直前、私は後ろに向けて飛んでいた。タイミングをズラされ、不安定な状態で受けた故ゆえの結果だよ、これはな」

　──そう、私はレティスの寸勁が当たる直前、威い力りよくを殺すために後ろへと跳とんでいた。

　結果としてレティスの一撃は機を逃したために威力を半減させ、不安定な空中に居た私の身体を吹き飛ばすだけに終わったということだ。

　レティスに魔力を合わせている今、あれを食くらっていたら私とてただでは済まなかっただろう。

　下へ手たをしたら昏こん倒とうしていたかもしれんな。

　……だが、レティスはその結果を摑む事が出来なかった。それは偶ぐう然ぜんではなく必然だ。

　身体が同じ性能を持っていても、技や実戦への慣れというもので動きは天と地ほども違ちがってくる。

　受けた者が立ち、仕掛けた方が息を切らしている。これは、そういった違いが生んだ差だ。

　私が後ろへ引く事を察していればもっと色々とやりようはあっただろうし、若もしくは後ろへ跳ぶ事すら許さず一撃を決める事が出来ていたかもしれない。

　そのあたりを察する事が出来るか、というのが年季の違いというものだ。

　しかしそれでも、だ。

「今の寸勁は見事であった。脚きやく部ぶからの加速を拳に伝え、零ゼロ距きよ離りであれだけの拳打を放ったのは驚きよう嘆たんに値あたいする。武術よりも拳けん法ぽうの方が近いな、よくぞその若さでここまで練ねり上げたものだ。──あとはタイミングや駆かけ引きだろう。実戦の経験を積めば、目に見えて違ってくる筈はずだ」

　技わざの質自体はとびきり上等だったと言わざるを得ない。

　この子が何歳かは知らぬが、見た目でいうのならばこの若さでこれほどの技を持っているのは──シェリルの他ほかは知らん。

　若しくは、アルマの小さい頃ころだろうか？　ともかく、才覚というものの存在を見せつけられた気分だ。

　まさにべた褒ぼめといった私の評価を聞くレティスは、目を丸くしていた。

　評価を聞き終わったレティスはやがて、表情を笑みに染める。

「噓うそは……ついてないみたいね」

「私は武術においては気を遣つかわんよ。絶対にな」

「すっごく良く分かるわ。あんた、なんでか私と同じ匂においがするもの」

「違いない」

　向かい合い、二人で笑いあう。

　もはや、レティスから敵意は消えていた。

「……参りました。本当に稽けい古こを付けられちゃったわね」

　戦意を消して、構えを解いたレティスは自らの負けを宣言した。

　試合を続ける必要が無くなったのだろう。その顔は、爽さわやかだ。

「ねえあんた、何い時つまでこの街にいるの？　旅人なんでしょう？」

「さて何時になるか──まあ、強い者の情報を入手するまでだな」

「何それ、今時武者修しゆ行ぎようってわけ？　……でもちょっと羨うらやましいかな」

　レティスが先ほどまで纏まとっていた剣けん吞のんな雰ふん囲い気きは、霧きりのように消え失うせていた。

　穏おだやかな言葉を二三交かわすと、僅わずかな間を置いてレティスの瞳が再び鋭するどさを増す。

「そのうち絶対勝つから。また今度、手合わせしなさいよ」

　だがそれも一いつ瞬しゆんの事。すぐに笑みを取り戻もどしたレティスは、腕を差し出した。

「喜んで引き受けよう」

　私は迷わずその手を取る。

　やはり試合の後の握あく手しゆというのは、ひとつその人を分かる事が出来た気がして良い。

「やあやあ、これにて一件落着、ですな！」

　レティスと握手を交わしていると、少し離はなれた位置からカドマスが駆け寄ってきた。

　心配事が解決したと言ったところか、カドマスは非常に上じよう機き嫌げんだ。

　分かりやすく人ひと懐なつこい男に笑みがこぼれるが、カドマスに慣れているためかレティスは不機嫌そうだった。

「親交も深まった所で、夕食にしようではありませんか！　スラヴァ殿どの！　娘の我がままに付き合っていただき、感謝いたしますぞ！　では早さつ速そく食事を用意させなければ！　それでは！」

　……しかしまあ、これは行きすぎの様な気もするがな。

　只管ひたすら機嫌の好よさそうなカドマスは弾はずむような足取りで屋や敷しきへと去っていった。

　半ば呆れの様な感覚を抱いだいていると、レティスが耳打ちをしてくる。

「……私、こんなだからあんまり友達いなくてさ。お父さん、私とあんたが握手をしているのが、嬉うれしかったんだと思うわ。はあ、ウザい……」

　どうやらカドマスが上機嫌だったのは、お転てん婆ばな娘に友人が出来たから、というのもあったようだ。

　心底から鬱うつ陶とうしそうなレティスに笑いかけ、諫いさめる。

「そう言うな。カドマス殿どのもレティスを思っているからこそ喜んでいるのだろう」

「まあそうなんだろうけどね……それにしても、あんたなんていうか……老ふけてるわね。見た目とかじゃなく、考えとかがだけど」

「ああ、よく言われる」

　くつりと喉のどを鳴らすと、レティスは再び疑念の眼まな差ざしを投げてきた。

　老けているも何も、実際年を食っているのだからしようがない。

「それじゃ、行きましょう？　うちのご飯は美お味いしいんだから！」

「ああ、楽しみにしているよ」

　レティスに手を引かれ、少し速い歩きに合わせて歩き出す。

　ちょいとばかし意地の悪い事をしたが、嫌きらわれてはいないようだ。

　手を引くレティスは楽しそうに笑っていて、僅かな邪じや気きさえ感じさせない笑みを浮かべている。

　……まったく、若いというのは羨ましいな。

　あれやこれやと投げかけられる質問に見送られ、久々のアルファレイアの陽ひは静かに沈しずんでいくのであった。








第四話　跳はねるトカゲ亭てい









　暖かな日差しと、涼すずし気な風が心地よさを演出する昼下がりのアルファレイア。

　過ごしやすい気候に人々も活気に満ち溢あふれ、清潔好きな民族性からかゴミも落ちておらず、まさに美しい街並みといった中を私達は歩いていた。

　芸術方面には疎うとい私だが、こうして長い時間を暮らしてみるとエルフ達の建築も中々いいものだ。

　景観を第一に作られた街並みの色はある程度統一されていて、少し歩いているだけでも楽しく感じてしまう。

「いやあ、たった三ヶ月だけど久しぶりに感じるのは不思議だねえ。なんかこれぞ！　って感じがするよ」

　私の右みぎ隣どなりを歩くソーニャが、上機嫌に語りかける。

　風景はそれほど見えていないはずだが、ソーニャが言うには様々な屋台や店から漂ただよってくる匂いだとかが好みらしい。

　活気の匂い……と言っていたか。やはりソーニャにはソーニャなりの世界が見えているのだろう。

「どこ、行くの？」

　左ひだり隣どなりのシェリルも、久々のアルファレイアにいくらか高こう揚ようしているようだ。

　あちこちの出店に視線を走らせ、そわそわとする様子は非常に可か愛わいらしい。

　情報収集が一段落したら、色々と店を回ってやることにしよう。

　さておき、そう。どこへ行くかという話だが──目的はひとつ、優すぐれた武術家の情報を集めることだ。

　武者修行の旅を始めたは良いが、当て所どなくということでは、長いエルフの寿じゆ命みようをもってしても時間が足りぬというもの。

　故に、私は旅へと出る前に何ど処こにどういう武術家がいるか、という情報を仕入れることにしていた。

　チェスターから情報を得たからこそ、ソーニャほどの武術家と手を合わせることができたということもある。当て所ない旅を始めるのは、ひと通りめぼしい場所を回ってからでも遅おそくはないだろう。

　ならば、どう情報を集めるか。

　これが、シェリルの問いかけへの答えとなる。

「うむ、強い武術家の情報を集めたいのだが──そのために『跳ねるトカゲ亭』へ行こうと思っている」

「お、跳ねトカゲかー。あそこなら色んな人がいるからね」

　私達が今向かっているのは『跳ねるトカゲ亭』という酒場であった。

　ソーニャの言げんの通り、あそこには色々な人物が集まっている。

　魔ま物もの退治を生業なりわいとする冒ぼう険けん者であったり、ごくごく普ふ通つうの人であったり、珍めずらしいところだと学者なんかもたまに居たりする。

　そんな事もあり、あそこには様々な情報が集まるのだ。

　酒場ということで情報の伝達に齟そ齬ごが起きるのはしょっちゅうで、時折とんでもない尾おひれがついたものも存在するが──それでも『跳ねトカゲ』には様々な情報が流れ、留とどまっている。

　また、酒場ということで集まる人々がおおらかになっているのもいい。酒の席とは、つい口が軽くなるものだ。

　……と、色々と纏めたが、実のところ情報が欲ほしいだけであればどの酒場でもいい。

　だというのに私がわざわざ『跳ねトカゲ』を選んだのは──

「跳ねトカゲっ！　おじゃが、食べていい……？」

　料理が美う味まく、シェリルが甚いたく気に入っているから。これにつきる。

　跳ねるトカゲ亭と聞いたシェリルは、わかりやすく両手を挙げて喜びを表す。

　チェスターの下もとで育ったせいか、シェリルは豪ごう華かな料理は食べ慣れている。だからだろうか、シェリルは跳ねトカゲの出す、焼いたジャガイモにチーズをかけただけ──という料理が大好きなようだ。

　これに限らず、シェリルはシンプルだったり素そ朴ぼくな料理を好む傾けい向こうにある。小さな口いっぱいにジャガイモなどを詰つめ込んで笑う様は、どこまでも愛くるしいものだ。

「ああ、向こうに着いたら、果か汁じゆうと一いつ緒しよに頼たのもう。芋いもだけだと、少しばかり喉が詰まるからな」

　歩みを止め、シェリルへと微ほほ笑えみかけると、シェリルは口を開けて笑う。

　……うむ、やはりいいものだな。これもまた、一つの幸せなのだろう。

「……うんっ！」

　雲の切れ間から差し込む光のような清せい廉れんさ。

　腕うでに抱きついてきたシェリルを撫なでると、シェリルは顔をぐりぐりと腕に押し付けてくる。

　言葉で感情を表さないぶん、この子の感情表現は動的だ。

　最初は止やめさせるべきか戸と惑まどったものの、もはやシェリルとは文字通り十年来の付き合い。

　こういうのも慣れたものなのだが──最近は、少しばかりこういう機会が増えているのが悩なやみの種だ。

「シェリルちゃんだけズルいよー。どれ、私も……」

　主に、ソーニャによって。

　ソーニャはさも当然かと言うように、シェリルの反対側の腕に抱きついてきた。

　……確かに告白を受けはしたが、返事は旅が終わるまで保留としていたはずだったのだがな。

　ソーニャが言うには友人同士でも問題のない行こう為いらしいから黙だまっているものの、さすがにこれはちと歩きづらい。

　両手に花というヤツなのだろうが、生あい憎にくそれに心を躍おどらせるほど若くはない。

「まったく……そら、直じきに着くから二人共離れなさい」

「……わかった」

「えー……まだ始めたばっかなのに。まあいいけどさー」

　目的地に間もなく着く頃ころだしと、私は二人を引き剝はがした。

　暖かな陽気に二人もくっついていると、少しばかり暑く感じる。

　嫌いやではないのだが、為なすがままだとソーニャが調子に乗るので、時折こうして諫めなければならない。

　シェリルはまだ幼いから仕方がないとはいえ、ソーニャにはもう少し慎つつしみを持ってもらいたいところだ。

　親心にも似た悩みに頭をぼやかしていると、目的の場所が見えてきた。

　お世辞にも綺き麗れいだとは言えない古ぼけた店構えは、エルフの国ミラフィアがアルファレイアにあっては、異質なものだ。

　外れかかった看板には『跳ねるトカゲ亭』の文字。

　儲もうけているのだからいい加減に直せばいいものを……と思いながら、古いスイングドアを押し開く。

「おう、いらっしゃい！」

　するとすぐに店の奥から威い勢せいのいい声が響ひびいてきた。

　野太い男性の声は、跳ねるトカゲ亭の店主のものだ。

「久しいな、店主」
















「おお、坊ぼう主ずかい！　相変わらず偉えらそうだな！」

　店主に挨あい拶さつを交かわすと、酒場中の視線が私達へと集まる。

　視線の質は様々だ。まだ小さな子供──あるいは奇き抜ばつな鳥の面の、酒場にそぐわぬ風ふう貌ぼうを見て、驚おどろく者。

　話したことはないが知っている、程度の者は好意的な視線か、意外そうな瞳ひとみを。

　一度戦ったことがある者達は──気に食わなそうな者と、再会を喜ぶ者が半々といった具合か。

　こういった酒場のように情報が集まる場だと、私の名前はほんの少しだけ有名だ。

　割と強いチビが居る──聞かされた噂うわさ話ばなしは、そんなものだったか。

「今回はいつまでいるんだ？　お前の喧けん嘩かはいい酒の肴さかなになるって評判だぜ」

「見世物ではない……と言いたい所だが、騒さわぎながら飲む酒が美味いのも理解できる。まあ、期待に添そうことがないよう気をつけるさ。いつまでいるかは──情報次し第だいだな」

　空いていたカウンター席に三人で腰こしを下ろすと、テーブルに手を置いた店主が気さくに話しかけてくる。

　料理は美味いし、酒もそこそこ。店主の人ひと柄がらが良いこの店には、いつもこうして色々な奴やつらが集まっている。

　顔かお馴な染じみの他ほか、いつも知らない者が入れ替かわりで居るここは、情報を集めるには優れているというわけだ。

「それでは早さつ速そく──オレンジの果汁とチーズのベイクドポテトを二つずつくれ。ソーニャはどうする？」

「ん、私も同じものでいいかな」

「わかった。では三つずつだ」

「あいよォ！　そんじゃ少し待っててくんな」

　予あらかじめ決めておいた注文を店主に伝えると、店主はカウンターの奥へと引っ込んでいった。

　少しばかり意外なソーニャの注文に、声をかける。

「今日は酒でなくていいのか？」

　ソーニャも強くないとはいえ、酒は結構好きな方だったはず。

　酒場に来て飲まないことに違い和わ感かんを覚えた故ゆえの質問。

　意外だと言外に語る私の質問に、鳥の面をとったソーニャは頰ほおを搔かいた。

「カドマスさんのお家うちに帰るからね、酔よっ払ぱらうってのも失礼かなって。……それに、モニカちゃんを見ると、ねえ？　私も似たようなものなんでしょ？」

「ああ、お前たちの酔い方はよく似ているぞ」

「うん、じゃあやっぱりやめておく……あれはちょっと……」

　どうやらソーニャは、この間の事を気にしているらしい。

　タリスベルグを倒たおし、情報収集ついでにモニカを送るためアルファレイアに戻もどった時のことだ。

　しばしの別れを惜おしむために私達は酒場で酒を酌くみ交わすことにしたのだが──その時は、旅に付いてゆくことが出来ぬモニカが、速いペースで酒を飲んでいたのだ。

　結果としてモニカはソーニャよりも早く酔い、タリスベルグを倒した後の宴うたげのような酔い方を披ひ露ろうすることになった。

　……うむ、なるほど。それを聞いて合点がいった。

　今までソーニャは酔った時の記き憶おくがなかったのだな。

　今いま更さらになってソレを知るのもどうかと思うが、普ふ段だんから私に仕し掛かけてくるソーニャでも、モニカの酔い方は恥はずかしいらしい。

　なにやら身み悶もだえしているソーニャを放ほうっておき、シェリルへと目を向ける。

　注文を済ませたシェリルは、見てわかるほど高揚していた。

「……ポテトが楽しみか？」

「楽しみっ」

　首を左右に揺ゆらすそのさまは、本当にポテトを楽しみにしていることが窺うかがえる。

　うむ、こうして好物に心を弾はずませるのも子供らしくて非常によろしい。

　一つ一つの事こと柄がらを全力で楽しめるというのは、子供の特権よな。

　この身は若いが、こういった心は私が既すでになくしてしまったものだ。この子を見ていると、大切な何かを取り戻せる気がする。

　なぜだかそれが愛いとおしくて、私はついシェリルを見つめてしまう。私の視線に気付くと、シェリルは僅わずかに表情を変えて微笑んでみせた。

　シェリルを撫でるため、思わず彼女の頭に手を伸のばす──が、その手がシェリルに置かれる事はなかった。

「おおおおおおおおおッ！」

　突とつ如じよとして、酒場に巻き起こるざわめきに、私は手を止めた。

　その叫さけびにカウンターの奥からオレンジジュースを持った店主が慌あわてて現れるが、その店主も酒場の入口を見ると固まってしまった。

　酒場の喧けん騒そうとはまた違ちがううるささに、つい私も声の方へと振ふり返った。

　──そこには、よく見知った顔が、二つ。

「……ん？　……おお！　スラヴァじゃないか！　久しぶりだな！」

「おっ！　本当だ！　おーい、スラヴァー！」

　長い青の髪かみを揺らす、美しい女性と──悪戯いたずらを好みそうな、緑の短たん髪ぱつを散らす少年の二人組だ。

　騒がしさに何事かと思ったが、なるほどこれは騒そう々ぞうしくもなるだろう。

　少年の方はともかく、女性の方はこの国で知らぬ者はそうそうおらんだろう。

　手を振る二人に、私は力なく手を振り返す。

「お久しぶりです。シドに、アルマ──先生」

　アルマ＝シジマ。

　かつてエルフの国を救った英えい雄ゆうにして、アカデミーの教師。

　──そして、我が娘むすめ。

　強い意志を感じさせる凜りんとした瞳が私を捉とらえ、わかりやすく輝かがやいた。








第五話　再会と









「やあやあ！　久しぶりだな、スラヴァにシェリル嬢じよう！　元気にしていたか？」

「え、ええまあそれは」

「……元気……だよ」

　店内の空気や視線など意にも留めず、アルマは私達の方へと近づいてくる。

　これだけ注目されていても何も思わないのは、有名になってから長いため慣れたのだろう。

　しかし──うむ、見間違えるはずもないが何度見てもアルマである。

　正体を隠かくしているばつの悪さと、かつて何度も門下に誘さそわれたことから、私は気がつけばアルマから眼めを外してシドへと視線を送っていた。

「よースラヴァ！　姐ねえさんもちぃっす！」

「……ちぃっす」

「ああ、久しいな」

　シドは私と軽い挨拶を交わし、シェリルに頭を下げた。

　アルマとシドは、私を通じてシェリルとの親交を持っている。

　変わらぬ外見に変わらぬやりとりを見ていると、彼らは──いや、私達はやはりエルフなのだなと再さい認にん識しきさせられる。

　久しぶりの再会にたじろぐのが半分、楽しいのが半分といった気持ちに思わず苦い笑いが浮うかぶ。

　この広いアルファレイアでたまたま巡めぐりあうとはな。これも縁えにしというやつなのだろう。

「テーブルも空いていることだし、こちらに移らないか？　食事でもしながら、色々と話をしようじゃないか」

「それは──ええ、そうしましょうか」

　分かりやすいほどに嬉うれしそうなアルマが、空いたテーブルを指さして、にこやかに笑う。

　ぐいぐいと来るのは、本当に変わらんな。

　その様にかつてのアルマを思い出し、私は半ば呆あきれながらも席を立った。

　だが、立ち上がると脇わき腹ばらあたりに重さを感じる。

　見ればこの場で唯ゆい一いつ、全員との面識を持たないソーニャが私の服の端はしを引いていた。

　どうした？　と視線で訴うつたえかけると、ソーニャは遠えん慮りよがちに声を出す。

「えっと……スラヴァ君？　この方たちは？　いや、アルマ氏は知っているけども……」

「ん、ああ──私がアカデミーに在学中に世話になった先生と、学友だ」

　その声に答えるよう、私は二人を紹しよう介かいした。

　アルマの事は、やはりソーニャでも知っているようだ。だがやはり面識はないし、シドは誰だれかもわかるまい。

「アルマ＝シジマです。どうやらスラヴァが世話になっているようですね」

「スラヴァの親友！　シド＝オールダムってんだ！　よろしく！」

　私の紹介を受けた二人は、それぞれの反応で挨拶をする。

　アルマは頭を下げ、シドは威い勢せいよく右手を上げた。

「……なるほど。私はソーニャ＝アルヴェーンと申します。スラヴァ君にはむしろ、私がお世話になっているくらいで……」

「いえいえ、スラヴァは中々難しい子でして、苦労なさっていることでしょう」

　大人の二人組は、私達を置いて社交辞令の交わし合いをしている。

　なんとなく、アルマに対して靄もや々もやした感情が湧わき起こるが、表情に出さないように気をつけよう。

　……そういえば、昔もこんなことがあった気がするな。

　架か空くうの苦味に口をもごもごと動かしながら、席を移動する。

　アルマが指していたのは、六人掛がけのテーブルであった。

　取り敢あえずの自己紹介を終え、それぞれが席についていく。

　私が真ん中に座り、左右にシェリルとソーニャ。その向かいにアルマとシドという組み合わせだ。

「しかし、真まこと久しぶりですな。アルマ……先生は、どうしてこんな所に？　お世辞にもあまり綺き麗れいな場所ではないと思いますが」

　アルマが一つ息を吐はき出したのを見て、私は質問を投げかけた。

　一応、アルマとて英雄と呼ばれるような者だ。

　オンボロの『跳ねトカゲ』には似つかわしくないと思ったがゆえの質問だったのだが──アルマが問いかけに答えようとした瞬しゆん間かん、目の前にごつい手が伸びてきた。

　この店の店主のものだ。

「ひでえな坊ぼう主ず……ホラよ、ベイクドポテトとオレンジジュースお待ちィ。ですがあっしもそりゃ気になりますね。天下のアルマ様が、どうしてこんな辺へん鄙ぴな場所に？」

　私の問うた質問は、店主も気になっていたらしい。気配を探さぐってみると、他ほかの席の者達も何人かはこのテーブルに意識を向けているようだった。

「街を歩いていたら偶ぐう然ぜんシドに会ってね。久しぶりの再会を祝して食事でも、という話になったんだ。美う味まい店を知っているというから、シドに連れられて来たというわけさ。それに天下の、というのはやめてくれないか？　私なんてまだまだだからな」

「へへっ！　俺が知ってる中じゃ、ここが一番安くて美味いからな！」

「そりゃ光栄な話で。ほんじゃあ、ついでにご注文はありますかい？」

「そうだな……それじゃあ……」

　アルマとシドの話を聞いて、私は思わず眉み間けんを押さえた。

　……成なる程ほど。要は偶然に偶然が重なった、という訳か。

　同じ時期にそれぞれ違うことをする者達が皆みなアルファレイアに居るとは、なんという数すう奇きな事か。

　広いようで狭せまい世の中に苦く笑しようする。

　まあ、出会ってしまったものはしょうがないか。

　アルマに対しては罪悪感があるものの、こうして出会えて健康であることを確認できたのは、素す直なおに嬉しい事だ。

　注文を受け終えて去っていく店主の背中を見ながら、私はうつむかせた顔を上げた。

「しかし、凄すさまじい偶然ですね。この広い世界で同じ時期にアルファレイアに居るとは。私達も情報収集のため、昨日帰ってきた所なのですよ」

　もう私の顔に苦い色はない。

　これも縁えんと割り切り、この再会を喜ぶことにしたのだ。

　しかし、私の言葉を聞いた二人はきょとんと眼を丸くしていた。

　呆れた様子のシドが、肩かたをすくめる。

「……ああ？　スラヴァ、お前何言ってんだ？」

「む……何を、とは？」

　どうやら私の言葉には少しばかりおかしい所があったらしい。

　シドは呆れたようにそう返し、私はその返しに首を傾かしげる。

　すると、アルマとシドは互たがいに眼を合わせた。

　……なんだと言うのだ？

「何って……スラヴァ、お前もセリアを見に来たんじゃねーのか？」

　何な故ぜか当たり前のように言い、シドは聞き返すように首を傾かしげた。

　……何かがおかしいな。というか、なぜここでセリアの名が？

　本気でわからない様子でいるシドからアルマに視線を向けると、アルマもまた腕うでを組んで考え込んでいた。

　やがて、数秒考え込んだアルマが、私の眼を見つめる。

「なあスラヴァ、セリアから手紙が届いただろう？」

　二人がここにいるのは、セリアから手紙を受けたから、ということのようだ。

　ならば、私は知る由よしもない。

　卒業してからというもの、ほとんどの期間旅をしていたからだ。

「手紙……ですか。申し訳有りませんが、ここ最近はずっと旅をしていたもので……初めて聞きましたな」

「あ……ああ、そういえばそうだったか！」

　どうやら、アルマ達はその事を忘れていたらしい。

　言い方は悪いが、私は定まった住所を持たんからな。

「そうか……では、知るはずもないな。じゃあ、代わりに私が話そうか」

「ありがとうございます」

　手紙の内容を説明してくれるというアルマに礼を述べる。

　しかしそうか……セリアから手紙とな。

　旅に出ているとこういう時に困るな、と小さく息を吐く。

　あまり知り合いは多い方ではないが故ゆえ、連れん絡らくの不便を軽視していたか。

　さて、わざわざこの腕わん白ぱく坊ぼう主ずとエルフの英えい雄ゆうを呼び寄せるとは、どういう内容なのだろうか。

　僅わずかに期待が高まる中、私はアルマを注視する。

「ふむ。ではまず──スラヴァはセリアの語っていた夢を覚えているか？」

「ええ、確か役者になりたいという話でしたかな」

「その通りだ。よく友人のことを覚えていたな、偉えらいぞ」

　上の立場に居る娘むすめに褒ほめられるという妙みようなむず痒がゆさの中、会話は続く。

　前置きが終わったというところだろうか。シドが妙に目を輝かがやかせているのが気になった。

　アルマもそんなシドを見て、くすりと鼻を鳴らす。

　……ふむ、悪いことではないようだな。

　ひとまず気をゆるめた私を見て、アルマが言葉を続けた。

「セリアはその夢を実現するため、卒業してからすぐに劇団に入ったらしい。そこそこの規模の劇団なんだが……なんと、今度やる新作の劇の主役を任されたようなんだ」

「……真まことですか！　それはそれは……」

　アルマの話を聞いて、私はやや興奮した声を上げる。

　夢を実現するために努力をしているという話も感心するものだが、既すでに主役を任せられる程になっているというからだ。

　その道には明るくないが、新人が主役を務めるとは、容易ではないはず。

　努力をし、劇団の者に信しん頼らいされていなくば出来ぬことだろう。




　親友の朗報に、私の声は明るい。

　自分でも多少珍めずらしく感じるテンションに、シドとアルマが笑う。

「……と、まあそういうわけでね。私達はセリアの劇を見にアルファレイアにやってきたというわけだ」

「俺はセリアの劇がやる時に警備の仕事をするんだぜ！　冒ぼう険けん者ギルドで依い頼らい受けてきたんだ！」

　そうか、セリアの劇が……

　笑えみに吊つり上がる口元を隠かくしつつ、私はそれでも嬉しさを隠せなかった。

　孫まご娘むすめの様に思っていた子の晴れ舞ぶ台たい、是ぜ非ひともこの眼めで見たいものだ。

「きっとセリアもスラヴァには晴れ舞台を見てもらいたい事だろう、よければ考えてみてはくれないか？」

「そういう事でしたら是非とも。知らずに見み逃のがしては、悔くやんでも悔やみきれなかったでしょう。その劇は何い時つ催もよおされるので？」

「もう来週だよ。私も今は国を回っている最中さなかでな、折角だから暫しばらくはアルファレイアに滞たい在ざいすることにしているんだ」

　……ふむ。そうか、来週か。

　それくらいの期間であれば骨休めとしては丁度いいか。

　劇など最後に見たのが何時だったかすら覚えていないが、セリアが主役を務めるとなれば別だ。

　たまには、こういうのも良いだろう。

「シェリルにソーニャや、そういうわけで、暫しばしここに留とどまりたいのだが、良いか？」

「スラヴァ君がそう言うなら、私は構わないよ」

「……もっ」

　アルマ達から視線を外し、ソーニャ達に尋たずねると、ソーニャからは色いろ好よい返事を貰もらうことが出来た。

　シェリルの方は……口に芋いもを詰つめ込んでいるため、まともな発音が出来なかったようだ。

　首を傾かしげているあたり、話もあまり聞いていなかったのだろう。

　簡潔にセリアの劇があるという事を伝えると──

「セリアちゃんの劇？　……見たい」

　シェリルも興味を示してくれた。

　うむ、これは思いもかけない幸運だ。この機会にアルファレイアに戻もどってこられたのも何かの導きかもしれんな。

「あいよォ、タラのペーストとバゲットお待ち！　ガキんちょはニンニクのスープだったな」

　丁度話が終わったところで、店主がシドとアルマの注文を持ってきた。

　アルマはタラとタマネギを混ぜたペーストと、バゲット。シドの方は焼いたパンが沈しずめてあるスープか。

　どちらもいい匂においだが、ニンニクの匂いがやはり強いな。

「さて、話も済んだことだし、食事にしようか？　とは言っても、シェリル嬢じようは直じきに食べ終わりそうだな」

　配はい膳ぜんされた料理の湯気が鼻をくすぐると、とたんに食しよく欲よくが湧わいてきた。

　身体が若いせいか、年老いていた頃ころよりも空腹に対しては素直になってしまう。

「それでは──頂きます」

　音おん頭どをとったのは、手を合わせたアルマだった。

　シェリルも一いつ旦たん食事を止め、手を合わせている。

　食前の挨あい拶さつが終わると、全員が一いつ斉せいにスプーンやフォークなどの食器を手にとった。

　シェリルが好きだという事で頼たのんだベイクドポテトだが、これは私も好物だ。

　少しだけ冷めてしまったが、料理はまだ温かく、湯気を上げている。

　さあ食べよう──と、フォークを芋に食い込ませた、その時だった。

　りん、と。穏おだやかだがはっきりと響ひびく、鈴すずの音が広がっていく。

　音の波はどうやらアルマの方から発生しているようだった。

「……タイミングが悪いな。こんな時に……」

　そう言うと、アルマは立ち上がりながら眉まゆを下げる。玉を乗せれば勢い良く転がりそうなその角度は、アルマの心情を如によ実じつに表していた。

「どうかなされたのですか？」

　名残なごり惜おしそうに席を立つアルマに、声を掛かける。

　さあ飯を食おう、というタイミングで席を立つことに疑問を覚えたためだ。

「ああ、これは最新の魔ま具ぐでな。何ど処こかにある対ついの鈴が鳴ると、これも同時に鳴るという仕組みのものなんだ。どうやら呼び出しが入ってしまったみたいだ……食事は、皆みんなで食べてくれると嬉うれしい」

　椅い子すにかけていた上着をひったくるように羽織り、お金を置いたアルマはそう言い残して背を向ける。

　ふむ、モニカの研究所に有った鈴も、同じものだったのだろうか。

　知らぬ間に、どんどん便利な物が出来てゆくのだな。去っていくアルマの背を見送りながら、私はふと時の流れを感じた。

「なんだよー。折角久しぶりにアルマ先生と飯食えるかと思ったのによ」

　リスの様に頰ほおを膨ふくらませるシドに、思わず温かい息が漏もれる。

　人間であればとうに大人と言える年ねん齢れいである私達だが、やはり彼らエルフは精神的な成熟は見た目に準じゆん拠きよするようだな。

「呼び出されたのだから仕方があるまい。それより、最近は何をしているんだ、シドよ」

「……ま、そうだな！　それより良く聞いてくれたな！　俺も今は夢に向かってさ……」

　嬉しそうなシドの声を皮切りに、本来の予定より一人欠けた昼食会が始まる。

　積もる話がある、といった具合か、話題は尽つきることはない。

　私達だけで盛り上がってソーニャは退たい屈くつではないかと心配していたが、それなりに楽しそうに会話に入っているので一安心といった所だ。

「それでよー！　……ん、どうしたんだ、皆」

　しかし、そんな賑にぎやかな会話は、食事が無くなるまで続くことはなかった。

　料理が全体の半分ほど消えた頃、シドを除く私達の動きが一斉に止まった。

　瞬しゆん時じに色を変えた空気──好戦的な魔ま力りよくが、明らかにそれと気付くように発せられたからだ。直後──私は立ち上がり、振ふり返った。

　眼前に迫せまるは、肘ひじ。頭ず蓋がいを砕くだき、脳を散らしてやろうという殺意に染まった凶きよう器きだ。

　偶ぐう然ぜんではない、正確に私に迫る意志を見るまでもなく、私は同じように肘を突つき出していた。

　必然的にぶつかり合う肘と肘。衝しよう撃げきの余波に椅子が、机が浮うき上がる──！

「よォ旦だん那な、久しぶりだな。やっぱりアンタだと思ったぜ」

　交差する腕の奥から、襲しゆう撃げき者の声が響く。若い肉にく食しよく獣じゆうの様な、獰どう猛もうで好戦的な声だ。私は、これに聞き覚えがある。

「人ひと違ちがいだったらどうするつもりだ、ええ──？」

　年齢に依よるものではない、雪よりも白い白はく髪はつ。そして、それを染め上げる血のような真しん紅くの瞳ひとみ──

「ダグラス＝ブラード」

「覚えていてくれるたぁ嬉しいねえ」

　在学中拳こぶしを合わせた、悪党どもの用心棒──ダグラス＝ブラード。

　かつて戦った時より一回り成長した若き天てん賦ぷの才を持つ拳けん士しが、牙きばを剝むきだして笑う。

　まさか、この男と再会することになるとはな。やはり、この街は退屈せん。

「あ、お……お前、あの時の！」

　その顔に見覚えがあるのは、私だけではない。指を差しながら、シドは眼を丸くしていた。

「ん、ああ、お前さんあの時のガキかい。旦那もそうだが、変わってねぇなあ。ハーフの嬢ちゃんも久しぶりだな。んで、そっちの金きん髪ぱつの姉さんは見覚えがねえが、旦那のコレかい？」

　顔を覚えていたのは、私だけではないらしい。記き憶おくの底にある敵対者に対し、突とつ然ぜんの襲撃者に対し臨戦態勢を取ったシェリルとソーニャを見回したダグラスは、再び私に猛もう禽きんのような眼を向ける。

「何の用だ。突然仕し掛かけてきて、目的があるのだろう？」

　突然の襲撃に思うことが無いわけではないが、私は自然と浮き上がってくる笑みを抑おさえながら、ダグラスに問いを投げる。

　体てい裁さいだけは咎とがめるような眼を向ける私に、ダグラスはその牙を隠さない。

「連れないねえ。そんなモン──あの時のリベンジに決まってるじゃあねえか。こういうのは面めん倒どうかい？」

「お前ほどのものであれば歓かん迎げいさ」

「だろうなあ」

　向かい合ったまま、喉のどを鳴らし合う。才能ある若い拳士が、雪せつ辱じよく戦せんを挑いどんでくる──なんとまあ、今日は恵めぐまれた一日だろうか。

「受けてくれるかい、リベンジマッチ」

「ああ──あの時お前にとどめを刺ささなかった甲か斐いがあったよ」

「じゃあ、早さつ速そく──」

「果たし合うか」

　押し合う様に、魔力が高まっていき、その波動に店中の食器が乾かわいた音を立て始める。

　さあ、初手はどうしようか。極ごく上じようの獲え物ものを前に舌なめずりをするような気持ちだ。空気を焦こがす魔力が、武器へと変わる瞬しゆん間かん──

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　やるなら外でやってくれよ！　店を壊こわされちゃたまんねぇぞ!?」

　酷ひどく慌あわてた店主が、震ふるえた叫さけびを上げた。

　カウンターから顔だけを出して此方こちらを窺うかがう様子は、考えずとも怯おびえていることが分かる。

「……それもそうだな。お気に入りの店を更さら地ちにするのも忍しのびねえや」

「うむ……続きは、外でやるか」

　どこか滑こつ稽けいにも映るその様子に刃やいばを収める。

　いかんいかん、危あやうく多くの者に迷めい惑わくを掛けるところだったか。

「先行ってるぜ」

　穏やかな、されど闘とう志しに溢あふれた声を残し、ダグラスは先に外へと向かった。

　臨戦態勢を解いたものの、楽しさを収めきれない私に、ソーニャが駆かけ寄ってきた。

「誰だれ？　あの人。かなり出来るよね、知り合い？」

「昔少しな。後で話そう」

　そういえば話してなかったな。まあ敢あえて話すことでもなかったが。

　平へい坦たんに浮かべた考えは、自分を落ち着けようとしているかのようだった。

　……だが、疼うずく牙は静まらない。あれほどの相手を前にして、落ち着けという方が無理なのは、わかっていたことだ。

「少し行ってくる」

　対象を持たぬ言伝を空気に混ぜ、私は跳ねるトカゲ亭ていを後にした。








第六話　もう一つの再会









　昼だというのに淀よどみを感じる酒場から出た私は、視界を狭せばめながら空を見上げた。

　時刻に相応ふさわしい風と光が身体を包む爽そう快かい感かんの中、準備を兼かねて背筋を伸のばす。

「いやあ、まさかアンタと再会できるたぁね」

　腰こしを落として脚あしを伸ばしながら、ダグラスは興奮で上ずった声を上げる。

　視線すら合わせずに背中を向けるのは、油断からではない。互たがいが武術家同士であるからこその了りよう解かいだ。

「よっ……と。もう一度言わせてもらうがね。会いたかったぜ」

　すくっと立ち上がったダグラスは、見返りながら牙を見せた獰猛な笑えみを浮かべる。

　……思わぬ再会に昂たかぶっているのは、私も同じだ。

　良質な鋼はがねを燃え盛さかる焰ほのおで急激に火を入れたかのような若く質の良い拳技は、天賦の才を持つ者でなければあり得ぬ代しろ物もの。

　正反対の私は愚おろか、それはチェスターですらが持ち得なかったものだ。鍛たん錬れんでようやく手を伸ばした私達の技わざには、若さ故ゆえの雑味がない。

　故に打だ撃げきにおいて、私はダグラス以上の才覚を知らなかった。

「まるで恋こい煩わずらいだったぜ。一撃ごとが堕おちる星みてぇな打撃に、何百年も磨みがいた様に老ろう獪かいな技──見る拳見る拳、全部アンタのそれと比べちまう。お陰かげでこの所ちっとも満足できやしねぇ」

　だが、ダグラスもまた、私の技には覚える物があったようだ。

　……ならばもう、言葉は要いらぬだろう。

「──来るがいい」

「ほんと、ありがたいよなあ。黒星ブラさげて生き延びてみるモンだぜ」

　互いにとって互いが極上の獲物。であれば、語るに及およばず。

　──それらは全すべて、拳が語ってくれる！

「いざ尋じん常じように」

「勝負と洒しや落れ込こもうぜェ！」

　同時に構えが作られた瞬間、ダグラスはその身に火を入れた。

　まるで百年待ったかのような我が慢まんの無さだ。こんなにも想おもわれるとは、武術家冥みよう利りに尽つきる！

　石いし畳だたみを蹴けり砕くダグラスの身は、加速の過程をすっ飛ばす様な速度でその身を風に溶とかした。

　作り上げられた筋肉が、練ねり上げられた魔力をもって砲ほう弾だんと化す。

　最高の入りだ。かつて拳を合わせた時のそれとは最も早はや比ひ較かくにならぬ速度に、タイミング。

　即そく座ざに尽きた距きよ離りが、お互いの身を戦地へと投げ入れる。

「おらァッ！」

　最初に繰くり出されたのは、ダグラスの拳であった。

　体幹を捻ひねらずに肩かたからの加速を繫つなげて放たれる一撃は、ダメージよりも一撃を加える事を重視して繰り出されたモノだろう。

　勝負を焦あせる青さはそこにはない。勝ちを求めるからこそ練り上げられた戦術がそこにはある。

　迫る拳に身を入れ、防ぼう御ぎよの構えを取る。避よけられはしないが、この程度の威い力りよくであればダメージを追う事もないだろう。

　結果、ダグラスの打撃は私の腕うでに防がれ、攻こう撃げきとしての本ほん懐かいを遂とげることはなかった。

　しかしそれは、飽あくまで攻撃としての話。

　この迅たる直線の役割は、布石だ。まっすぐに進むだけの駒こまが王を取ることはあり得ない。それらは全て、他ほかの動きと組み合わせ、組み合ってこその話だ。

　故にこれも互いの予定の内。拳を防がれたダグラスは瞬時に身を捻ひねり、蹴りを繰り出した。

　……これは、重いな。だが動きが見えている以上、その重さも全て夢ゆめ現うつつ。

　手首で円を描えがくような、基き礎その捌さばき。それだけで薙なぎ払はらわれる半月は、その重さをあらぬ方向へと向けた。

　大きな技の後には必ず隙すきが出来る。私はダグラスの胴どうに出来た隙へと掌しよう打だを向ける──だがその瞬間、ダグラスの身は残った左足に助けられて宙を舞まう。

　流されるまでが予定の内だった様だな。あの時よりもよくシジマの技を理解している。

「……動きが変わったな」

「そりゃあね。アンタの動きばっか考えてたんだ、手札からエースを切ってばかりじゃいられねぇさ」

　返る声は余よ裕ゆう。放たれた蹴りは前の全力と比べても遜そん色しよくが無いものに見えたが──この数年で、奴やつも勉強していたらしいな。

　……なんとも嬉うれしい事ではないか。何ど処こまでも楽しませてくれる。

「楽しませて貰もらってばかりでは忍びない──ひとつ、面おも白しろいものを見せてやろう」

　ならば、此方こちらも応こたえてやらねば。

　私は全身から力を抜ぬき、腕を垂らした。

　一見戦意を失ったように見える仕草だが──ダグラスの顔に浮うかぶのは失望ではなく警けい戒かい。

　軽そうな笑みを消して眼めの刃やいばを研とぎ澄すますダグラスは、その脱だつ力りよくの恐おそろしさをよく知っている。

　……シジマ流の者との手合わせ経験は、少なくないな。

　私の動きを考えていたと言うのは噓うそではないようだ。

　だが──『本当のシジマ流』とはどれだけ手を合わせた事があるかな。

　私の身体に生み出された脱力とは真逆の緊きん張ちようが、空気に混じっていく。

　片時の油断も許されぬ空気の中を切り込んだのは、私の方であった。

「……ッ!?」

　そして、ダグラスの顔に驚おどろきが浮かぶ。

　それは恐らく、目の前に私が突然現れたからであろう。

　敵に生まれた一いつ瞬しゆんの虚きよ。狙ねらって生み出したそれを逃のがすことはあり得ない。

　ダグラスの顔を目め掛がけ、私の拳こぶしが突つき出される。

「ち、ィ！」

　ダグラスは瞬しゆん時じに顔を振ふるってそれを避けると、勢い良く後ろへと跳はね退のいた。

　まさか今のが避けられるとはな。『予定になかった』出来事に、思わず手が止まった。

　拳打を避ける際に走った、一筋の赤い線。そこから僅わずかに垂れる血を拭ぬぐい、ダグラスが笑う。

「危ねー危ねー、まったく人が悪いぜ旦だん那な。見せてやる、とか言ってよ、見せるつもりがねぇヤツだろ、今の」

「今の一合でそこまで気づくとはな。やはりお前には驚かされる」

「驚かされるのはこっちだぜ……心臓に悪いったらありゃしねぇ」

　軽口を叩たたき合いながらも、私は言葉の通りに驚いていた。

　今のは、シジマ流の『無む拍ひよう子し』という技術だ。

　人の目というのは見慣れぬ動きに弱く、頭が目に映るモノを理解出来ぬ事がある。それを僅かな意識の揺ゆらぎに合わせることで、決して早いとは言えぬ動きでも相手の視界から消えることが出来るのがこの無拍子という技術だ。

　脱力を要かなめとしているが故に攻撃と組み合わせることは出来ず、攻撃の際にはこうして相手の視界に現れてしまうものの、それでも相手に十二分な隙を生むことが出来る。

　速度で視界から消えたにしてはあまりにも遅おそい出現は、感覚と視界の情報を狂くるわす──故にその後に行う攻撃はほぼ必中。

　……その筈はずなのだがな。『無拍子』からの牽けん制せい打だを避けられたのは、久しぶりだ。

「やはり流石さすがだよ、お前はな」

「アンタこそ。シジマ流の奴らとは結構戦ってきたつもりだがな、こんなのは初めて見るぜ」

『無拍子』の修得難易度は高い。技を高い精度で修得している者でも、特とく殊しゆな技術である『無拍子』を修得することが出来るのは一ひと握にぎりだ。

　それ故に効果もまた絶大なものなのだがな。まさか、それが通用せんとは思わなかった。

　……まあ、効かんものは仕方がない。

『波は濤とう』に構え直した私は、身体に限界以上の魔ま力りよくを注いでゆく。

　今は走る痛みすらも愛いとおしい。こんな馬ば鹿か野や郎ろうと戦うなら、これに限る！

「──そう、それだよ。焦こがれたぜェ……その炸さく薬やくみてぇな魔力にな……！」

　試し製せい桜おう花か──身体から桜色の火花が散る。

　迎むかえ撃うつように、ダグラスが大火のような朱しゆの魔力を立ち上らせると、二つの魔力がぶつかって大気を震ふるわせる。

　本当に、羨うらやましい才覚だ。なんの代だい償しようもなくこれほどの魔力を引き出せるとは、反則だ。

　だが、それ故に滾たぎる。──この時代に生まれてきて、本当に良かった。

　私は口の端はしを歪ゆがめると、身を揺らして身体を前へと躍おどらせた。

　シジマ流の先手という意外に、ダグラスの顔が驚きに染まる。

　しかしその直後にあるのは、裂さけんばかりに歪められた口が形作る、痛つう烈れつな笑みであった。

　……そうだ、これだ。

　同類との殴なぐり合い──こんな楽しいものが、他にあるかね！

　二頭の肉にく食しよく獣じゆうに貪むさぼられる獲え物もののように、互いを隔へだてる距離は一瞬で食いつくされた。

　後に始まるは、飢うえた獣けものの爪そう牙がの舞ぶ踊よう。

　ダグラスの拳が疾は走しると、私は開幕の時と同じく手を置いて防御を固める。

　直ちよく撃げきすれば意識と共に命をも刈かり取っていきそうな拳は、再び腕に阻はばまれた──が、その威力は段だん違ちがい。

　身体を伝わり地面に逃された衝しよう撃げきが、地を揺らし、空気を響ひびかせる。

　なんと良質な打撃か！　あの時とは比べ物にならぬその一撃の拳打に、よく下ごしらえされた料理を思い浮かべる。

　どんな高級食材も、調理が悪ければ乾かわいたパンにも劣おとる代物になり得るが──ダグラスがこの数年にこしらえた鍛錬は、一流を遥はるかに超こえたモノのようだ。

　とはいえ今私が受けたそれは料理ではない。毒にも勝まさる苛か烈れつな武器だ。味わっていれば、あの世行きだろう。

　だが貰ってばかりでは性しように合わないのはなんでも同じだ。

　私は攻撃の後こう隙げきに合わせ、筋肉を溶かすように右みぎ腕うでから力を抜く。

　脱力故の靭じん撃げき。零ゼロから百への加速──我流夜や蛇かがち。鞭むちのようにしなる右腕が、その姿を陰らせる！

「ぐッ、か！」

　風が唸うなるのとダグラスが呻うめきを上げたのは同時のこと。ダグラスの鼻から紅あかい飛沫しぶきが上がる。

　それでもダグラスは止まらない。返り血が私を濡ぬらすよりも早く、二の矢がその靭しなやかな筋肉から繰り出される──！

「く、ぬ……！」

　私は直すぐ様残った左腕でそれを受けるが、更さらに重さをました打撃に思わず声を漏もらす。

　無造作に繰り出された一撃が、大男が振り下ろす槌つちの様だ……！
















　しかし、これこそ求めていたモノ。殴り合いは、こうでなくては楽しくない！

　負けじと拳を送り返すと、ダグラスの頰ほおへ辿たどり着いた拳打が派手な音を張り上げた。

　生理現象から滲にじんだ涙なみだが、視界を汚よごしたのであろう。だがそれにも拘かかわらず、ダグラスは拳を打ち返してくる。

　常識はずれのタフネスに、思わずチェスターを思い浮かべる。

　負け越こしているという現実に怒いかりを覚え、八つ当たりするように拳を放った。

　拳は腹を打ち、ダグラスの口から空気を吐はき出させたが、それでもダグラスは動きを止めることはない。

　返ってきた打撃を防ぎ、一撃を返す。そんなやり取りを続けていると──消しよう耗もうが早いのは、私の方だった。

　あのジジイとやっている時もそうだ。魔力に恵めぐまれなかった私は、こういう海のような莫ばく大だいな魔力を持つ者と戦っていると、より多くのダメージを蓄ちく積せきしていってしまう。

　まったくもって理り不ふ尽じんだ。何な故ぜ確しつかりと一撃を加えている私の方が、打撃を防がれている者よりも早く消耗せねばならんのか。

　……だが、その差を補うのもまた、武の骨頂。

　ふと訪おとずれた雲の切れ間のような、応おう酬しゆうの間を突き、私は魔力を沈しずめて身の回りに薄うすい魔力を回し始めた。

　我流『風ふう樹じゆ』。怪け訝げんな色を浮かべつつも拳を突いてきたダグラスの腕を、円を描く最小限の動きで撥はね除のける。

　その現象に驚きを浮かべることもなく、ダグラスから二の矢三の矢が放たれるが──私はその悉ことごとくを無傷で払ってゆく。

　魔力で劣る相手に攻撃を無力化される。ダグラスに僅かな苛いら立だちが浮かび、攻撃に毛先ほどの雑が混じった瞬しゆん間かんを、私は見み逃のがさなかった。

　払いから、流しへ。ダグラスの攻撃を終わらせるのではなく、悪あく手しゆへと変えた私は、その勢いを利用して肘ひじ打うちによる強きよう烈れつなカウンターを叩き込んだ。

「ガッ、ハッ！」

　その勢いを無理に受け止めるのではなく、少しでも減らすように。ダグラスは力の働く方へと流されていく。

「いッづ……くそったれ、そういう技わざかよ」

　食いしばった口の端から赤い線を描きつつ、ダグラスは怪かい鳥ちようの狂くち嘴ばしのような眼光を向けてくる。

　……つくづく驚かされる。この技がどういうものか、今ので理解したというのか。

「……流石だな」

「馬ば鹿か言え畜ちく生しよう……反則じゃねーかンなモン」

　反則、と言ったその言葉に、私は疑問を確信に変える。

　そう──この技は、打撃使いにとっては反則もいい所の代しろ物ものだ。

　打撃といえば速度と威い力りよく。この二つの要素こそは肝かん心じん要かなめ。しかし、この風樹はその二つを二の次に変える。

　柔やわらか故ゆえに折れぬ柳やなぎの様なこの防ぼう御ぎよを突とつ破ぱするために要求されるのは、速度でも威力でもない複雑さだ。

　……若もしくは、私の知覚を突っ切って防げぬ速度、防げぬ威力を見み舞まうことだが──生あい憎にく、まだそんな物は一度しか見ていない。

　だが、反則と言うにはちと足りんな。私は、これの上位互ご換かんのような技を知っているのだから。

「阿あ呆ほう言え。あの金きん髪ぱつの少女──ソーニャの使う技はこんなものではないぞ」

「マジかよ」

「ああ」

　意地悪く言う私の言葉に、ダグラスが頭を搔かく。

　戦場には似つかわしくない行こう為いだが──それもそのはず。戦いは、もう半分終わっているのだ。

「──仕方ねーな……参ったよ。くそ、厄やつ介かい極きわまりねぇモン身につけやがって」

　良くも悪くも打撃の『質』を追い求めてきたダグラスの拳技には、この箱庭を敗る術すべはない。

　これ以上は、決まった盤ばん面めんの上、駒こまを滑すべらせて行くだけだ。

　毒気を抜ぬかれた様なダグラスが、陰いん鬱うつとした青い溜ため息いきを吐き出す。

　……しかし、この結果は意外であった。

　ダグラスであれば、死ぬまで向かってくるかとも思ったのだがな。

「意外そうな顔してんな」

「それは、な」

　そんな疑問が表情に出ていたらしく、ダグラスは落とした肩かたから顔を持ち上げる。

　するとダグラスはじとりとした視線をくしゃと歪ませ、笑った。

「あん時、俺ぁ一度死んでるからね。二度も死にたくねーや。……ついでに言うなら、アンタは死なせてくれる事すらしてくれやしなさそうだからな」

「ああ──成なる程ほど」

　あの時──という言葉に私は、初めてダグラスと戦った時の事を思い出した。

　どうやら変わっているのは、その実力だけではなかったらしい。

　気にしていないように見えて、あの敗北はだいぶ応こたえていたようだ。

「折角拾わされちまった命だからな。粗そ末まつに使うわけにゃいかねぇのさ。……あーあァ、また俺の負けかよ、つまんねぇ」

　口ではそう言いつつも、楽しそうに弾はずむその声に思わず苦く笑しようが浮うかぶ。

　ダグラスはそんな私を見ると、その視線を尖とがらせた。

「次は負けねぇ。……なんてな。負けに次なんつーモンがあるとは思わなかったけどよ、そういうこった」

　だが睨にらみつけるような瞳ひとみは、すぐに緩ゆるみ、ダグラスは背を向けた。

「じゃあな。近いうち酒でも飲もうぜ」

　ズタボロの身体を治すこともせず、ダグラスはそのまま歩き始める。

　……変われば変わるものよな。あの時はそのまま死して朽くちるも上等と言いそうだった魔人が、これほど穏おだやかに去るとは。

「……私も大人にならねば、な」

　チェスターといい、変わらぬと思っていたものが変わってゆく事に時の流れを覚える。

　私もいつかは変われるのだろうか。

　ふと頭に浮かんだ疑問を払はらいつつ、私は酒場のスライドドアを押し開いた。








第七話　珍めずらしく賑にぎやかな朝には









　まだ日も昇のぼりきらぬ早い時間。

　暖かな季節であるにもかかわらず、アルファレイアは静かな冷たさを湛たたえていた。

　多くの人々が未いまだ眠ねむりについているこの時間は、それに伴ともない活気に溢あふれる街もほぼ無音の状態。

　そんな眠った時間の中、私はアルファレイアの一角にある屋や敷しきで、日課の鍛たん錬れんを行っていた。

　この時間の、どこか張りつめた冷たさは、好きだ。

　静けさの中、ただ一つの事に打ち込むことで武を磨みがく。

　すると捗はかどるのもそうだが、つい楽しくなってくる。

　修しゆ行ぎようはこれだけという訳わけではないが、私が早朝の訓練を欠かさぬ理由だ。

　ソーニャもシェリルも、この時間帯は二人で寝ねている。

　彼女達も朝は早い方なのだが流石さすがに暗いうちから動くことはしないので、この時間は一人で考えることも多い。

　一人でいると、とても良質な集中を得ることが出来るからだ。

　……ただ、今日はそんな私の時間も、少し様相を変えていた。

「……ねえ、どう!?　今の！　結構良くなかった!?」

　半はん袖そでとホットパンツに薄うす手でのローブを纏まとった、活発な少女が嬉き々きとした顔を向けてくる。

　紅あかい髪かみは動きやすいように後ろで一つに纏められ、少女の持つ活力をその動きで表していた。

　──少女の名前は、レティス＝コルドウェル。この屋敷の主人の愛まな娘むすめの一人だ。

　そう、今日の早朝訓練は、私ひとりではなかったのだ。

　彼女とは一度手を合わせた事のある仲だ。

　その時に実力を認められたらしく、同門であることもあり蹴けりを見てほしいと頼たのまれ、こうして時間を共にしていた。

「ふむ、速度はあるようだが、腰こしが入っていないな。それでは相手に当てた時、逆に此方こちらが倒たおれてしまうかもしれんぞ。今のままでは魔ま力りよくと身体からだに任せて脚あしを動かしているだけだ。脚ではなく、腰で蹴るつもりで打ってみると良い。蹴りは脚だけで放つものではないのだ」

　嬉うれしそうなレティスの笑え顔がおを消してしまう事は憚はばかられたが、噓うそを吐ついては為ためにならない。

　案の定レティスは顔を曇くもらせてしまったが、言っている事は分かるようだった。

「えー……うーん、じゃあ、こうかしら……」

　難しそうな顔は、今教えた事を必死に嚙かみ砕くだこうとしているのだろう。

　武に対する真しん摯しな姿勢は、それを見る私に笑みを浮かべさせる。

　顎あごを摘つまむ様に細指を添そわせ、ぶつぶつと呟つぶやくレティスには、おそらく私の顔も映ってはいないのだろう。

　真しん剣けんであるという事は良い事だ。この年でそれをしっかり実行できるのは、好感が持てる。

　暫しばらく考え込んでいたレティスは、やがて何かを思いついたように表情を変えた。

『波は濤とう』を構え、息を整える。

　大きく一歩を踏ふみ出したレティスは腕うでを振ふるい、その勢いで腰を突つき出した。

　同時に強く薙ながれる、しなやかな脚。速度もさることながら、確しつかりと体重を乗せた良い蹴りだ。

　レティスは、自ら放ったそれが信じられないとでも言うように目を丸くしていた。

　蹴り終わった体勢のまま暫しばし呆ぼう然ぜんとし、ゆっくりと脚を下ろす。

「っ！　ねえ、今のっ！」

　私の方を振り返ったレティスは、今の出来事が現実だったかを確かく認にんするように声を荒あららげた。

　その様子に微ほほ笑えましさを覚えつつ、私は微笑む。

「ああ、良い蹴りだったぞ。音が違ちがっただろう、これが腰を入れた『蹴り』だ」

　信じられない、と続けそうなレティスに肯こう定ていの言葉を返してやると、レティスは先ほどよりも嬉しそうに満面の笑みを浮かべた。

　見えぬ物事を摑つかむというのは、実に難しい。形の無いそれが嚙み合い、文字通りに一つを物にするというのは、嬉しい事だ。

　こうしていると未熟だった頃の私を思い出す。技わざの動きの一つ一つに意味を見つけていたあの頃ころは、思えば私が一番純じゆん粋すいだった頃かもしれぬ。

　今ではこうしてすっかりと捻ひねくれてしまったが──ともかく、だ。

「よく出来たな。だがこれで満足せず、確りと意味を理解し、反復して練習することだ。レティスならば、やがてはよい武術家になれるであろう」

　筋の良い少女に、正当な評価と、忘れてはならぬ武術家としての心構えを説く。

　私が今まで見てきた中に才能のある者は何人もいたが、慢まん心しんでその才能を潰つぶしてきた者もまた多くいた。

　願わくは、レティスにはそうならず、確かな研けん鑽さんを積んでいって欲しいものだ。

　私の言葉が世辞ではない事を感じ取ったのだろう、段々とその顔の輝き度どを上げるレティスは、感極まったのか抱だきついてきた。

「ありがとうっ！」

「む……ああ、どういたしまして」

　少女に抱きつかれた所で、微笑ましいだけで特に思う所はないが──ソーニャに見られていたらまた何かからかわれてしまいそうだな。

　最初に出会った時はどこかミステリアスな部分もあったのだが、今では少し子供っぽくなったというか……ひょっとしたら、妬やかれてしまう事もあるかもしれん。

　空も白んできたし、こんな場所を見られる前に、と。

　どうレティスを離したものかと考えていると、抱きつくレティスが不意に震ふるえた。

「あっ……その、ごめん、急に抱きついて……」

　慌あわてて手を離し、後ろ手に組むレティス。

　顔を真っ赤にしてもじもじとする様さまは、今までの印象とは違って非常に女の子らしい。

　ふむ、恥はじらいは持っているようだな。ソーニャとシェリルと付き合っていると、そのあたりが少し麻ま痺ひしてくるので、こういう反応は少し新しん鮮せんだ。
















　ソーニャ達には一定の好意を持たれているし、普ふ段だんのソーニャは顔すらも見せないほど堅かたいので、あれでも良いと言えば良いのだが……やはり年頃の少女はこうであるのが理想である気もするな。

「構わんよ、とはいえレティスも年頃の少女なのだから少し気をつけるように。カドマス殿どのが心配するぞ。さてと、そろそろ戻もどるとするか。気がつけば空も大分明るい」

「そうね。あの、今日はありがとうね、スラヴァ」

「いや、私の様な者で良ければ喜んで付き合うさ。アルファレイアに居る間は、遠えん慮りよなく声をかけると良い」

　恥ずかしさが尾おを引いているのか、しおらしいレティスに笑みを向けながら、足早に去ろうとする彼女へと手を振るう。

　すると、レティスは不意にその脚を止めた。

　なにか忘れ物でもあったのだろうか。私が首を傾かしげると、レティスが振り返る。

「……そうよね。アルファレイアにはいつまで居るの？」

「分からんな。強い者の話が聞ければすぐにでも発たつつもりだが──来週の半ばに親友が主役を務める劇があるのでな、それまでは居るつもりだ」

「そっか……うん、わかったわ」

　どこか悲しそうな顔をしたレティスの真意は、私にはわからない。

　まだ出会って三日という短い付き合いではあるが、友人として認めてくれたのであろうか。だとすれば少し嬉しく思う。

　表情に影かげを落としたレティスは、屋敷に向かって走り出した。

　だが少し進んだところで、レティスはもう一度私へと振り返る。

「朝ごはん、今日はどうするの？」

　どうやら朝食をどうするかという話らしい。

　昨日は跳はねトカゲで摂とるという事で、遠慮させてもらったのだが、今日はカドマスの強い要望でご一いつ緒しよさせていただくことになっている。

「ああ、悪いが今日は世話になるつもりだ」

「そう！　きっと皆みんな喜ぶわ！」

　私がそう返すと、レティスは悪戯いたずらっぽい笑顔で叫さけぶように言って、去って行った。

　……最後の部分は、意図的に小さくしたのか聞こえなかったが──はて、なんと言っていたのだろうな。

　しかし、賑やかな朝であったな。

　走りこみもペースを落としたため、私自身の修行はあまり捗らなかったが、たまにはこんなのも悪くはない。

　同好の士というのは良いものだな。

　まったく、最近の若い奴やつらの成長というのはどうしてこうも楽しいのだろうか。

　うかうかしていたら、追い越こされてしまいそうだ。……まあ、そう安々と抜ぬかせるつもりもないがな。

　それでも、顔は自然と笑みを形作っていく。

「っと、こんなにやけ面づらでは少しばかり恥ずかしいな」

　釣つり上がる頰ほおを掌てのひらで下げつつ、私はシェリル達を起こすべく、屋敷に戻るのであった。








第八話　友達









　世間一いつ般ぱんでは休日とされることが多いウィスプの曜日。

　私は紙切れを片手にアルファレイアの街を歩いていた。

　紙切れにはおおまかなアルファレイアの地図と、行きつけの酒場とは別の酒場の名前が書いてある。

「うーん、やっぱり首都だけあって色々あるねえ」

「ああ、そうだな……む、ここを左か？」

　大おお雑ざつ把ぱな道を行く分には問題ないのだが、私達は細かに入り組んだ地形を苦手としていた。

　試し行こう錯さく誤ごを重ね、この近辺を行ったり来たりとしている内に、十分以上が経たっている。

　……有り体ていに言えば、私達は道に迷っていた。

　いい大人が二人も居てこうなってしまうのはどうかとも思ったのだが、実際に苦手なものは仕方がない。

　一応言い訳をさせて貰もらうならば、私は前世で栄さかえているとは言いがたい村に居を構えていたし、ソーニャは何もないナトゥーシャで育った故ゆえといったところか。

　所ところ狭せましと建物が立ち並び、人々が行き交かうこの街は、嫌きらいではないが苦手と言えた。

　しかし、私達の方向音おん痴ちとて重度のものではない。

　メインストリートより僅わずかに外れた路地に、私達はついに目的の場所を見つける。

　小こ奇ぎ麗れいに保たれた酒場の看板には、『弾はずむヒール亭てい』の文字。それは、地図に書かれた名前と一いつ致ちしていた。

「ようやく見つけたな……」

「うん、身体とはまた別の疲つかれがあるよね……」

　ついに目的地を発見した私達は、顔を見合わせて息を吐き出した。

　……やれやれだ。果たして、待ち合わせの時間には間に合っているだろうか。

　ドアの向こうで既すでに待っているであろう人物の顔を思い浮うかべつつ、私は酒場のドアを押し開く。

「あー！　やっときたーっ！」

　ドアを開けると同時に、幼い少女の声が私の身を叩たたく。

　聞き覚えのある少女の声は、シェリルと同じ程度の年の頃を想おもわせる。

　だが、少女らしい無む邪じや気きな活発さを伝えるようなその声は、シェリルのものよりもなお幼い印象を与あたえていた。

　……聞き覚えのあるこの声。たった数ヶ月ぶりではあるが、やはり懐なつかしいのう。

　声の主は私を見つけるや、席を立って向かってくる。

　思い切り良く助走を付けた少女は、威い勢せい良く私へと飛び込んできた。

　飛びついた衝しよう撃げきに見慣れた亜あ麻ま色いろの髪かみが揺ゆれ、私の肌はだを撫でる。

「久しぶり、スラヴァくんっ！」

「ああ、久しぶりだな、セリアや」

　今どきの衣服に身を包み、少女らしさを感じさせる安価なアクセサリを髪に飾かざった少女。

　私にとっては学友でもあり、かけがえのない友でもあるこの少女の名前は──セリア＝クーフルンと言った。

　役者を目指して劇団に入り、この僅かな期間で劇の主役を任されるまでになった、私の自じ慢まんの親友だ。

「あのね、あのねっ！　話したいこと、いっぱいあるの！」

　天てん真しん爛らん漫まんさを映すような光に輝かがやく瞳ひとみは、会わなかった期間が姿を変えた、湿しめり気けを帯びた光を混ぜて。

　溢あふれる思いを順番なく口にする少女に微ほほ笑えみかけ、私は縋すがる様に抱きつく少女の頭を撫でるのであった。




　　　　◆




「あはは……ごめんね、スラヴァくんの顔をみたら、つい嬉うれしくなっちゃって……」

　泣き出す寸前まで声を潤うるませていたセリアが、気き恥はずかしそうに頭を搔かく。

　久々の再会という事もあり、セリアも色々と思うところがあったようだ。

　……私達が『弾むヒール亭』を目指す理由とは、セリアに会うためであった。

　一般的には休みであるウィスプの曜日、セリアは本番前最後となる休みをもらったらしい。

　シドの宿はセリアが住まう劇団の寮りようと近いそうで、今日はシドを通して連れん絡らくを取り合い、こうして集まったという次し第だいだ。

　残念ながらそのシドは組合から受けた依い頼らいがあるという事でここには来ることが出来なかったのだが──

「友達と久しぶりの再会だろう？　無理もないさ。スラヴァも気にしていないだろう」

「ええ、その通りです。それよりも、少し落ち着いたかね」

　休日を指定したという事で、アルマも席を同じくすることが出来たのは幸いだ。

　なんだかんだと言ってアルマも忙いそがしいらしい。前回もそうだが、こうして一緒に食事をとれるのは、エルフにとってはかなり運の良いことであるようだ。

「あはは、ありがとう。でも、シドくんもいたらみんな揃そろったのにね」

　どこか申し訳なさそうに笑いながら、セリアはここに居ない少年の名を口に出した。

　世間一般には休みとは言っても、冒ぼう険けん者など組合に属して必要な時に依頼を受ける者にはあまり関係ないからな。

　かくいう私達も半分くらいは冒険者として旅を続けているため、最近では少しばかり曜日感覚が薄うすくなってきた所だ。

「仕事があるのでは仕方あるまい。それに、劇の当日は皆みんな揃そろうだろうさ」

　だが、私達がこうしてアルファレイアに留とどまっているのも、セリアの劇を見るため。

　シドも劇の警備を仕事として手伝うと言っていたし、必然当日は顔を合わせることになるだろう。

「……うん、そうだね！」

　全員が揃っているところを想像したのだろうか。セリアは持ち前の朗ほがらかさを表すような笑みを浮かべた。

　そういえば、あの頃ころの集まりを取ることは久しぶりだな。年とし甲が斐いもなく少し心が弾んでいることに、くつりと喉のどを鳴らす。

　一ひと先まず話が落ち着いた所で、セリアは手を合わせて乾かわいた音を立てた。

　これをもって一つ区切りを付けたのだろう。セリアはシェリルへと視線を向ける。

「それじゃあ遅おくれちゃったけど……シェリルちゃんも久しぶり！」

「うん、久しぶり……」

　シドと同じく、この二人も学生時代には何度か会っている。

　最初の頃は少しだけ険悪な空気もあったものの、今ではすっかりと打ち解けたようだ。

「えっと、そっちの人は……」

　しかしセリアもシェリルとは顔見知りであるものの、ソーニャとは初対面。

　誰だれにでも臆おくする事なく話しかけていくセリアにしては珍めずらしく、どう尋たずねたものかと困こん惑わくしているようだ。

　まあ無理もない。仮面をつけているソーニャは、見慣れた私でさえ奇き妙みように思う。

　流石さすがに奇き異いの視線にも慣れたのか、ソーニャは気にした様子もなく細い指を仮面にかけた。

「初対面だよね。私の名前はソーニャ＝アルヴェーン。君の事はスラヴァくんから聞いているよ」

　だがその奇妙な仮面の下には、これまた驚おどろいてしまうほど美しい素す顔がおがある。

　仮面を見た時よりも大きく口を開けたセリアの時が止まる。

　やはり芸の道に生きるものだからか、こういった衝撃への感性も人一倍なのだろうか。大げさなまでに驚くセリアに、ソーニャも困ったように眉まゆを下げた。

「あっあの、私、セリア＝クーフルンです！　……ええと、スラヴァくんとは、どういう関係で……？」

「年上だからってそんなに畏かしこまらないでもいいよ。そうだな……スラヴァ君とは──親友かな？　今のところはね」

　手を差し出しつつ、ソーニャは笑みを作った。

　……その笑みがどこか挑ちよう戦せん的に見えるのは、私の勘かん違ちがいだろうか。

　セリアが頰を膨ふくらませたところを見ると、勘違いではないのかもしれない。

　一体何を張り合っているのだろうか。年とし頃ごろの少女の考えはよくわからぬ。

「むう……よろしくおねがいします」

「君とはなんだか長い付き合いになる気がするね」

　今すぐに喧けん嘩かを始める──という空気ではないものの……こう、なんというか牽けん制せいの差し合いの様な空気だ。

　ふとアルマに視線を向けると、今まで見たことがないセリアの様子に戸と惑まどっていた。

　この子は真ま面じ目めなせいか、予期せぬ事態に弱かったからな。ここは私が収めるほかあるまい。

「ふむ、少しばかり迷ったからか腹が減ったな。セリアや、何かお勧すすめはあるかね」

「え、あ、うん。えっとね、このプッタネスカなんておすすめだよ」

「成なる程ほど、ではこれにしよう。セリアはよくこの店に来るのか？」

「劇場から近いからね。よくみんなと来るんだー」

　少しばかり機き嫌げんを良くしたのか、いつもの明るさを取り戻もどしたセリアに心中で胸を撫なで下ろす。

　ううむ、わからんな。基本的にセリアは誰とでも仲良く出来る子なのだが、時にはこうして警けい戒かいを露あらわにすることがあるようだ。

　私の知る限りではこれで二度目。一度目はほかならぬシェリルとの邂かい逅こうだったので、魔ま人じんを警戒しているのかと思ったのだが。

　今回はソーニャが挑戦的な視線を送ったのにも起因しているのかもしれんな。
















「さて、それではシェリルとソーニャも何を頼たのむか決めたらどうだ？　跳はねトカゲとはまた違ったものが多いようだぞ？」

　……まあ、よいか。

　久々の再会だ、今は次何い時つあるかもわからぬそれを楽しむとしよう。

「ほんとだ。……どれにしようか、迷う」

「うーん、跳ねトカゲよりかちょっとお洒しや落れなメニューだねえ。どうしようかなー。あ、これなんてどうかなシェリルちゃん」

「……キャベツとアンチョビのパスタ？　……おいしそう」

　メニューに目を落とした二人は、少女らしく何を頼むかで盛り上がっている。

　ソーニャは声からしてわかるほどに胸を躍おどらせているし、シェリルも表情に明かりが差している。

　こうなると男の私にはちと入りづらい雰ふん囲い気きが立ち込めてくるのだが、外から見ている分には非常に微笑ましくてよろしい。

「よし、決まったよ。すいません、店員さーん」

　跳ねトカゲよりも少し大きな『弾むヒール亭てい』には何人かの店員がせわしなく歩いていた。

　その内の一人を呼び止め、注文を伝えていく。

　注文を受けた店員が厨ちゆう房ぼうへと注文を伝えるために引っ込むと、私はふとセリアへと視線を送った。

　……どうやら、積もる話があるようだ。

　女の子の話は長いからな、覚かく悟ごするとしよう。

「えへへー、それじゃあ久しぶりに会えたことだし、色々お話を聞いてもらおっかな」

　小さな手のひらを合わせ、セリアは覗のぞきこむように首をかしげた。

　本当に再会を喜んでくれているようだな。こうも喜んでもらえると、こちらも否いなとは言えん。

「うむ、楽しみにしているぞ」

　はしゃぐセリアとは対照的に穏おだやかに目を閉じ、私は飾り気の無いセリアの今までを、嚙かみ砕くだくように耳に入れていくのであった。




　　　　◆




　セリアが話を始めてから、時計の短針が動くころ、セリアの小さな手が自分の手元にあるコップを摑つかむ。

　中に入ったオレンジの果か汁じゆうは残り少ない。既すでに二杯はい目になるそれを、セリアはコップを傾かたむけて喉の奥へと滑すべらせていく。

「……ぷはー、私の方は、だいたいこんな感じかなー？」

　それと同時にセリアの話は現在へと追いつき、一いつ旦たんの終わりを迎むかえたようだ。

　話の流れと歩を同じくするようになったコップが、軽い音を立ててテーブルの上へと置かれる。

　学校を出てからの数ヶ月、セリアの方も色々と頑がん張ばっていたのだな。

　今までの話を耳の奥で整理しながら、私は顎あごを下げて頷うなずいた。

「それで劇の主役を任されることになったのか。すごいじゃないか、セリア」

「えへ、ありがとうアルマさま！」

　しかし、この若さで主役を任されるとは大したものだ。

　彼女も夢を追うなりに、夢の大きさに見合う努力を重ねているようだな。

　……さてと、話は終わったが、どうしたものかな。

　テーブルの上の料理や飲み物もあらかた片付いてはいるが、話が終わったので、では帰ろう……というのは味気ない。

　特に急ぎの用事も無いことだし、もう少しゆっくりしていようか？

「もしもし、そこのお方」

　満腹による気だるさの中、そんなことを考えているとふいに声がかけられた。

　数日前のダグラスを思い出し、また誰ぞ喧嘩を売りに来たかと、嬉き々きとして声の方を振ふり向く。

　だが、そこに居たのは喧嘩とは縁えん遠どおそうな細身の男だった。

　見た目で判断することは少ないが、佇たたずまいからしてもあまり強そうには見えないし、覇は気きもない。

　何だ違うのか、と顔には出さずに想おもう。

　よくよく考えてみればちと物ぶつ騒そうな自分の考えに苦い笑えみを浮うかべていると、男にはアルマが応対した。

「なにか御ご用ようかな？」

　社交的な、距きよ離りを保った笑みを向けるアルマの態度は、ダグラスと応対した時のそれに比べて幾いく分ぶんか明るい。

　男に敵意が無いからであろう。むしろ私としては少し残念ではあるが。

　テーブルの意識を引いた男は、頭に手を当てて卑ひ屈くつそうな笑みを浮かべた。

　そして同時に懐ふところより取り出したるは──新しいトランプ。

「へっへ、綺き麗れいなお嬢じようさん方が集まってるんで、俺とも少し遊んでもらいたくてねえ。どうです？　時間は取らせませんで、簡単なトランプ遊びでも」

　その男の態度と言葉で、私は懐なつかしさに釣つり上がる口角を手で隠かくすはめになった。

　……いや、懐かしい。酒場だと何ど処この国にもこういう手合は居るのだなあ。

　綺麗なお嬢さん方が、とはいうものの、この男にとってはそれもどうでもいいことだろう。

　こんなやり取りは人間の頃に何度もしたものだ。

　手に持っているトランプから察するに、この男は酒でもたかりにきたのだろう。

「賭かけ事ごとか？　悪いけど、あまり賭け事は好きじゃないんだ」

　だが、アルマは真面目が故ゆえか、言うとおりに賭け事はしない質たちだ。

　こればかりは、私が誘さそっても乗ってこなかったからな。ただ一度乗っかってきたのは──さて、どんな時だったか。

「まあよいではありませんか。賭けとは言っても酒の一いつ杯ぱいかそこらでしょう。もしよければ、私がお相手しようか？」

「あ、おいスラヴァ、お前はまた……」

　しかし、私はこういうくだらない賭けに限定するものの、酒の席での賭け事は大好きであった。

　金は賭けず、グラスの一杯を賭ける。酒飲みの師し匠しようの所せ為いか、若いころの所為か、どうにもこういうくだらないやり取りが嫌きらいになれんのだ。

「お、坊ぼう主ずが相手してくれるのかい。可か愛わいいお嬢さんたちに格好いいところを見せたいのかな」

「そういう訳わけではないがな。ちょっとした賭け事が好きなだけさ」

「話せるねえ。それじゃ、ちょっとおっさんと遊ぼうや」

　やはりと言うべきか、乗り気な私に男は食いついてきた。

　酒が飲めれば相手は誰だれでも良いのだろう。皆みながそうというわけではないが、酔よっぱらいなどこんなものだ。

「ちょいと失礼。申し訳ないが、お嬢さん方は坊主の方へ行っちゃくれんかねえ」

　アルマとセリアの間に割りこむようにして、男は私の対面へと立つ。

　無ぶ遠えん慮りよな行動に顔をしかめつつも、アルマ達は言うとおり私の傍そばへと寄ってきた。

　席の片側にアルマ達が寄ったのを見て、男は満足そうに笑みを浮かべてから、テーブルに四枚のカードを並べた。

「さてさて、ここにありますは四枚のエースだ。これを使って賭けをしたいんだが、いいかねえ」

　自信ありげに笑う男は、私に見せるようにしてテーブルの上に四枚のエースを並べる。

　赤と黒が二枚ずつ。確かにエースだ。

「良ければ触さわって確かめてみるかい？」

「ふむ、そうさせてもらおうか」

　言われるがままにカードを手に取り、モノを確かめる。

　……成なる程ほど、未使用ではないものの、かなり新しいトランプだな。

　酒のタネにするため頻ひん繁ぱんに購こう入にゆうしているのだろうか。

　じっくりとカードを観察してから、私は四枚のエースをテーブルに伏ふせる。

「じゃあ始めようか。これからするゲームは簡単だ。赤と黒が二枚ずつの四枚のエースを、いまこうしているように机に伏せる。坊主はその中からカードを二枚表にし、赤か黒を揃そろえたら勝ち……ってハナシさ」




　言いながら男はカードを回収し、四枚をよく混ぜてからテーブルへと伏せ直した。

　その上で位置を入れ替かえ直し、カードは再び元の伏せた状態へと戻もどる。

「成る程、単純なルールだな」

「だろう？　それにこれなら俺が勝つ可能性も、坊主が勝つ可能性も半分半分。単純に運の勝負ってわけだ」

　カードを配置し終えた男は得意げな顔で手を広げた。

　恐おそらく、準備が出来たから引けということなのだろう。

　……くっくっく、いや、なんとも分かりやすい男よのう。

　何が半分半分だと言うのやら。

　あまりにも有名な騙だましの手口に、私は笑いを嚙み殺さざるを得ない。

　四枚の内から二枚を選び、マークが同じなら私の勝ち。

　一見公平に見えるゲームだが、このゲームは実際の所カードを引く方が不利を被こうむるのだ。

　四枚の内から二枚……と言えば、揃うも揃わぬも同じ確率に見えるかもしれない。

　だがこれは少し考えればわかる先入観の罠わなだ。

　最初は黒と赤が二枚ずつ。例えばその内から一枚をとり、黒を引いたとしよう。

　すると残りの場には赤が二枚と──黒が一枚。三枚の内一枚が当たりということは、私の勝率は三分の一となるわけだ。

　逆に赤を引いたとして、色を変えて同じことが起こるだけ。必勝ではないものの、結果としてカードを引かぬ男のほうが有利になるというわけだ。

　しかし、そんなもの私は男が四枚のエースを取り出した時点でとうにわかっている。

　バーベット。直訳で酒場の賭けに由来し、仕し掛かける側が有利なゲームの事を言う。

　人間であった頃ころ、酒場でこういうゲームをふっかけられる事は珍めずらしくなかった。故にこんなものは、見み飽あきた手品と同じなのだ。

「……どうしたんだい、坊主」

「いや、ちょいと思い出し笑いがな」

　そして、それを破る方法もまた、幾いくつかはある。

　とはいっても、手品でも何でもないゴリ押しだ。

　一つは、カードにそれとわかる目印を付けてしまうこと。カードの側面を爪つめでへこませるなり、看破されやすいが汚よごれをつけてもよい。

　もう一つは──カードの位置を見て確かく認にんしてしまうことだ。

　たった四枚のシャッフルに、配はい置ち換がえ。私達の様な武術家であれば、それを見破ることは難しくない。

　ちなみに今回の私はというと──両方を実行していた。

　カードは伏せられているものの、何処に何があるかは手に取るようにわかる。

　伏せられたカードへ手を伸のばし、一枚を表にする。

　見ずともわかる。これは──黒だ。

「黒のカード、か」

　まあ、間ま違ちがえようはあるまい。

　あとは消化試合もいいところだ。

　伏せたカードを手に取り、見上げるように男へ不敵な笑みを送る。

「げえっ……」

　表にしたカードは、もちろん黒だ。

　必勝というゲームではないため、文句をつけることも出来まい。

「おや、これは運が良い」

　運がいい、という所を強調すると、男は言葉を喉のどに詰つまらせた。

「ぐぐ……俺の負けかい……」

「時の運というのは怖こわいな。さて、それでは──この子に、果汁の一杯でも奢おごってもらおうか。セリア、何が良い？」

「え？　いいの？　じゃあぶどうがいいな！」

　さてと、では勝ち分で今日の主役に飲み物のプレゼントでもするとしようか。

　セリアの頭に手を置いてから男を見ると、男は少し下げた肩かたで、飲み物一杯分の金をテーブルへ押し付けた。

　煤すすけた背中で去っていく様さまを見ると少し悪い気もするが、最初にだまくらかそうとしてきたのは向こうだ。飲み物一杯くらいは構うまい。

「……運がいいな、あのゲームは、不公平な賭けだろう？」

　思いがけぬ所で飲み物が一杯追加され、喜ぶセリアとは対照的にアルマは端たん整せいな眉まゆを下げていた。

　私が賭けを受けたのと、不利な勝負に勝ったという結果が納なつ得とくいかないのだろう。

「ここだけの話、少しばかり細工を。向こうが不利な勝負を挑いどんでくるのは、カードが出された時点で気付いておりましたので」

「カードを出された時点で？　……まったく、そういう抜ぬけ目めのない所まで私の師せん匠せいに似ているんだから」

　イカサマをしたことを怒おこられるかと思ったが、アルマは呆あきれたように、しかし昔を懐かしむような顔で手を組んだ。

　お咎とがめは無いようだ。実の娘むすめに説教を食くらうのは勘かん弁べんしてもらいたいところなので、少しばかりありがたい。

「さて、それでは後一杯ぱいずつくらい何かを飲んだら出ようか？　後は本番を楽しみにするとしよう」

「……うん！　頑がん張ばるから、絶対見に来てね！」

「ああ、約束だ」

　改めて約束を交かわすと、セリアは笑え顔がおで頷うなずいた。

　友人の晴れ舞ぶ台たいを我が目で見ることが出来るのも、また幸運なのかもしれんな。

「じゃあ、指切りしよう？」

「うむ、わかった」

　小指を結び、契ちぎりをかわす。

　エルフの国でも、約束の際に小指を結ぶのは変わらぬのだな。

　こうして、役者の少女の休日はすぎてゆく。次に会うのは、劇の本番の日だろう。

　夢に向かい、確実に歩みを進む少女。

　私も、励はげまねばな。

　指で結ぶ約束は、私の決意をまた一つ強くしていくのであった。








第九話　レティスの葛かつ藤とう









「お父さん？　入るわよ」

　二回のノックの後にそう告げてからドアを開いた少女に、カドマスは視線を送った。

　完全に日が落ちた時間帯だ。部屋の中はランプに照らされるも、明るいとは言えない薄うす暗ぐらさを保っていた。

「おお、よく来たなレティス。まあ座りなさい」

「どうしたのよ、急に呼び出して」

　夜の早いスラヴァ達は寝ね静しずまった頃の時間帯。

　レティスはカドマスに呼び出され、彼の部屋を訪おとずれていた。

　本来同じ部屋にいるはずの母は、カドマスが大切な話をするということで退室している。




　いつもの優やさしい雰ふん囲い気きをまといながらも、どこか真ま面じ目めな『場』に困こん惑わくしながら、やわらかなソファに腰こしを下ろす。

「ああ、少し大切な話があるんだ。スラヴァ殿どのの話なのだが」

　席に着くや否いなや切り出された話に、レティスの心臓は跳はね上がった。

　腰を下ろしたばかりだというのに、思わず立ち上がってしまいそうなほど。

　外面で冷静を取り繕つくろいながら、レティスは震ふるえた声を返す。

「す、スラヴァがどうかしたの？　……まさか、何日もいられて迷めい惑わくだ、とかいうわけじゃないわよね？」

「それこそまさかだ。むしろ、彼にはずっとこの屋や敷しきにいてもらいたいとすら考えているよ。彼らは私とクラリッサの命の恩人だ。感謝こそすれ、迷惑に思ったことは一度もないさ」

　もしかして、だけど違うだろうなという疑問を口に出しながら、レティスは自らの心を落ち着けようと必死だった。

　……予感があった。あるいは親子だからかもしれない。なんとなく、カドマスがレティスを呼び出した理由に、あたりが付いてしまったからだ。

「そう、ずっといてもらいたい。出来ることならば、私の息子むすこになってもらいたいほどにね」

　そして、レティスの危き惧ぐする考えは、あたっていた。

「実は、私はスラヴァ殿を息子に欲ほしいと考えている。腕うでは立つし、あの年代の子にしては考えられないほど落ち着いているし──そうはいないような美男子だ。いまどきあんな好青年は彼ぐらいなものだろう。なにより、クラリッサも彼のことをにくからず思っている。あのクラリッサが、だ。そこで一つ頼たのみたいんだが……レティス。よければクラリッサとスラヴァ殿との仲を、取り持ってはくれないか？」

　カドマスの言葉に息を吞むレティス。

　表情が定まらない。不思議な笑いがこみあげてくる。

「な、何言ってるのパパ……？　だって、クラリッサもスラヴァも、まだ、子供じゃない？　結けつ婚こんだってできるのは、もっとずっと先でしょう？　気が早いわよ」

　混乱する頭でレティスがようやく口に出したのは、本音を含ふくまない先延ばしの策であった。

　だが、カドマスは困ったように笑う。

「あれほどの少年が、結婚できる年ねん齢れいまで放ほうっておかれると思うかね？　それに、彼の周りにはソーニャ殿やシェリル殿のような、美しい娘さんがおられるのだぞ？」

「う……それは、そうだけど……」

　レティスも、ソーニャの気持ちは知っている。スラヴァがカドマスが言う通りの存在であることも、わかっていた。

　……何せ、自分自身スラヴァに惹ひかれているのだから。

　しかし、レティスはまだその気持ちに確信を持つことはできなかった。

　確かに腕は立つし、格好いいとも思う。けれどレティスには、その胸の高鳴りと比ひ較かくできる感情をまだ知らなかった。

「……も、もう寝る！　急に変なこと、頼まないでよね……！」

　結局、自分の気持ちに整理をつけられなかったレティスは、この場から逃にげることにした。

　勢いよく立ち上がり、背を向けたレティスに、カドマスは落ち着いて声をかける。

「まあ、無理にとは言わんよ。けれど、考えてみてくれ」

「……お休み」

　レティスはそれに返事をすることはせず、カドマスの部屋を後にした。

　怒っているのか、悲しいのか、切ないのか。

　気持ちの正体がなんであるかわからないレティスは、苛いら立だちにも似た感情を抱いだいていた。




　ただ──その気持ちが快いものではないことだけは、不快感としてしっかりと胸の中に残るのであった。




　　　　◆




「よし、止やめ。今日はここまでにしておこう」

　カドマス邸ていの庭園にて、まだ日も昇のぼりきらぬ薄暗いうち。

　私はいつもならば日が昇るころに言うはずの言葉を、少し早く吐はき出した。

　自分でもわかるほど──というよりかはあえてそうしているのだが──その表情は苦い。




『流りゆう水すい』にて敵の攻こう撃げきを捌さばく際の基本の動きをなぞっていたレティスの表情に、驚おどろきが浮うかぶ。

「な……なんでよ。今日はずいぶん早いじゃない？　まだ汗あせも殆ほとんどかいてないわよ」

　思わしくない私の表情を見て、レティスは取り繕うように力んで見せる。

　だが私の表情は暗いままだ。

　原因が自分にあることをわかっているのだろう、レティスもまた、力を抜いたように俯うつむいた。

「気づいておるのだろう？　今日はちと集中が足りんようだ。厳しいことを言うようだが、そんな様ではやらぬ方がマシというものだぞ」

　私の言葉にレティスは言い返さない。

　勝気なレティスがそうしているところをみると、反省はしているようだ。

「……ごめん、なさい」

「うむ、謝れるのは良いことだ。とはいえ、私にだってそういう時はある。それを悪いと気が付けるのならば、私から言うことはないよ」

　本当に、武に対して真しん摯しな子だと思う。

　エルフの国で学ぶ武術はアルマの活かつ躍やくによって流行したためか、どこかスポーツの様に思っている者達も多いからな。

　真面目な姿勢を失わないこの子には本当に好感が持てる。

　そんなことから、つい私は幼い門下生にするように、レティスの頭を撫なでてしまった。




　私とレティスは、心はともかく身体はほぼ同年代。勝気なレティスには失礼なことだったかとやってしまってから気づいたが、レティスがそれに対して気を荒あららげることはなかった。




　真っ赤な顔を隠かくすように俯かせたレティスが、ぽつりと言葉を漏もらす。

「……本当、あんたって大人ね。中にお爺じいさんでも入ってるみたい」

「ぐぬ……そう、か？　ま、まあよく言われるが」

　突とつ然ぜんの的を射た言葉に、思わず言葉が詰つまる。

　やはり私の行動には少しばかり若さが足りんようだな。

　ついこの間まで接点の無かった子にこう言われるとは、よほどのものなのだろう。少し気をつけんといかんな。

　……さて。とは言ったものの、だ。

　普ふ段だん活力に溢あふれたレティスがこうも沈しずむとは、何かあったのであろうか。

　どちらにせよ、今日のところはこれ以上続けても修しゆ行ぎようにはなるまい。

　命を賭とするような闘たたかいに身を置く、置かぬを考えぬとしても、武術が命を預ける技術であることにかわりはない。

　迷いを持ち、集中力に欠けた状態では、修行も却かえって成長の妨さまたげになってしまうだろう。




　私のような単純な奴やつだとむしろ修行に打ち込んで迷いをふっ切ってしまうという手段もあるのだが──レティスの様子を見るに、それも少し難しそうだからな。

　やはり、今日はもう修行を中止するしかないだろう。

　未いまだ俯くレティスにどう話しかけたものかな……と思案する。

　こういった状じよう況きようでの対処は、苦手だ。

　シェリルやソーニャと接したことで最近は少しずつ慣れてきているが、女心も幼心もわからぬ私だ。なまじアルマが優ゆう秀しゆうですくすくとまっすぐ育ってきてくれたおかげか、こういう場合にはどうも焦あせってしまう。

　もう少し勉強をしておくべきだったなと、つい溜ため息いきが漏れてしまう。

　……だがどうも、それは最大の悪あく手しゆだったらしい。

「あ……」

　私の溜息を認めたレティスはびくりと肩かたを震わせる。

　しまった、と思った時にはもう遅おそい。レティスの顔が見る見るうちに青ざめていく。

「ご、ごめん、なさい……！」

　私が何か行動を起こすよりも早く、レティスは屋敷へと駆かけていってしまった。

　……くそ、未熟が過ぎる。後先を考えぬ迂う闊かつな行動に、思わず自分を罵ば倒とうしたくなる。

　しかし、今はそんなことをしている暇ひまはない。

　今必要なのは自分を慰なぐさめるような罵倒よりも、これからどうすればよいかだ。

　とは言っても、こんな状況を招いてしまったような私に良案が浮かぶわけもない。

　こういう時に頼たよれるのは──

「ソーニャに相談してみるか」

　知り合いでは、彼女しかいない。

　小さくなっていく友人の背を見送りつつ、私もその背を追うように屋敷へと向かっていった……。








第十話　後こう悔かい









「……と、いうわけなのだが、何か心当たりはないか」

　あの後、カドマス氏に貸してもらっている部屋に戻もどった私は、申し訳なく思いつつもソーニャを揺ゆり起こし、相談を持ちかけていた。

　残念ながら、私は人の心の機き微びには疎うとい。特に相手が少女となれば五ご里り霧む中ちゆうもいいところ。

　それに、同じ女子という事もあってか、ソーニャとレティスは良く話している所を見かける。そんなわけで、私は知る限り一番気き遣づかいのできるソーニャに相談をしたというわけだ。




　信しん頼らいをしているという意味ではシェリルも同じなのだが、シェリルもどちらかといえば私よりというか……まあ、あまり色々なことに気が回る方ではない。

　きっとソーニャに聞けば参考になる意見を聞けるだろう。

　そう考えた私は、ソーニャに、朝あった事を話していた。

「うーん、それはまた……呆あきれるような、安心するような……スラヴァ君らしいったららしい話だねえ」

　すると返ってきたのは、どこか困ったような、呆れたような──そんな色を混ぜ合わせた苦笑いであった。

　最初は興きよう味み津しん々しんといった様子であったソーニャの眉まゆはつり下がり、困こん惑わくの色を示している。

「鈍どん感かんだとは思っていたけど、まさかこれほどとは。ちょっとびっくりだよ」

「む……？　すると、今の話で原因が分かったのか？」

「というか、気づかないんだから凄すごいよね……でも、確かにレティスちゃんに何かあったのは間ま違ちがいないと思う。詳くわしいことは流石さすがにまだわからないかな」

　いくら考えてもわからぬということで持ちかけた相談は、ソーニャからするとまだ前提の部分にあったらしい。

　鈍感……と言われたということは、心の機微に関する問題なのだろう。

　こうも同じ評価を受けるとは、やはり私は鈍感なのであろうか。少しばかり凹へこんだ。

　手て持もち無ぶ沙さ汰たとばかりに、ベッドに腰こし掛かける私の上に座っている形のシェリルの頭を撫でる。

「んー……」

　撥はねた髪かみに沿うように頭を撫でると、うつらうつらとしていたシェリルは心地ここちよさそうに声を上げ、私へと体重を預けてきた。

　この子もこういった問題にはあまり明るくないようで、聞いているうちに眠ねむくなってしまったようだ。

　シェリルはまだエルフでは子供といえる年ねん齢れいだから良いものの、私は一応のところ前世では大人であったわけだし、もう少し気を配るということをせねばならんな……。

　少し気をつけてみよう。ひそかに私が決心をすると、ソーニャが小さく鼻を鳴らした。




「……本当は敵に塩を送ることになるから嫌いやなんだけど、レティスちゃんも友達だからね。私から、ほんの少しだけアドバイスをあげようかな」

　しょうがないな、と言外に語りつつ、ソーニャは人差し指を立てて見せた。

　誘ゆう蛾が灯とうの光に誘さそわれる様。私はやわらかな残像を残すソーニャの指に視線を導かれる。




　私ではいくら考えてもわからぬ難しい問題。突とつ破ぱ口こうから漏れ出いずる光に、視線も真しん剣けんになる。

「まず、レティスちゃんが悩なやんでいる原因は間違いなく君にあるっていうこと。下へ手たな行動はかえって彼女を傷つけるので、控ひかえるように」

　まず──と最初に示された道みち標しるべは、さっそく私の頭を殴なぐりつけるような内容だった。

「わ、私が原因なのか？　何か失礼なことをしてしまったのだろうか……」

「むしろ逆かな？　……まあ、溜息は減点だけど、実のところスラヴァ君が悪いというわけじゃないよ。まったくってわけでもないけどね。この問題に悪い人はいないはずだよ」

　善意が悪意へと変わってしまった、という事だろうか。

　同年代の子供と話す時にはある程度気を遣つかっていたのだがな。

　カドマス邸ていに身を寄せてから、今日までを思い起こすも、心当たりは──

　……いや、まさか、そうなのか？

　心当たりは──あった。

「む、その顔だと珍めずらしく答えに行き着いたのかな？」

「多分──の話だがな。まさかとは思ったが、これしか思い浮うかばん」

　口を隠すように、私は冷ひや汗あせなどを浮かべて考えこむ。

　ソーニャの言葉やレティスの態度と合わせ、私には自分の考えに否いなをつけることができない。
















　神しん妙みような私の様子に、ソーニャはまた困ったように笑った。

　しかし──今回の笑いは、どこか悲しそうに見える。

「仕方がないよね。行ってきなよ。シェリルちゃんは、私が見ていてあげるからさ。……でもね、私はまだあの時の告白の答えを、期待して待っているから。それだけは覚えておいて」

　行って来い、と言ってくれるソーニャに力強い頷うなずきを返し、私は身体をスライドさせるように動かした。

　身体を預けて眠るシェリルを起こさぬようにゆっくりとベッドへ寝ねかせてから、腰こしを浮かす。

「──では、行ってくる。告白の答えの方は──今は、勘かん弁べんしてくれ」

「わかってるよ。行ってらっしゃい。でも、自分に噓うそはつかないでね。きっと、誰だれも得をしないから」

　背にソーニャの声を背負い、私はドアノブをひねる。

　軽いドアが木製の重みを感じさせて開く。

　やはり、ソーニャは頼りになる。私の様な者には、本当にもったいないくらいだ。

　……しかし、これだけは聞いておかねばな。

「ああ──と、気になったのだが、何な故ぜ今告白の話なのだ？」

「……え？　……えっ？」

「いや、気にはなっているのだろうが──その答えはしっかりと考えて、確実に出すから心配しなくてよいぞ。では今度こそ行ってくる。レティスには我が非礼を詫わびねば」

　ソーニャは今、何故告白の話を持ち出したのか。

　この話には関連性がなかったと思うのだがな。彼女がこういった話題を催さい促そくするのは、少し珍しく感じた。

　だがそれを指し摘てきすると、ソーニャは表情を固まらせた。……ふむ、まあ告白の返事を先延ばしするという不誠実な真ま似ねをしては、不安にもなるというものか。

　早いところ彼女の思いにこたえられるだけのモノを得ることができればよいとは思うのだが、今待たせてしまうのは心苦しい問題だな。

　開いたドアから足を踏ふみ出し、廊ろう下かへと出る。レティスの部屋は、ここから大分離はなれているので、急がねば。

　レティスはまだ部屋にいるだろうか。

　後ろでドアが閉まる音を聞いてから、私は歩きだした。

「え、非礼……？　ちょっと待ってスラヴァ君っ!?　多分、君は何か大きな間違いをしてるよっ!?」

　とはいえ、流石にソーニャもあの話は恥はずかしかったのだろうか。ドアの向こうからソーニャの声が聞こえてくる。

　皆みなまで言うな。必死な否定を置き去りに、私はわずかに口角を釣つり上げるのであった。







　　　　◆




　カドマス邸の長い廊下をひた歩き、私はレティスの部屋の前を訪おとずれていた。

　レティスやクラリッサ──カドマス家の者の部屋が集まったこの区画。場所は聞いていたものの、実のところここには初めて訪れる事になる。

　今までは毎日朝に修しゆ行ぎようを共にしていたのでわざわざ訪ねる事はなかったし、同年代の男が娘むすめの部屋に通っていれば、カドマス氏もよい顔はしないだろうという判断の下もとのことだ。

　だが、今日は少し事情が違う。私には、レティスの部屋を訪れるだけの理由があったのだ。

「もし、いるかねレティスや」

　ドアをたたく乾かわいた音に乗せ、中にいるであろう少女へと声を届ける。

　気配はあるので、あとは返事をしてくれるかどうか、というところか。

　私としては彼女の事を友人の一人だと思っていたし、返事をしてくれる程度には嫌きらわれていないとよいのだが。

　我ながら気の弱いことではあるが、今回はそれだけの事をしてしまったと思っている。半ば祈いのるように声を待つ時間は、長く感じる。

「……スラヴァ？」

　だが、待つ時間は現実にはそう長くはなかった。

　戸と惑まどいがちに返る返事が、私の胸から息を絞しぼり出す。

「少し話したいことがあってな。よければ顔を見せてはくれんか」

「う、噓!?　なんで……？　　ちょ、ちょっと待ってなさい！」

　もしも無視や拒きよ絶ぜつをされたらどうしようか。そう思っていたが、それは杞き憂ゆうであったようだ。

　少し待っていろ、という事は話をしてくれるつもりはあるのだろう。

　言われるがまま、飾かざり気けのないドアの前で暫しばし待つ。

「……お待たせ。た、立ち話もなんだから、部屋に入らない？」

　やがて時計の長針が数字の橋を半分ほどわたるころの時間を要してから、ためらいがちにドアが開き、レティスが現れた。

　……ふむ？　目を合わせぬ様にしているレティスの姿に、私は心中に息を浮かべた。

　朝ぶりに見るレティスの姿は、何い時つもの彼女よりも幾いく分ぶんか少女らしい格好に変わっている。

　髪には地味目ながらも作りが良い髪かみ飾かざりなどをしてあり『お洒しや落れ』をしている事が垣かい間ま見みえる。

　少し待っていろ、というのは身だしなみを整える為ための時間だったのであろうか。

　どうやら、向こうもそれなりに真ま面じ目めな話をするための準備を整えていた様だな。

「いらっしゃい。……あの、そこ、座りなさいよ」

　部屋に私を招き入れたレティスは、緊きん張ちようした面おも持もちで向かい合わせの椅い子すを指差した。

　面を合わせ、確しつかりとした形式で話し合うつもりなのだろう。どうやら、此方こちらの意図は分かっている様だ。

「では、失礼して」

　レティスが椅子に座るのを確かく認にんしてから、私は彼女の対面に腰を下ろした。

　柔やわらかながら丁度よい反発を持つ、良い椅子だ。見た目に華はなやかさこそないものの、機能性は申し分なし。質を重視した彼女らしい家具だと思う。

　明らかに緊張している様子のレティスは、目を合わせたり逸そらしたり、落ち着かない様子だ。

　……謝られる方を緊張させては、何のために来たのか分からんな。

　意を決し、私は勢いよく頭を下げる。

　あっけにとられたようにレティスの口から漏もれた驚おどろきの吐と息いきを遮さえぎる様に、私は謝罪の言葉を紡つむぐ。

「──私は、お前に二つ詫びねばならんことがある」

　普ふ段だんからあまりおちゃらけた態度を取る事はないものの、それでも私はただ真剣に、その言葉を発した。

　部屋に沈ちん黙もくが流れる。長すぎぬ時間をそうしてから顔を上げると、そこには表情を固めたレティスが居た。

「え、あ……なん、で？」

　信じられぬといった表情のまま、レティスはなんとか謝罪の意義を問うた。

　……む、おかしいな。思っていたものと反応が違ちがうぞ？

　てっきり怒おこりだすか、もっとあっけらかんとした表情をすると思っていたのだが──その表情は、まさに衝しよう撃げきといった様子。どころか、僅わずかに絶望が混じっているようにも見える。

　……これはいかんな。

　想像以上に怒いかりは深かったか？　しかし許してもらえぬとしても、私は非礼を詫びねばならぬ。

「まずは朝だ。私は溜ため息いきを吐ついてしまったな。あれは、お前に失望したとかそういうのではなく……その、心の機き微びに疎うとい自分に呆あきれていたのだ。誤解させてしまったようで、すまぬ」

「あ……ううん、あれは私も悪いし……私の方こそ、ごめんなさい」

　どこかホッとしたようなレティスに、私自身もいくらか心をほぐす。

　ソーニャもこの溜息は減点と言っていた。なんとか許してもらう事が出来て、一安心といったところだ。

　……だが、本題はここからだ。緩ゆるんだ視線を固く結ぶ。

　するとレティスは、朝の時の様に肩かたを震ふるわせた。謝るのが目的だというのに、こんな顔をさせるとはつくづく自分に呆れるが……反省するのは後だ。

「私は、お前の心意気を踏みにじるような真ま似ねをしてしまった。良かれと思ってやった事ではあったが、後にそれは大変失礼な真似だと気付いてな。……許してくれ、とは言わぬ。だが、謝罪だけはさせて貰もらおうと思ったのだ。……すまなかった」

　真しん摯しな気持ちを込こめるように頭を下げ、レティスの瞳ひとみを見つめると、レティスはその瞳を潤うるませた。

　素す直なおに謝られた事が嬉うれしかった、という訳ではあるまい。悲痛な気持ちを隠かくそうと浮うかべた笑え顔がおが、痛々しい。

「ふ、ふうん……鈍にぶいとばかり思っていたけど、気付いて、たんだ？」

「情けなくも、気がついたのはソーニャに朝のことを相談してからだがな。それで、まずは謝らねばならぬと」

　途と切ぎれ途切れの言葉は、レティスが張った虚きよ勢せいの弱々しさをあらわすようであった。

　その様子に、思わず表情に苦いものが混じる。ここまで傷つけてしまっていたのか、と。

　確かに私がした事は、この道を志す者にとっては、最大限と言っても良い侮ぶ辱じよくであった。

　同じ事をされれば、私は年とし甲が斐いもなく、悔くやしさに頰ほおを濡ぬらしていたかもしれない。

「なんで今、言うかな……っ！　どうせなら、分からないままどこかに行ってくれたらって思ったのに──！」

「……すまなかった」

　理り不ふ尽じんを叫さけぶように泣きじゃくるレティスに、私はただ悔かい恨こんの念を抱いだかざるを得ない。

　もう少し気が回ればこんなことには──武を志す少女の心を、踏みにじる事はなかったというに。

　必死に涙なみだをぬぐう少女の震える肩を抱く資格すらない己おのれに嫌いや気けがさす。

　きっと彼女は許してはくれまい。だが、これだけは言わねばならない。

「最強を──武の道を志す者に対し、手加減をするとは最低の行いだった。もしも次を与あたえてくれるのならば、全力を出す事を約束したいのだが、どうか」

　最強を目指し、武の道をただ真摯に邁まい進しんする。

　そんなレティスに対し気き遣づかい、手を抜ぬくというのは、侮辱に他ほかならなかっただろう。

　前世ではこの様な未熟者でも、当代最強などと持て囃はやされていた私だ。その名に驕おごる事なく、未熟である自覚を抱いて精しよう進じんしようと思っていたのだが──心のどこかには、驕りがあったのかもしれない。

　まして、レティスは少女の身だ。魔ま力りよくを扱あつかう以上その強さに差異はないとはいえ、女性の武術家は未いまだ珍めずらしく思われる事もある。そんな彼女に対しての仕打ちに、胸が痛くなる思いだ。

「──は？」

　私の提案に対するレティスの短い返答は、短いながらも崖がけに捕つかまった手を蹴けり落とすかのような冷たいものだった。

　熱を帯びていた涙なみだ声ごえが一気に冷え切る様さまは、少しばかり私の胸をえぐる。

　だが私はそれだけの事をしたのだ、甘んじて受けねばなるまい。

　私の都合のいい弁明を聞いたレティスの顔は、いっそ表情を失うほどの驚きに包まれていた。

　あれだけ溢あふれていた涙もぴたりと止まって──私はこの子にどれだけの事をしてしまったのだろう。

「お前の怒りも尤もつともだ。初日の手合わせ、加減をしてすまなかった……」

　謝る事しか出来ぬわが身が情けない。

　……しかし、レティスの表情にあるのは、怒りとはまた違った感情で──

「はああああっ!?　なに、え、なにそれぇッ!?」

　今日一番の、驚き。

　怒りとは程ほど遠とおい感情が、叫びとなってカドマス邸ていに木霊こだました。

「うお、どうした？　急に大声をあげて……」

「ど、どど……どうしたはこっちのセリフよっ！　え……すまなかったって、その事ぉ!?」

「む……他に何かあったか？　す、すまん、悪いが覚えがない……」

　距きよ離りが近かったこともあり、レティスは真っ赤な瞳で私に摑つかみかかってきた。

　かわす事も可能だったのだが、この状じよう況きようでそれを実行に移すほど私も傍ぼう若じやく無ぶ人じんではない。

　揺ゆさぶられつつ言葉を絞り出すと、レティスは力なく寄りかかってきた。

「えー……じゃあ何？　ホントのホントにそれだけ謝りにきたの？」

「それだけだと？　……今朝はそれで落ち込んでいたのではないのか？」

「今まで普ふ通つうに話してきたじゃない！　あれだけ実力が違えば、手加減されたって腹なんて立たないわよ！」

「なんと!?」

　だが、話を聞くと──どうやら、レティスはその事は気にしていなかったらしい。

「そう言えば、そうよね……パパとの話なんてスラヴァが知ってるわけないし……この鈍どん感かんが気付くわけないわよね……」

　胸むなぐらから手を離はなし、何やら失礼な事を小声で呟つぶやく。……とはいえ、よく言われる以上、受け止めねばならんのだろうな。

　現に、今も私はレティスの涙が示すものに気がついていないのだから。

「……しかし、ならば何な故ぜいきなり泣き出したりしたのだ？　やはり私に至らない点があったのだろう」

「至らないことだらけよっ！　……でも、スラヴァが悪いわけじゃないの。ちょっと私にも、色々悩なやみがあって……」

　悩みがあるのは事実らしいが、それでも私が特別悪い事をしたという訳ではないようだ。

　結局何か分かったつもりで、何も分かっていなかったのだな、私は。

　レティスもそれとなく泣いていた理由を遠ざけているようだし、これ以上の進展は望めないかもしれんな。

「ううー……勝手にそうだと思って、泣いちゃって馬ば鹿かみたいじゃない、私……この事は、私とあんただけの秘密だからね？　いい？」

　今回の件は彼女なりに色々と思う所があったようだ。

　泣いているそれとは違う赤で顔を真っ赤に染め、レティスは恨うらめしそうに歯を軋きしませる。

「うむ……わかった。しかし、悩みの方はどうする？　力になれる事ならば、力になるが──」

「嬉しいけど、これは私の問題だから。……はあ、でも悩んで損したわ。……気はかなり楽になった。ありがとね、スラヴァ」

　しかし顔を上げたレティスは、朝よりもすっきりとした、何い時つもの彼女に戻もどっていた。

　涙の跡を残すものの、活力と自信に満ちた快活な少女。……うむ、ようやく調子が戻ってきたようだな。

　それでこそ、レティスよ。

「……よし、それじゃあ、朝ごはんのあとはたっぷり付き合ってもらうわよ！」

「ああ、喜んで」

　レティスにシジマ流の基本を教えるというのは、私自身の復習にもなり、過去と今との違いを照らし合わせる良い機会ともなっている。

　断る理由がなかった私は、これを快かい諾だくした。

　暗に部屋を出ると言っているレティスに同調するよう、椅い子すから立ち上がる。

　部屋から出て顔を合わせると、レティスはくすりと鼻を鳴らした。

「私、スラヴァには負けないからね。それで、ソーニャにもシェリルにも負けない！」

　気合を入れるように握にぎり拳こぶしを見せ、笑う。

　くく、大きく出たものだ。その時がいつ来るかは分からないが、なんとも楽しみにさせる事を言ってくれる。

　突つき出された拳に合わせるよう、私も軽く拳を突く。

「ああ、その時を楽しみにしているぞ」

「じゃあ、また後でね」

「うむ」

　別れの挨あい拶さつをすますと、レティスは元気よく駆かけて行った。

　室内を走るのは好ましくないとは思うが、そんな所も彼女らしい。

「さて、では私は食前に少し慣らすとするかな」

　誰だれに向けるともなくそう呟き、私はレティスが行った方向の逆を目指して歩き始めた。

　酷ひどい勘かん違ちがいをしていた様だが、なにはともあれ彼女が立ち直れたのだから良しとしよう。

　──しかし、彼女は何を悩んでいたのであろうな？

　大本の原因を思い出し、私は首をひねりつつ玄げん関かんへと歩を進める。

　この後の報告で、私は珍しくソーニャに怒おこられる事になるのだが──それは別のお話。








第十一話　琥こ珀はく色いろの約束









　大地を照らす太陽が沈しずみ、代わりに月が人々を見下ろす時間。

　空を覆おおう一面の暗幕に一つ空いた大きな穴。そこから漏もれる光が月の正体と思っていたのは、幾いくつの頃ころだったか。

　もはや百年以上も前になる記き憶おくがふと思い浮かび、私は口の端はしを吊つり上げる。

　今日は、珍しく私の傍そばには誰もいなかった。

　シェリルも、ソーニャも、レティスも──誰もいない、私一人。

　思えば一人きりになるのは何時ぶりの事であろうか。

　街の雑ざつ踏とうの中、それでも感じる静せい寂じやくに眉まゆを曲げる。静かなのもシェリルとの二人旅であった頃は珍しいものでもなかったが、ソーニャがいた最近では大分珍しいもののように思えた。

　──さて、この夜も深まってきた時間帯、私が一人で出歩いているのには理由がある。




　理由とは勿もつ体たいつけても、それは簡素なものだ。

　ただ呼ばれ、応じたからこそ目的の場所へ向かっている、それだけのこと。

　幸い場所自体は知っていたので、迷う事がなさそうなのはありがたい。

「……ここか」

『龍りゆうの白しら髭ひげ亭』。大層な名前がついた割には随ずい分ぶんと古めかしい酒場を見上げ、私はつぶやいた。

　外れかかったスライドドアを押しあけると、錆さびた鈴すずの音色が迎むかえ入れる。

　狭々しい店内にすぐ目的の人物を見つけると、私は彼に向かって歩みを進めた。

「よお、待ってたぜ」

　見覚えのある後ろ姿が、聞き覚えのある青年の声を発する。

　落ち着いた、されど愉ゆ快かいそうな声は、待たせた時間の長さよりも大きな期待を感じさせた。

「約束の時間には遅おくれていないはずだがな」

「なあに、俺が勝手に待ってただけさ。さ、席に座れよ」

　動きの邪じや魔まにならぬよう切り散らされた白はく髪はつを揺らし、褐かつ色しよくの青年は笑う。

　──ダグラス＝ブラード。かつて手を合わせた魔ま人じんの青年は、その瞳ひとみを不敵な笑えみに輝かがやかせた。

　客の少ない店内を歩き、ダグラスの座るカウンターへと向かった私は、その隣となりへと腰こしを下ろす。

「まあなにか飲めよ。あいにくと奢おごれやしねぇがな。……っと、果か汁じゆうだなんて野や暮ぼなこたァ言うなよ、酒くらい飲めんだろ？」

　挑ちよう発はつ的な視線を送るダグラスは、確かめるようにグラスを揺らした。

　琥珀色の液体の中で、澄すんだ音が回る。

　最近は酒を控ひかえているソーニャに悪いと、飲む機会もなかったが──まあ、たまにはよいか。

「──ふむ、ではヤン＝フェリックスの十年はあるかね」

「ございますよ」

「ではそれをストレートで頼たのむ」

　前世で親しんだ銘めい柄がらをバーテンダーに告げると、バーテンダーはかしこまりましたと一言残し、酒を給する準備を始めた。

「渋しぶいね、確か人間の国の酒だろう？」

「エルフの国の酒も嫌きらいではないのだがな、私にはちと上品すぎる」

「アンタだってエルフだろうに」

「それはそうだが、好みは別さ」

「違ちげえねぇ」

　私の選せん択たくにケチをつけるような言動をしつつも、ダグラスは楽しげだ。

　酒場らしい酒場の雰ふん囲い気きに、気がつけば笑みを浮うかべている自分に気がついた。

「お待たせしました。ヤン＝フェリックスの十年でございます」

　グラスの中の様な薄うす暗ぐらい空気の中、必要以上の事を喋しやべらぬバーテンダーは厳おごそかにグラスを差し出した。

　中に注つがれているのは、宝石を溶とかしたような琥珀色のウイスキーだ。

　これを口にするのは、久しぶりだな。

　グラスを手に取り、ダグラスへと視線を送る。考えていることは同じだったようだ。

「──乾かん杯ぱい」

「乾杯」

　簡素にそれだけを告げ、お互たがいの視線は離れた。

　手に取ったグラスを口へと近づけ、ウイスキーを一口含ふくむ。

　舌の上を転がすようにして口の中を巡めぐらせると、馥ふく郁いくたる香かおりが脳を焼く。

　どこか甘みすら感じる、包容力のある香りだ。ほとんどが麦芽から出来ているとは思えない。

　一通り味と香りを楽しんだウイスキーがわずかに唾だ液えきと混ざったところで、私はそれを飲み込んだ。

　飲み下したものの、この一口は終わっていない。目を閉じ、立ち上る香りを鼻へと通していく。

　エルフや魔人ですらが変わりゆく中──人間の国にも、変わらないものはあるものだな。




　昔味わったままの記憶は、取り立てて高価でもないウイスキーを天の一ひと滴しずくへと変えていった。

「おっさん臭くさい楽しみ方だねぇ。相変わらずガキっぽくねえヤツだ」

「これでも二は十た歳ちを超こえて少しのガキさ。それよりお前も、少しばかりペースが速いようだが？」

「酔よえりゃいいモンでね。──ま、人の楽しみ方にケチつけるのも野暮ってモンか」

　悪態を吐つきあいながらも、空気は悪くない。

　チェスターと飲んでいた時を思い出すようなこのやり取りは、嫌いではなかった。

「しかし、何な故ぜ急に呼び出したのだ？　まさかもうリベンジを挑いどみに来たというわけでもあるまい」

「こないだ飲もうぜって言ったろ？　風の噂うわさでアンタがアルファレイアを去るって聞いてな。だったら今の内に飲んどこうってだけさ。後はまあ、そのリベンジの予約だな」

「そうか」

「ああ」

　度数の強い酒を呷あおるダグラスに対し、私は少量を口に含む。

　くく、やはり飲み方にも年ねん齢れいが出るものかね。

　代わりを要求するダグラスを見て、口角を上げる。こんなに穏おだやかな気分で飲むのもいい。

　シェリルはそもそも飲まないし、ソーニャはと言えば酒さけ癖ぐせが悪い。空気ではなく酒を味わうのは、久々だ。

　折角集まって飲むというのに、私達の間に言葉は少なかった。

　だがこれはこれで良いものなのだ。どうやら、ダグラスもその辺りはよく分かっているらしい。まったく、妙みようにウマが合う。

　酒を飲み進め、身体に火ほ照てりを感じてきたころ。私はおもむろに口を開いた。

「リベンジの予約をするのは構わんが」

「うん？」

　聞き返すダグラスに、横目で不敵な笑みを送る。

「私が強くなり過ぎる前にしてくれると助かるな」

　口から流れるのは、普ふ段だん使わないような冗じよう談だんだ。

　こんなことを言うのは、前世でチェスターと飲んだ時以来だ。自分でも意外だと思える言葉に、ダグラスの目が丸みを帯びる。

「へっ、抜ぬかしやがる。エルフってなァ成長が遅おそいからな。吠ほえ面づら搔かくんじゃねぇぞ」

　だが、返ってきたのは同じような冗談であった。

　お互いを馬ば鹿かにするような、悪質にも聞こえる罵ののしり合い。しかし酒の場だと、こういうのこそが楽しい。

　熱を持った息を吐き、最後の一口を喉のどの奥へ滑すべり落とす。

　見れば、ちょうどダグラスもグラスを空けたところだった。

「さてと、そろそろお暇いとまするか」

「ああ、ちょうどいい頃ころ合あいだな。おいマスター、会計を頼めるかい」

　示し合わせたでもなく、私たちは同時に席を立った。

　各おの々おのの料金──飲んでいた量のせいか、ダグラスの方が私よりも少しだけ高い──を払はらって、私たちは店を出た。

　酒で火照った身体からだに、夜風の冷たさが心地ここちよい。

「しかし、今日は嬢じようちゃん達はいねぇんだな。酒場の奴やつらの話じゃ、いつも一いつ緒しよにいるって話だったが」

「この事を話したら、シェリルを──ああ、銀ぎん髪ぱつの子の方なのだが──見ているから、楽しんで来いと言われてな。たまにはこういう事もある。期待していたか？」

「いいや、邪魔が入らなくて良かったぜ。……にしても、なんだその口ぶりは。嫁よめか」

「……今は違ちがうが、先はどうなっているかわからんな」

「マジかい。アンタも罪作りだねえ」

　渋い顔をする私とは対照的にダグラスは愉快そうにかんらと笑う。

　言われてみると、あれは確かに夫と妻のやり取りだな。

　ダグラスが暫しばし笑い、やがてその笑い声を収めると、静寂が訪おとずれた。

「さて、それじゃあ解散するか」

「特にやることもないからな」

　これでまた、我々は敵同士だ。

　たった一人しかいられない、狭せまき場所を狙ねらう、多くの愚おろか者ものたちの一人である。

　正直に言えば、ダグラスの人ひと柄がらは気に入っている。

　単純で快活。どろりとした部分のない性格は好ましいし、腕うでが立つのも良い。

　だがそれでも──同じ場所を狙う以上、我々は敵同士に他ほかならない。

　くく、少しばかり名残なごり惜おしくも感じるな。

　ふと、そんな事を思う。

　すると、私の思いに神が応こたえたのだろうか。路地の陰かげから、数人の男たちが現れた。

　がたいが良く、ガラの悪いお手本の様なチンピラ共だ。

「お？　お客さんかい」

「その様だな」

　現れた男たちは、皆みな一様にナイフや拳鍔ナツクルダスターなどを持っていた。

　なんにせよ、喧けん嘩かを売る気で来たのは確実な様だ。

「お決まりで悪いけどよ、兄ちゃん達。ちょいと俺らに小こ遣づかいをくれよ。酒場から出てくるってこた景気はいいんだろ？　なあに、財さい布ふひとつで勘かん弁べんしてやるからよ！」

　言うとおりお決まりのセリフに、男の引き連れた六人の男たちが下げ卑びた笑いを浮かべる。




　酒場で酔った者を狙って、恐きよう喝かつをしているという訳わけか。

　エルフの街も、夜の路地裏ともなればこういう者達が増えるのだな。

「おい、だとよ。参ったねどーも。最近のこの辺は治安が悪くて困るぜ」

　頭で腕を組むダグラスが、小こ馬ば鹿かにしたような笑いを浮かべ、視線を送ってくる。

　やれやれだ。どうにも──趣しゆ味みが合ってしまう。

「スラヴァよう、お前さんこういうのはどうだい」

「生あい憎にくと、嫌いではない」

「喧嘩は？」

「それを聞くかね」

　湧わき上がる笑いをかみ殺すと、男たちが怒いかりを帯びてくるのが分かった。

　先ほどまで湧き上がっていた笑いは消え、リーダー格の男が青筋を浮かべて歩み出る。




「舐なめてるのか？　金を出すのか、出さねえのか、はっきりしな」

「出すと思うかい？　……どころか、悪いねぇ、奢ってもらっちまってさ」

　ポケットに手を突つっ込んだダグラスが、歩み出た男の視線を受け止めて笑う。

　不敵な笑えみを見せつけるように、身長の高い男を見上げるダグラス。

　男とダグラスの距きよ離りは、手が届くほどだ。

「……はぁ？　奢おごるゥ？　一体何を──」

　一いつ触しよく即そく発はつの距離にもかかわらず、怪け訝げんな物言いをするダグラスに、怒りの表情を浮かべていた男も流石さすがに首を傾かしげた。

　だが、次の瞬しゆん間かん──

　大おお柄がらな男は横に吹ふっ飛び、乱雑に積まれた木箱へと突っ込む事になった。

　突とつ然ぜんの物音に釣つられた男たちの視線が、ダグラスへと返ってくる。

　そこには、ポケットに手を入れたまま、足を上げるダグラスの姿があった。

「いやァ、何をって──お前さんたちの治ち療りよう費ひをさ」

　その野性を見せつけるかのように犬歯を剝むき、攻こう撃げき的な笑みで男たちを見み下くだす。

「なっ!?　てめえ──！　お、おい！　行くぞてめぇら！」

　遅おくれて何があったのかを理解した男たちの内、一人が叫さけぶと、残りの男たちが一いつ斉せいにダグラスへと向かう。

　まったく、逃にげれば良いものを。力の差も理解できんか。

「おいスラヴァ！」

「……どうした？」

　呆あきれに溜ため息いきを吐いていると、また一人大柄な男を殴なぐり飛ばしたダグラスが叫ぶ。

「酒のツマミにゃケチくさすぎるが、奢ってやっても良いぜ！　半分半分でどうだい！」




「それはそれは──」

　恐おそらく──いや、確実に、この程度の男たちが百人集まったとて、ダグラスには傷一つつけられぬだろう。

　だが、ダグラスはそのうちの半分を私に任せると言う。

　……うむ、たまには良いか。

　こういう、呆れるほど下らない喧嘩もな。

「遠えん慮りよなく、頂こうか！」

　ただ無造作に、私は飛び出した。

　ダグラスへ襲おそいかからんとしていた男を軽い蹴けりで蹴り飛ばし、戦列へと参ずる。

　喧嘩なんぞに武術は使わない。ただ足を振ふっただけの蹴りだ。

　……いや、懐なつかしいな。師し匠しように会う前を思い出す。

「な、ガキまで強つええだとォ!?　か、囲め！　数でヤるしかねえ！」

　昔々、私がまだ人間で──若かったころ。二は十た歳ちの前くらいか。

　武術を知らないガキだった私は、喧嘩に明け暮れていた。

　売るも買うもなく、殴って殴られるだけの日々。……ダグラスを見ていると、その頃ころの私を思い出す。

　──だが私は武術に出会い、歩む道を変えた。

　この青年は、どうなのだろうか。なんとなく、このまま無ぶ頼らいで行く気がした。

　結局、ダグラス一人で足りるものを私まで交ざってしまった故ゆえ、喧嘩はあっという間に終わってしまった。

　得るものは何もなかったが、ある意味これも夜の風物詩よな。

「それじゃあ、これで終わりだな」

「ああ」

　手を叩たたきながら、再び訪れた静せい寂じやくに切り込むダグラス。

　月の傾かたむきからすると、少し遅くなってしまったな。シェリルやソーニャは、もう寝ねている頃だろう。

　で、あればいつまでもここに長居するのも好ましくはない。

「じゃあまた、な」

「──うむ。またな」
















　今度はあっさりダグラスと別れ、私は帰路に就ついた。

　……ソーニャもチェスターも、同じく最強を目指す拳けん士しではある。

　だが、ダグラスは何ど処こまでも私の同類だった。

　近ければ近しいほど、闘たたかわねばならぬとは因果な道よな。

「──楽しみだ」

　いつしか、ダグラスとはまた手を合わせる事になるだろう。

　その時奴はどれほど強くなっているのだろうか。

　それを思うと、笑みが止まらない。

「いかん、少し酔よったかな」

　何い時つもよりか少しばかり熱い手を振ふるい、熱を冷ます。

　昨日の敵は今日の友。しかし、その友も明日あしたには敵になっているかもしれない。

　……これだから、武術家というのはやめられん。

　上がる口角を何とか下げつつ、私は夜の街を歩くのであった。








第十二話　袖そでを通すは









「……むう、これでいい、のか？」

　カドマス邸ていに数ある客室の内一つ、私に割り当てられたその部屋で、鏡を見ながら身体をよじらせる。

　すると身体を包み込むようにフィットする衣服が関節を固めるように動きを制限し、私は顔を顰しかめた。

　鏡から視線を動かし、ベッドの上にある衣服をちらと見やる。

　何時も着ている余よ裕ゆうのある服と、ハカマに似せたズボンはベッドの上で抜ぬけ殻がらのようになっていた。

　慣れ親しんだ誰だれかに助けを求めるような視線を鏡へと戻もどすと、そこには黒い細身の衣い装しように身を包んだ私の姿。

　黒地で織られた、なんの飾かざり気けも無い衣服。黒一色だというのにその姿は高貴な印象を与あたえていた。

　鏡には、個人的に最も似合わぬと思われる服に身を包んだ私が映っている。

「はは、絶望的に似合わんな、これは……」

　所謂いわゆる──タキシード。

　細身の身体を強調するかのようなその礼服は、フォーマルな場所に身を晒さらす上では必要不可欠とも言えるものだが──

　前世を通しても数えるほどしか袖を通していない服装は、これでもかと言うほどの違い和わ感かんを放っていた。

　これがまた、幼き我が身に似合わぬ事。

「別に、普ふ段だん通りの服装でも良かったと思うのだがな……」

　まるで私ではないかのような……鏡の中に居るよく見知った少年が苦味の混じった笑みを浮うかべる。

　私の口から漏もれる乾かわいた笑いと連動して、タキシードに身を包む少年が口を開くと、私は昨日の出来事を思い返して溜息を吐はき出した。

　何な故ぜ私がこんな似合わぬ服装に身を包んでいるか。

　事の発ほつ端たんは、昨日まで遡さかのぼる──
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　ウィスプの曜日を前にした、アルファレイアの昼下がり。

　定職というものを持たず冒ぼう険けん者組合などの依い頼らいをこなして旅費を稼かせぐ私だが、カドマス邸の門の外を歩く人々の様子を見ているとやはり休日前という気分の軽さを感じてくるのは面おも白しろいものだ。

　最近下り坂だった空模様は、今日になって気持ちがいいくらいの快晴を映し出している。

「流石は『空くう見けん』と言ったところか」

「えへへー、ね？　言ったでしょう？」

「ああ、凄すごいなソーニャは」

　空を見上げて呟つぶやくと、隣となりから嬉うれしそうに弾はずんだ声が肩かたを叩いた。

　気象の予報を生業なりわいとする、空見のソーニャだ。勝ち誇ほこった顔は随ずい分ぶんと可か愛わいらしい。

　このままでは休日には降り出してしまうのではないか。空の雲は昨日までどんどん重くなってゆき、膨ふくらんだ不安は昨日、私からそんな言葉を押し出した。

　たまたまそれを聞いていたソーニャが、あっさりと明日──つまり、今日には晴れると言う。

　その時は少し本当か、と疑問に思ったものだが──いやはや、一体どう予測しているのやら。

　まあ、それは置いておこう。私が考えた所で、彼女の努力の一いつ端たんを知ることも出来まい。

　仮に論理を説明されても、移ろいやすい空模様の予測など出来る気もしない。

　それよりも、だ。兎とにも角にも空は晴れ、この天気は暫しばらく続くという。

「でも晴れて良かったね。明日でしょう？」

　何を、とは言わず、ソーニャは私に微ほほ笑えみかけた。

　主語のない言葉に頷うなずきを返すと、遠くでやり取りを見ていたシェリルが駆かけ寄ってくる。

「なんの、お話？」

　駆け寄ってきたシェリルは、どことなく楽しそうだ。

　私達が話している様子を見て、面白そうだと思っているのかもしれない。

「ああ、いよいよ明日だな、と話していたのだ」

「……？　あ、セリアの劇……！」

　その様子に私自身笑みを浮かべながら、シェリルの頭へと手を置いた。

　質問に返ってきた答えを聞き、シェリルはその瞳ひとみを輝かがやかせる。

　そう──明日は、セリアが主役を務める劇が開演を迎むかえる日。

　このためにアルファレイアに滞たい在ざいする期間を延ばしたということもある。

　我が友人の晴れ舞ぶ台たい、この眼めで見ぬ訳わけにはいくまい。

　まあ、そういうことでここ数日は天候の行く末に気をもんでいたというわけだ。

「楽しみ……」

「うむ、そうだな」

　シェリルも生まれて初めて見る劇というものを甚いたく楽しみにしているらしい。

　この位の歳としの子が劇を楽しみに心を躍おどらせるとは、微笑ましくて可愛らしいものだ。

　逆に、私なんぞが劇を楽しみにするあまり空の機き嫌げんを心配するというのは、年とし甲が斐いもなくて情けないと思う。

　だが仕方あるまい。孫のように思う友人の晴れ舞台だ、こんな時位は良いだろう。

「さて、では少し早いが今日の所はこの辺にしておこう。明日を万ばん全ぜんに過ごすため、各自はしゃぎ過ぎんようにな」

「りょうかい」

「あれ、今日はもう終わり？　ふふ、なんだかんだでスラヴァ君が一番楽しみにしてるんだねえ」

　空を見るに、今の時刻は午後三時すぎだろうか。

　何時もは五時すぎまで鍛たん錬れんをしているため、確かに少し早いが、明日だけは万全で迎えたい。

　……少し、丸くなったかもしれんな。前世であれば、まだ鍛錬を続けていたかもしれん。

「まあ否定はせんよ。私は今日はしっかりと身体を休めるつもりでいるが、お前達はどうする？」

「ん、じゃあ私もそうしようかな。シェリルちゃんは？」

「スラヴァくんと一いつ緒しよにいる」

「ふむ、そうか」

　兎にも角にも、今日はもうお仕し舞まいだ。

　あとはゆっくりと過ごし、明日を待つのみ。

　思えば、カドマス殿どのにも随分と長い間世話になってしまったな。

　嫌いやな顔一つせず、よく泊とめてくれたと思う。

　アルファレイアを発たつ前に、何かしらの恩返しが出来ると良いのだが、さてどうしたものか。

　折角早めに修しゆ行ぎようを切り上げたことだし、今日は一日そのことを考えてみようか。

　とは言え、相手はこれだけ大きな家を構える大商人だ。

　贈おくり物ものをしようにも、金で買えるものではあまり意味がなさそうだ。

　そんな事を考えながら、歩き出す。

　すると──

「あ、いたいた。おーい、スラヴァー」

　今正に向かっていた場所から、レティスが現れ、腕うでを上げる。

「ソーニャとシェリルも一緒にいたのね。丁度いいわ」

「私達もなの？」

　どうやら、私達三人に用があるようだ。

　三人に揃そろって用事とは、はて何かあったのだろうか。

「うん、お父さんが食堂にいるからスラヴァ殿どの達を呼んできてくれー、って。

　明日の事で話があるみたいよ」

　しかも、用があるのはカドマス殿だという。

　ここ最近はレティスに指南を請こわれることはあったが、カドマス殿の頼たのみとは珍めずらしい。

「明あ日すというとセリアの劇か？　どうしたのだろうな」

「そこは言ってなかったけど……今から家に戻るんでしょう？　ちょっと顔を見せてあげてくれないかしら」

　内容についてはレティスも聞かされていないようだ。

　この分だと急ぎの様子ではなさそうだが、なるべく早めに話を聞きたいところだな。

　ソーニャとシェリルにそれぞれ視線を送ると、二つの頷きが返ってくる。

　元々用事もなかったことだ、早さつ速そく向かうとしよう。

「ああ分かった。感謝するぞレティス」

「別に構わないわよ。どうせ家の敷しき地ち内だし」

「と言ってもわざわざ伝えに来てくれたのだろう？　ありがとう」

「もう、律りち儀ぎねえ」

　敷地内──とは言っても、カドマス邸は中々の広さだ。

　現に玄げん関かんから現れたレティスに労ねぎらいの言葉を伝えると、レティスは何でもないように笑う。

　真っ直すぐな良い子よな。この年とし頃ごろの子でなくとも面めん倒どう臭くさがってしまいそうなものだが、嫌な顔一つせずというのは好感が持てる。

　そうして暫しばし笑っていたのだが、不意にレティスはその表情に影かげを落とした。

　どうかしたか。そう聞く前に、レティスは俯うつむきがちに私の眼を覗のぞく。

「スラヴァはさ」

「む？」

「明日、セリアさん……だっけ？の劇を見たら、また旅に出るの？」

「ああ、そのつもりだ。シェブラスに腕の立つ武芸者が居る、と聞いたのでな」

「……そう、そっか。いつ頃発つの？」

「明々後日しあさつてを予定している」

　質問に答えながら、私はああそうかと、心中で拳こぶしを打つ。

　出会ってまだ一週間と少しだが──別れを惜おしんでくれているのだと。

　……うむ、やはり少し嬉しく思うな。

　憎にくからず思われるというのは、この歳になっても嬉しいものだ。

「そんな顔をするな。私とて名残なごり惜しいさ」

「……別に、私は──」

　俯いた顔から日が沈しずむように眼が隠かくれる。

　深く問い詰つめるまでもなく分かる、この子にしては分かりやすい強がりだ。

　私は、そんな彼女に手を置いて、撫でた。

　はっとするように顔を上げ、レティスの瞳が私を捉とらえ直す。

「この道を歩いていれば──目指す所が同じならば、必ず道は交差するだろう。その時までに腕を磨みがいておけよ？」

　そういえば、この子をこうして撫なでたことはなかったかもしれない。

　誇り高い彼女にこうすることを意識して控ひかえていたというのもある。

　だが、レティスは一いつ瞬しゆんだけその心をほころばせ、私から目をそらした。

　拒きよ否ひの言葉は聞こえてこない。やはりある程度心は許してもらえているようだ。

「わかってるわよ馬ば鹿か……！　ほ、ほら、さっさとお父さんの所に行ったら！」

「そうさせて貰もらうとしよう。では行こうか、ソーニャ、シェリル」

　最後にもう一度、その感かん触しよくを確かめるように、レティスの頭へ手を置き直してから私は歩き出した。

　そう、我らは武術家だ。目指す所が一つである以上、その道がいずれ交わるは必ひつ定じようのこと。

「何い時つか追いつくから、見てなさい」

「ああ。待っている」

　いつもの活力を取り戻もどしたレティスの声を背に、カドマス殿の屋や敷しきへと向かう。

　強くなりそうだな、この子は。

「嬉うれしそうな顔してるね」

「若い者が後ろから追いかけてくる、というのが嬉しくてな」

　やはり若い芽というのは素す晴ばらしい。

　可能性と意い欲よくに満ちあふれていて──何より、まっすぐだ。

「君も私達からすればそんなにお年寄りでもないんだけどね？」

「まあそれはそれ、だ」

　誂からかうようなソーニャの視線に笑みを返し、背から離はなれていくレティスの気配を感じ取る。

　確かに私もまたエルフにとっては若造だろうが、シワの入ったこの心だけは若返りようがない。

「そら、カドマス殿が待っていることだし、急ぐぞ」

「はーい」

　ただ、それでも最近は心が弾はずむことが多くなった。

　これが良い変化なのか悪い変化なのかは分からないが、最近は素直になんでも楽しむことが出来る。

　さて、明日はどんな日になるか──楽しみだな。
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「失礼します」

　レティスの言付けを受けた私は、食堂の扉とびらを押し開けながら、中に居るであろう人物に伺うかがいを立てる。

　あいも変わらず豪ごう奢しやな食堂だ。

　視界にちらつくシャンデリアにそんな感想を抱いだきながら、私は数ある椅い子すの内一つに腰こし掛かけるカドマスの姿を見つける。

　私の声を聞き急ぎ立ち上がるカドマスに笑えみを向ける。

「おお……！　よくぞお出いでくださいました！　レティスからお聞きになったので？」

「ええ、今日は修行も切り上げるところでしたから。して、ご用向きはどのようなものですかな」

　急ぎ駆かけ寄ってくるカドマスに手を差し伸べると、私の下もとへとたどり着いたカドマスが勢い良く手を握にぎって振ふり回す。

　陽気なお方だな。ややオーバーにも見える感情表現に、笑みに苦いものが混じるも、なるべくそれを出すことなく手が静まるのを待つ。

　前世でも武術指南役として金持ちの家に招かれた事はあるが、彼ほど暗い部分が見当たらない商人というのも珍しい。

　振り回されていた手が落ち着く頃ころには私の笑顔は完全に苦笑いになっていたが──それはともかくとして、今日は何時にもまして上じよう機き嫌げんに見えるな。

「いや、急にお呼び立てして申し訳ございません。どうしても見せたいものがございましてな」

「見せたいもの、ですか」

　やたらと上機嫌なカドマスに押されるようにして、私は復唱した。

　ソーニャ達と自然と目が合う。疑問に思っているのは彼女たちも同じようだ。

「いえ、スラヴァ殿達は明日の劇を見たらアルファレイアを発ってしまうのでしょう？　命の恩人を相手にそれではあまりにも味気ないと思いましてな……おい！　持ってきてくれ！」

　カドマスが合図をすると、食堂に繫つながる別の入口から三人のメイドが現れる。

　手には何やら包みを持っていて──

「これは、一体？」

「差し出がましいかとも思ったのですが、貴方あなた方がたを見ていたら居ても立ってもいられませんで。ささ、開けてみてください！」

　どうやら、三つの包みは私達にそれぞれ一つ宛あてられたもののようだ。

　カドマス殿どのから私達への贈り物、ということらしい。

　……なんとまあ、申し訳ないことだ。厄やつ介かいになった上、こうして物まで貰ってしまうとは。

　開けて見ろ、というカドマスの言葉に従い、私達は包みを解いてゆく。

　中に入っていたのは──衣服であった。

　手て触ざわりから良い布を使っていることの分かる、高価そうなタキシードだ。

「タキシード、ですか」

「お洋服っ」

「わあ……凄すごくいいやつだよ、この服……！」

　同時に包みを解いたシェリル達が、口々に感かん嘆たんの息を漏もらす。

　その手元を窺うかがってみれば、成なる程ほど。確かにひと目で手をかけていることが分かる煌きらびやかなドレスが燦さん然ぜんと輝かがやいていた。

「明日、劇を見に行かれるということでしたのでな。急ぎ作らせました。ソーニャ殿どのとシェリル殿の服の寸法はレティスから聞いております。スラヴァ殿は、見立てになりますが、恐おそらくは合っているはずです」

「なんと……お世話になったばかりかこんなものまで頂いてしまって……申し訳ありません」

「そうおっしゃらないでください！　何度も言っておりますが、命を救われた事に比べればまだ御ご恩おんを返し足りないところです。ご友人の晴れ舞ぶ台たいなのでしょう？」

　本当に……どう感謝をしてよいかわからぬなこれは。

　無礼であるが故ゆえにせんが、値段を聞くのが怖こわくなるような贈おくり物ものだ。

「なんとお礼を申し上げたらよいか……」

「ははは、真まことに律儀ですなスラヴァ殿は。礼と言うのならば、皆みな様さまがこの服に袖そでを通してくださるのが一番の礼ですよ。明日は是ぜ非ひそれを着て観劇に行ってくだされ。私はその時を楽しみにしておりますから！」

　満足気なカドマス殿の笑顔は、私から遠えん慮りよの言葉を奪うばうようなものだった。

　全く、この方は……思わず、鼻から息が漏れる。

「わー！　凄いねこれ！　ね、シェリルちゃん！」

「お姫ひめさまみたい」

　この子たちも喜んでおるし、素晴らしいものを貰ってしまったな。

　これはいよいよ、去る時に何を贈おくるか迷うというものだ。

「これ、はしゃぐよりもまずカドマス殿に言うことがあろう？」

「そ、そうだった。ありがとうございますカドマスさん！　こんな素敵な衣服初めてです！」

「ありがとう、ございます」

　ソーニャは勢い良く。シェリルは飽あくまでもマイペースにぺこりと頭を下げる。

「いえ、この様な服も貴方あなた達の様な方が着てこそ輝けるというもの。その代わり明あ日すはひと目その姿をお見せくださいな」

「是非とも！　本当にありがとうございました！」

　シェリルも喜んでいるが、ソーニャの喜び方は正に年とし頃ごろの女の子といった様子で微ほほ笑えましい。

　……ふむ、しかし素晴らしいモノを頂いたのはよいが──きっちりとした正装が私に似合うか、心配だな。

　ソーニャやシェリルならばどんな衣服でも着こなせそうなものだが、さて。

「はは、こんなにも喜んでいただけるとは贈った甲か斐いがあるというものですな」

「いや素晴らしい贈り物です。ソーニャがここまで喜ぶのは久しぶりに見ました。ほら、あまり動き回るな、服にシワがついてしまうぞ」

　はしゃぎ回るシェリルとソーニャを諫いさめつつ、カドマス殿と笑い合う。

　……そうだな。これは、明日にまた一つ楽しみが出来たな。

　同時に、私自身がこれを着こなせるという心配事も出来たが──まあ、なんとかなるか。

　なんとかソーニャ達をなだめつつ、私は胸の奥から一つ息を押し出すのであった。




　　　　◆




　……と、いうのが今回の顚てん末まつだ。

　どうにも頭でっかちに見えるというか──心配事はどうやら的中してしまったようだが、服の寸法がきっちり合っているのはありがたい。

　そういえばカドマス殿は昔服ふく飾しよくを学んでいたこともあったとか言っていたか。

　もしもこれがその能力を活いかしてのものならば、流石さすがと言わざるをえんな。

「……シェリル達ももう準備は済んでいる頃だろうか」

　兎とにも角にも、袖は通してしまったことだし、そろそろカドマス殿に顔を見せに行こうか？

　タキシードを着るのなど久しぶりだが、着方は間ま違ちがっていないはずだ。

　ううむ、シェリル達と比べれば落らく胆たんさせてしまうかもしれんな。何い時つも胴どう着ぎのような服を着ているからか、このような服は自身のイメージに合わん。

　しかし何時までもここでこうしているわけにもいかんか。

　私は自室のドアを押し開き、カドマス殿の待つ玄げん関かんへと向かう。

　暫しばらく世話になったこの長い廊ろう下かとも、じきにお別れかと思うと感かん慨がい深ぶかいものがある。

　ぱりっと整ったタキシードに若じやつ干かんの硬かたさを感じつつ、道を歩く。

　やがて見えてきた玄関には、既すでにソーニャやシェリルを含ふくめた全員が揃そろっていた。女子供よりも支し度たくが遅おそいとは、なんとも女め々めしいことだ。

「待たせてしまったか」

「私とシェリルちゃんもいま来たところだよ！」

　手すりに沿わせるように手を置き、階段を下りる。

　すると可か憐れんなドレスに身を包んだシェリルとソーニャが駆け寄ってきた。

　髪かみは、いつぞやのように結ゆわれている。

　まるで別人のようなその姿に、思わず息を吞のんだ。

　ソーニャは、初対面で思わず見み惚とれてしまうほど整った顔立ちをしている。

　自分で言うのもなんだが、私が誰だれかの外見に目を奪われるということはめったにない。それだけ初対面のソーニャには衝しよう撃げきを受けたのだ。

　……だが、これは違う。

　例えるのならば、真円の月が地上に降りてきたかのような異質さだ。

　いまここに彼女が居ることが奇き跡せき。思わずそんな事を思ってしまうほどに浮うき世よ離ばなれした美び貌ぼうは、初対面のそれよりも大きな衝撃を与あたえていた。

　ただ美しいと、それだけの感情に支配されるかのような感覚だ。

「スラヴァくん、似合ってる！」

　また、シェリルの方も──これまた、現実の光景でないかと思わせるほど幻げん想そう的な輝きを放っていた。

　いつしか、私は彼女の事をどこぞの姫ひめ君ぎみのようだ、と褒ほめた事がある。

　今ここに居る少女は、世辞でもなんでもなくそう思ってしまうような、高貴さを放っていた。

　異界の姫君。住む所が違う。しかし彼女はここに在る。物語の存在が飛び出してきたかのような輝きだ。

「……なんとまあ、髪と服だけでこんなにも……」

　思わず、感心からそんな言葉が音になっていた。

　あっけにとられる私を見て、ソーニャとシェリルが微笑む。

　ソーニャはドレスを摘つまんで持ち上げ、優ゆう雅がに礼をして見せた。

　シェリルは対照的にくるりと回って見せ、その動きで可憐さを表現する。

「えへへー、どうかな？」

「きらきらしてる？」

「……っああ、思わず見惚れてしまった」

　素す直なおにそう言うと、シェリルとソーニャは顔を綻ほころばせて、手を打ち合わせた。

　弾はじけるような音は、彼女たちの心境を表すかのように響ひびく。

「いや、しかしスラヴァ殿もよく似合っておられますな！　細身の身体に黒が良く映はえるというものです」

「はは……そう言ってくださるとありがたい。幼い所せ為いか、こういった服装はどうも釣つり合ってない気がしましてな」

　見た目が変わろうと、中身が変わっていない事を確かく認にんして笑った私の肩かたを、カドマス殿が叩たたく。

　世辞なのかどうかはわからぬが、満足そうなその顔は取り敢あえず悪い印象は持たれていなさそうだ。

「馬子にも衣い装しようね。なんか真ま面じ目めそうに見えるわ」

　レティスは、一応の所褒めてくれているようだった。

「ああ、ありがとう」

　素直ではないようだが、一応はお褒めの言葉を貰もらったので、微笑みとともに礼の言葉をかける。

　するとまたレティスは眼めを逸そらしてしまったのだが──まさか、気き遣づかって世辞を言ってくれていたのだろうか。

　流石にこの反応は傷つく。が、まあ似合わんのは自分でもわかっていたことだ。

「いや、でも本当に雰ふん囲い気きがらっと変わるね、スラヴァ君。本当に頭が良さそうに見えるよ。スラっとしていて格好いいし……黒がよく似合うね」

「……それは普ふ段だんがどう、と言っているのかね」

「あはは、ノーコメントで！」

　しかし……今日のソーニャは本当に楽しそうだな。

　普段落ち着いている彼女がこうしていると、本当に楽しんでいることが窺うかがえてこちらまで嬉うれしくなる。

「さて……それでは、そろそろお時間ではありませんかな？」

「そういえばそうですな。この度たびは素敵な服を頂いて、ありがとうございました」

「いやいや、とびきりの美男美女、お金では決して見られぬものが見られてこちらも大満足です。それでは行ってらっしゃいませ。どうぞ楽しんできてください」

　カドマスに時間を指し摘てきされ、私はソーニャとシェリルに視線を送った。

　そういえばそろそろ良い時間のころだ。

　劇は一体どんな内容なのか。セリアはきちんと演じることが出来るのか。その辺りを考えると、心が弾はずむ。

「では行って参ります」

　並んで私達に視線を送るコルドウェル一家に頭を下げ、玄関のドアへと向かう。

　今日は恐らくセリアにとって、夢への門かど出でとなる。今日は気持ちのよい晴天だ。

　ドアの向こうに広がっているであろう陽光の様に、彼女の未来も明るいといいのだが。

　しかし、私は心配はしていなかった。今日までセリアが頑がん張ばったのならば、必ずやそれは報むくわれるはず。

　ドアの向こうに広がっている光景は知っている。

　そんな当たり前の未来を確かめるように、私はドアに手をかけようとして──

　突とつ如じよとして跳はね開けられるドアを避さけるようにして、後ろへと飛び退のいた。

　何事か!?

　小こ脇わきにシェリルを抱かかえ、共に飛び退いたソーニャの無事を確認する。

　次いで確認するは、ドアをいきなり跳ね開けてきた闖ちん入にゆう者の姿。

「スラヴァッ！　まだいるかッ!?」

　──そこに居たのは、意外も意外な人物であった。

　蒼あおい髪を息と共に乱し、肩で息をする──私にとっては、娘むすめであった女性。

「アルマ!?　──先生ですか!?　一体、何な故ぜこちらに……？」

　突とつ然ぜんの出来事に硬こう直ちよくする面々の中、その姿を一番見慣れていた私だけが闖入者である彼女を確認し、問いかける。

　尋じん常じようではない焦あせり様だ。アルマほどの者が肩で息をするとは、余よ程ほど急いで来たことが窺える。

「ま、まだいたか……よかった……！」

「何が良いのです……!?　ご説明ください！」

　倒たおれ込みそうなアルマを抱だきとめるように、その顔を上げさせる。

　彼女がこれほどまでに焦る理由は思い浮うかばなかったが、ただ嫌いやな予感だけが私を支配していた。

　……そして、こういう時の私の勘かんは、イヤになるほどよく当たる。

「セリアの劇場が……過激な団体に占せん拠きよされたんだ……！　中にいる人々が人ひと質じちに取られ、封ふう鎖さされている……それで……！」

　一度には理解できないその言葉が、私の世界から音を奪うばう。

　だが、次の瞬しゆん間かんには──私は、拳こぶしを握にぎり固めていた。

「カドマス殿どの」

「は、はいっ!?」

　身に満ちた怒いかりをカドマス殿に僅わずかたりとも向けぬよう、全力で拳を握りながら、私は怯おびえるカドマス殿の瞳ひとみを捉とらえていた。

　握る拳から滴したたる血の温かさも感じずに、ただ出来るだけ無表情に、宣言する。

「申し訳ありません、どうやら劇場へはこの服を着て行けぬ様です。……汚よごす訳わけには、いきませんから」

　それだけを謝り、私は自室へと足を戻もどす。

　呆あつ気けに取られる者達を背に、私は自室へと走る。

　乱暴にドアを跳ね開けて向かうは、ベッドの上。

「──許しては、おけん」

　血に濡ぬれていない手で胴着をひっつかみ、私は煮にえたぎる怒りから逃のがれるようにタキシードを脱ぬぎ捨てた。








第十三話　意義を宿す拳









「スラヴァっ！」

　着慣れた胴どう着ぎに着き替がえ、玄げん関かんに戻った私を迎むかえたのはアルマが叫さけぶ私の名であった。

　切せつ羽ぱ詰つまったその声からは焦りのような怒りのような──判別の付かない感情の波を感じる。

　おそらくは、私が感じたものを全て含ふくんでいるのだろう。

　一刻も早く人々を、セリアを助けださねばという焦り。

　私がまだ劇場へ向かっていなかった、一ひと先まずは私が無事だったという安あん堵ど。

　そして、このような無ぶ粋すいを働いた者達と、セリアを助けに向かおうとしている私への怒りだ。

　逸はやる気持ちを表すかのように一段ずつ飛ばして階段を下りる私に、アルマが駆かけ寄る。

　摑つかみかからんばかりの勢いで私の前に立ちふさがったアルマに、私は自分でも驚おどろくほど冷静に声を発した。

「如何いかがいたしましたか、先生」

　あまりにも味気のない、平へい淡たんな発声。

　普段見せぬ私の様子に、アルマが息を吞のむ。

　だがそれも一いつ瞬しゆんのこと。視線を強めたアルマが、私の眼を捉える。

「如何した──ではないだろう。聡そう明めいなお前の事だ、私が急いでここに来た理由をわからないとは言わせないぞ」

　その言葉は、目の前に立ちふさがるという行動以上に強い意志を感じさせた。

　──わかっているとも。アルマの焦りようや、簡単に聞いた状じよう況きようから、今劇場に向かうという行動の意味、わからぬはずがない。

　過激な団体が、劇場の人々を人質にとっている。その言葉だけで、その団体とやらがまともではないことくらい重々に承知だ。

　そして、アルマがそんな団体の下もとへとみすみす教え子をやることがないことも、私はようくわかっている。

　この子は真面目で優やさしい子だ。──特に、かつての義父スラヴアの姿を重ねて見ている私スラヴアを危険な目に遭あわせるのをよしとしない事は重々に承知だ。

　私自身も、我が娘の尊い想おもいを汲くんでやりたい気持ちはある。

　だが、今回は状況が状況だ。

「勿もち論ろん承知です。ですが──この様な話を聞かされては、黙だまってはおられますまい。腕うでには覚えがあります。決して邪じや魔まにはなりませぬので、どうかお目こぼしを」

　娘が心配してくれる。その想いを踏ふみにじってでも、私は征ゆかねばならない。

「……この分からず屋が──！　どれだけ危険な事かわかっているのか!?　いくら腕が立とうが、お前は子供だ！」

　表情を変えず、淡たん々たんと言った私を見て、とうとうアルマがその声を荒あららげた。

　しかしこればかりは譲ゆずれん。

「……ええ、私はまだ子供なのでしょうな。事実、世の広さも、世にはどれだけ力を持った者が居るかも、何も知らない餓が鬼きなのかもしれません。だが──培つちかった力をふるう場所くらいは、知っているつもりです。友を助ける。今戦わずして、何ど処こで戦うというのです」

　睨にらみつけるようなアルマの視線と真っ向からぶつけるように、私は意志を、視線を言葉に乗せた。

　最強の二文字を追い求めて幾いく星せい霜そう。たとえその名を手に入れたとして、その後には何が残るのか。その力は何かを成すことが出来るのか。そんな事を、考えた事が無いわけではない。

　その時は結局答えは出なかったが、今この時だけは──この拳にも、確かな意義が宿っている。

　私の視線を受け、アルマの顔に明らかな驚きが浮かぶ。

　少し焦っているようにも見える表情。アルマは慌あわてるようなその表情を収めるのに少しだけ時間を使うと、顔を手で覆おおって俯うつむいた。

　僅かな沈ちん黙もくのあと、上がってきたアルマの顔には確かな決意があった。

「……わかった。そこまで言うのならば、もう何も言うまい。

　だけどこれだけは約束してくれ。危なくなったらすぐに逃にげると。私だって腕にはいくらか覚えがある。きっと、お前の安全だけは守ってみせるから」

「……覚えておきましょう」

　結局のところアルマの言うことを一つも聞いていない私に対し、アルマは困ったように笑った。

　だがすぐに表情をきつく結ぶと、離はなれた場所で未いまだに混乱しているカドマス殿へと身体を向ける。

「突然お邪魔して申し訳ありません。この詫わびはいずれ致いたします」

「え、お……は、はい……」

　深く頭を下げるアルマに対し、カドマス殿は更さらに混乱を深めるばかりだ。

　エルフの中で英えい雄ゆうと呼ばれる女性がいきなりドアを蹴け破やぶるような勢いで入ってくれば、こうなってしまうのかもしれない。

　しかし、今はその理由を説明しているヒマもない。

　アルマはすぐに頭を上げ、確かく認にんするように名を呼んだ。

「……スラヴァ」

「ええ」

　己おのれの行動に未いまだ疑問を残すその声に、私は簡単に返事をすると、拳に巻きつけたバンテージを固く結んだ。

　劇場の場所は、知っている。方向音おん痴ちということで事前に下調べをしたのが活いきてきたな。

「よし、それでは──」

「行こっか？」

　行きましょう。そう続けようとした言葉は、聞き慣れた少女の声に遮さえぎられた。

　声のした方を振ふり向くと、そこには階段を駆け下りてくるソーニャとシェリルの姿があった。

　そういえば、姿がなかったな……自分自身気づかぬことだが、やはり大分視野が狭せまくなっていたらしい。

　……いかんな、気を落ち着けねば。

「お前たち、その格好は──」

　急ぎ隣となりに並ぶ二人の姿を見れば、その姿は煌きらびやかなドレスではなく、いつもの動きやすさを重視した服装に戻っていた。

「私達も行くよ。　……色々と楽しみにしていたのは、スラヴァ君だけじゃないんだから」

「セリアの劇、凄すごく楽しみだったのに……」

　どういうわけか、二人は私以上の怒ど気きに包まれている。

　顔は笑っているというのに、その身から溢あふれ出る魔ま力りよくは一瞬血けつ晶しようのそれを思い浮かべるほどに冥くらく、深い。

「う……うむ、分かった……」

　可か憐れんな少女の笑わぬ笑顔というのは、恐おそろしいな……

　これでも肝きもは据すわっている方という自負が有ったのだが、背骨を氷に挿すげ替かえた様な寒気がする。

　だが、お陰かげで冷静にはなれた。

　少し視野が広がったように思える。

「ええと……ソーニャさんと、シェリル嬢じよう、ですよね──？」

「はい。アルマさん、私達も行きます。大だい丈じよう夫ぶ、これでも結構使える方ですから」

「……楽しみ、だったのに」

　ドス黒い笑えみをこぼすソーニャと、恨うらみがましい眼めでぶつぶつと同じ事を呟つぶやくシェリル。

　流石さすがのアルマもこれには引いた様だ。

　ともあれ、それによってアルマも気分を入れ替えることが出来たと見える。思わぬ出来事に感謝しよう。

「え、ええい！　もうこうなったら構わん！　行くぞ皆みんなっ！」

「おー……」

　仕切り直し、といった具合に叫ばれるアルマのやけくそ気味の鬨ときに、シェリルが賛同する。

　……これはその団体とやらも、随ずい分ぶん厄やつ介かいな者たちを敵に回したようだ。

　尤もつとも、だからと言って容よう赦しやするつもりはないがな。

　裏武術会最強の男に手ほどきを受けたその孫と、風を読む凄すご腕うでの拳けん士し。

　そしてエルフの英雄に、その師し匠しよう。そうそうたる面々──というのは少しむず痒がゆいが、まあそれなりの面子メンツを揃そろえることが出来たのではないか。

「──待っていろ」

　囚とらわれたセリアに、そしてこの様な馬ば鹿かをした者達に、同じ言葉を意味を違ちがえて呟く。

　覚かく悟ごしろ。

　静かな闘とう志しを燻くゆらせながら、私は拳を握にぎりしめる。

　やがてこの怒いかりは大火となるだろうが──その時に、やり過ぎぬように留意せねばな。

　もしもセリアに何かがあれば、私は冷静でいられる自信は無い。

　互たがいの為ためにそうならぬ事を祈いのりつつ、私達は足を踏み出した。








第十四話　強きよう襲しゆう









「所で先生、敵の規模は如い何か程ほどなのですか」

「そう言えば話していなかったか……まったく、それでも付いてくるとはな」

　アルファレイアの街を駆かけながら、私は隣を並走するアルマに顔を向けずに疑問を投げかける。

　目上……という事になっている者に対する態度としては多少ぞんざいだが、礼れい儀ぎにうるさいアルマでも緊きん急きゆうの事態という事でそのことに対し思うことは無いようだ。

　私が聞くのは、今回無ぶ粋すいを働いた者達が大まかにどういったものか、という事である。

　アルマの言った様に、私達は今回敵対する者達がどの様なものか、まだ詳くわしく知らんのだ。

「詳しい規模は分からないが、人数は大したモノのようだ。団体の名は『清せい廉れんの国』。エルフの国に森を取り戻もどすことを題目に、様々な建築物の破は壊かいを行う危険な連中だ」

　アルマから告げられた団体の名は聞いたことがなかったが、後に続く説明でその組織がろくでもないことだけは理解が出来た。

　要するに、よくあるテロ組織というわけか。

　どんな高こう尚しようなお題目があるかは知らんが、結局は過激な者の集まりであるには変わりない様だな。

「今回、奴やつらは劇場の人達を人ひと質じちに取り、昔捕とらえられた首しゆ魁かいの解放を求めているらしい。この首魁の男が大層な危険思想の持ち主でな……ミラフィアの政府としては、奴の解放は認められんという事だ。だが、捕らえられた多くの人々を見捨てることも出来ない。かと言って鎮ちん圧あつに軍を出せば、奴らを刺し激げきしてしまうだろう」

「そこで、少数の人間で彼かの者達を鎮圧するというわけですか」

「本当は私一人で、のつもりだったのだがな。今日一日は外に出るなと釘くぎを刺さしに来たつもりが、なんだかおかしな事になってしまったよ……」

　そう言って力なく笑うアルマは、前世ではあまり見たことのない疲つかれた顔をしていた。

　教えられる立場から教える立場になり、色々と変わったこともあるのだろう。もしくは、私の前では極力疲れた様子を見せないようにしていたのかもしれない。

　もし娘むすめに気を遣つかわせてしまっていたのならば、私も未熟だったということか。

　……それはさておき。

　なんとも異様な光景だ。

　夜でさえも人で溢れかえっているアルファレイアがこうも静まり返るとは。

　エルフの国ミラフィアの中心が、これでは寂さびれた村のようではないか。

「憤いきどおりも感じるが、それ以上に悲しいな」

　なんとも言えぬ心地ここちの中、隣から流れるアルマの声に、ふと首を傾かたむける。

「如何いかがいたしましたか」

「ん、いや。組織とはいえ、人々を脅おびやかす程の力を持っていて何な故ぜ曲がった道を行くのかと思ってな。力を付けることは大切だが、それ以上に重要なのは培つちかった力の使い方だろうに。力を付けていく過程で、彼らは一体何を見てきたのだろうか……」

　そう言うアルマの顔には、怒りと悲しみの入り混じった暗い色が浮うかんでいた。

　……本当にまあ、真ま面じ目めな子だ。良く私の下もとでこんな子が育ったものだ。

　昔から曲がったことが嫌きらいで、融ゆう通ずうの利きかない不器用な子。だが、それゆえに真っ直すぐである、良い子だ。

「……そうですね」

「彼らにも私の師せん匠せいの様な師がいれば間ま違ちがった道になど進まなかったはずなのにな。その様な者達に、力でぶつからねばならないのが少し寂しいよ」

　耳の痛い言葉に苦く笑しようする。

　別段私は正しい道を行こうとしている事はない。

　それでも師匠より賜たまわったシジマの技わざを誤った事に使おうというつもりはないが、こうも信しん頼らいされては小こ恥はずかしいというものだ。

「立派な方だったんですね、アルマさんのお師匠様は」

　ばつの悪さに口をもごもごと動かしていると、少し後ろを走るソーニャから弾はずんだ声がかけられる。

　なんとも意地が悪い。掘ほり下げることはなかろうに。

「それはもう！　大層立派な方でした。今の私が在るのは、あの方のおかげですから」

「あはは、余程お好きだったんですね。スラヴァ君も見習わなきゃ」

　振られた話題に嬉き々きとして飛びついたアルマから、間かん髪はつ容いれずにかつての私を褒ほめ称たたえる言葉が飛び出す。

　ソーニャめ、これを狙ねらっておったな。……くう、胸が痛む。

　しかし、この子は本当に私をからかうのが好きだな……それでも憎にくめんのは、ソーニャの人ひと柄がらが為なせる業わざだろう。

「……まあ、そうだな」

　返しようのない問いかけに、つい口調がぶっきらぼうになる。

　怒おこっているわけではないと分かるのだろう、ソーニャは愉ゆ快かいそうに鼻を鳴らした。

　これから戦いくさに赴おもむくとは思えぬ空気だが、しかし突とつ如じよとして空気が引き締しまる。

　敵の気配を感じたのだ。

「……さて、お話はここまでだ」

「そのようですな」

　戦せん闘とう態勢に入ったのは四人が同時のこと。

　もはやその空気に柔やわらかさはなく、闘志が鋼糸の如ごとく張り詰つめていた。

　視界を流れる景色は速度を速め、街から疎まばらに居た人すらが消えた時。

　私達はついに敵の姿を確かく認にんする。

　皆が同じ緑の衣服に身を包んだ、五人の男達。

　小隊で各地の警けい戒かいをしている様だ。

　──これは試合ではない。

　今はただ最速で蹴け散ちらし、セリアの下もとへたどり着くことこそが重要。

　名乗りは要いらぬ、ただ必要な一いち撃げきを、必要な速度で打ち込むのみ──！

　示し合わせるでもなく、私達は一いつ斉せいに跳ちよう躍やくした。

　各おの々おのの位置で、最も有効な一撃を追求したが故ゆえ、狙いが被かぶることはなく──

「げっ！」

「うごっ！」

　四人の蹴けりで、四人の男達が一斉に蹴り飛ばされていった。

　一人残った男が、視線を右往左往させる。

　残った男は、状じよう況きようすらも今ひとつ理解できていない様だ。

　それを、アルマが振ふり向きざまに見み据すえる。振り向いたままに薙なぎ払はらわれる細く靭しなやかな足は、的確に男の顎あごを打ち抜ぬき、意識をかすめ取っていった。

「よし──さあ、行こう！」

　男が崩くずれ落ちると同時、アルマは小さく息を吐はき、宣言した。

　どうやら、鍛たん錬れんは欠かしていなかったようだな。見事な切り返しの速さであった。

　戦闘不能を確認するまでもなくいいのを入れられた男達を一いち瞥べつもせず、私達は再び走りだした。

「見事ですな」

「スラヴァこそ。どれほどのものかと思っていたが、これほど動けるとは思わなかったぞ」

　それは、年季が違うからな。

　娘の言葉につい素すを出しそうになりながらも、私はどこか嬉うれしそうなアルマの視線に笑えみを返す。

　相あい槌づちの様に短く、笑みを切るように正面を向く。

　さて、敵の規模はどれほどのものか。

　小隊で行動しているところを見ると、思ったよりか敵の規模は大きいのかもしれぬ。

　だが、関係はない。

　幾いく千幾万の敵がいようと──いつだって、埒らちを明けてきたのは、この拳だ。

　ならば、何もやることは変わらない。

　ただ前へ進むのみ。

　意志を固めるように拳を握りこむと、隣となりのアルマが視線を向けてくる。

　私はそれに頷うなずきを返し、今度は後ろの二人へと首を向けた。

「少し、急ぐぞ」

「わかった」

「了りよう解かい」

　二人から了りよう承しようを得ると同時、アルマが足を速め、私達もそれに倣ならう。

　目指すは劇場。生あい憎にくと前座は馬鹿な男達が踊おどっているだけの無様な喜劇だが──その後の真打ちを見み逃のがすわけにはいかんのでな。

　馬よりも速く、風を切り、私達は街の中心へと進むのであった。




　　　　◆




「……流石さすがに、数が多くなってきたな」

　五人組の小隊、その最後の一人を倒たおしつつ、手を叩たたいてアルマは小さく息を吐き出した。

　劇場へと向かうにつれ、敵の数が増えてきているのだ。

　無視して進んでも、この人数で敵に気付かれず目的の場所へと進むのは、多少骨だろう。

　故に、選ぶは先手必勝。仲間を呼ばれる前に敵を倒しつつ劇場へと向かう……のだが。

「思ったよりも規模が大きい……奴らもそれだけ本気というわけか」

　先ほどから、敵の数が多く、思うように先へと進めないのだ。

　これでは、人質に何かが起こってしまうかもしれない。

　かつての生徒である私が近くに居るにもかかわらず、アルマは焦あせっていた。

「ですが今は前に進むしかないでしょう」

　無論、焦っているのはアルマだけではない。

　しかし私がいくら焦じれようと状況は変わらないのだ。ならば心を落ち着けていた方が良い。

　焦りは思わぬ失敗を生むこともある。心を落ち着けることが重要なのは、武術だけに限ったことではないのだ。

「……そうだな。それにしても、流石にそろそろ隠おん密みつ行動にも限界が出てきたな」

　隠密行動と言うには少し無理があると自覚しているのか、アルマは苦笑いを浮かべる。

　見つけ次し第だい、見つかる前にはっ倒す。確かにこれを隠密行動と言うのは、そう言った行動をしている人々に申し訳が立たない。

　なにか別の策があればよかったのだがな。

　策を練ねる時間すらもなかった以上、それも止やむを得んだろう。

　故に今は進むほかない。

　特にそれ以上何を言うでもなく、私達は走りだす。

　──だが、流石にこの様な無茶も長くは続かなかったようだ。

「……しまった、見つかったか」

　遠く、視界の中の敵と、視線がぶつかる。

　前提として私達には急いでいる、という事がある。

　その上で敵の巡じゆん回かいルートなどを知らねば、何い時つかはこうなるのも定さだまっていたことだろう。

「敵だッ！　集まれ！」

　そして、こうなるのもまた必然。

　武器を構えて走り寄って来る男達が、天まで届かせようかという声を張り上げた。

　不ま味ずいな、仲間を呼ばれたか。面めん倒どうな事になりそうだ。

　あれよあれよという間に集まってくる、同じ衣い装しようを着込んだ者達を見て、思わず舌を打つ。

　……思いの外数が多い。

　詳くわしい人数はわからぬが、四人で居ても少し面倒を被こうむる数だ。

　倒すだけならば一人でもさほど手は掛かからぬだろう。

　だがこれ以上敵が増えぬとも限らぬし、何よりも今大切なのは時間を消費される事だ。

　変に刺し激げきし、劇場のセリア達に何かあったら不味い。

　考えていることは同じなのだろう。

　ソーニャとシェリルも流石にこれは、という顔をしていたし、アルマも露ろ骨こつに表情を歪ゆがめている。

「さっきから連れん絡らくが取れない同志達が居ると思ったが……やったのはお前らか？」

　集まってきた男達の内、最初に声をかけた者が私達へと剣けんを向ける。

　肯こう定ていしようがしまいが、恐おそらく結果は変わるまい。

「女が三人に、男が一人。そのうち一人はガキかよ……マジでこんな奴やつらにやられちまったってのか……？」

　侮あなどるような言葉を吐きつつも、剣を向ける男からは警戒を感じる。

　疑問の形を取りつつも、仲間をやったのは私達だと確信しているのだろう。

　……参った。首しゆ魁かいの解放を求めて斯か様ような凶きよう行こうを働く連中だ、すんなりとは通してくれぬだろう。

　どうしたものか。

　弱い頭に考えを巡めぐらせた、その時だった。

「……お、おい……あの蒼あおい髪かみの女──アルマ＝シジマじゃねえか……!?」

　集まった男達の一人が、アルマを指しながら、恐る恐るといった形で疑問の声を浮うかべた。

　波が伝わるように、男達にざわめきが広がっていく。

「まさか……でも特とく徴ちようは合う」

「ほ……本当だ、アルマ＝シジマだ！」

「噓うそだろ、なんでこんな場所に!?」

　我が娘むすめの顔はこんな者達にも知られていたようで──まさかこんな女子供が、という疑問は確信へ。

　男達の警戒は最高潮へと達した。

「なるほどな……同志達もやられるわけだ。だがここは通さねえ、俺たちはクレイグさんを解放する為ためなら命だって惜おしくはないんだ！」

　男が鬨ときの声を上げると、同じ服を着た男達が拳こぶしを挙げて同調する。

　この様子では、ちょっとした恐きよう怖ふを与あたえて心を折るのも難しそうだ。

　くそ、急いでいるというに……！

　時間さえ気にしなくて良いのなら、いくらでも相手してやるものを。

　この数を相手にしていたら、何が起きるかわからない。

　今回ばかりはアルマの有名さが仇あだとなったか──

　……と、そこまで考えて、私は一つの考えを頭に浮かばせた。

　そうだ。この男達が警戒しているのはアルマなのだな。

　ならば、私達が抜けた所で、追手はない……か？

「くっ……面倒な事になった。……スラヴァ、こうなったら君達は帰れ。警けい戒かいされているのは私だ、君達が逃にげた所で、追手の数はそう多くないだろう」

　どうやら、アルマの考えも私と一いつ致ちしていたらしい。

　ならば、言葉に甘えさせてもらうこととしよう。

「シェリル、ソーニャ」

　二人へと視線を送る。

　すると、ソーニャは少し驚おどろいてから、シェリルと共に頷いた。

「では合図をするぞ……」

　私達のやり取りが終わると同時、アルマは臨戦態勢を整え、囁ささやいた。

「３……２……」

　わかりやすく拍ひよう子しを合わせるため、三つの数が減っていく。

「１……」

　その数が円を描えがく瞬しゆん間かん──

「ゼロ……って、何をしているんだお前たちッ！」

　私達は、一いつ斉せいに建物の上へと跳ちよう躍やくし、駆かけ出した。

　後ろではなく前──劇場へ向かって。

「ここは任せます！　ご武運を！」

　申し訳なさを感じつつも、気持ちを誤ご魔ま化かすようにアルマを激げき励れいする。

　アルマは何かを言いたかったようだが、もはや戦いの火ひ蓋ぶたは切られている。

「後で！　説教だあッ！」

『だから帰って来い』との念を込こめたアルマの声を背に、私達は駆ける。

　追手の姿は無い。

　よし、これで大分動きやすくなる。

「ああ言ってるけど……」

　走りだしてすぐ。アルマから少し離はなれ、男達の声が聞こえなくなったころ、ソーニャが苦笑いと共に後ろを指さした。

　アルマの説教か……娘からの説教というのも応こたえるのだが、あの子の小言は何より長いのだ。正直、今から気が重い。

「私としては、タリスベルグよりも怖こわいよ」

「あはは……でも、娘さんは大だい丈じよう夫ぶなの？」

　苦笑いすらも出来ない私に、ソーニャは困ったように笑ってから、表情を硬かたく締しめた。

　大丈夫、か。その問いに返す答えは決まっている。

「絶対に大丈夫だ。たとえ十倍の数がいようと、アルマにしたら時間がかかるだけだろう」

「ふーん……随ずい分ぶんと信しん頼らいしてるんだね」

「ああ、あの子は、私の娘だからな」

　深く掘ほり下げることはせずとも、訝いぶかしげなソーニャの視線に、私は自信に満ちた笑えみを返した。

　そう、あの子は私の娘だ。私が生きているころのアルマでさえ、あの程度は問題にもならぬだろう。

　なにせあの子は、私と師し匠しようの教えを受けたシジマ流の師し範はんなのだからな。

「……すこし、うらやましい」

　私の笑顔を見たシェリルが、紙にインクを垂らす様に小さく、そう呟つぶやいた。

　……正直に言うと、娘に仕事を押し付けてしまい申し訳なく思う気持ちはある。

　だがそれも、アルマならばなんとかなる、という確信の上でのこと。

　……さて、と。娘に押し付けてしまった分、その先の仕事を気張らんといかんな。
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「く……くそ……なんだよアイツ……！　あれが英えい雄ゆうだってのか！」

　一人また一人と、蒼い髪の女性に向かってはなぎ倒たおされていく『同志』を見ながら、男は震ふるえた声と共に足を後ろへとやった。

　確かに、彼らには命に代えても組織の首魁を解放するという志が有った。

　全員が全員そんな高こう尚しような覚かく悟ごを抱いだいていたかは分からないが、それでもこの場に居る多くの者は、自らの命と引き換かえに──という気き概がいを持っている。

　──だが、いま彼らの前にある現実は、どこまでも英げん雄じつであった。

　気合一つで物事がなんとかなる。

　馬ば鹿かげていると思うかもしれないが、その実そんな事は少なくない。

　人の持つ心の力というのは、存外に強いのだ。

　そういう意味では、男達はかなり優ゆう秀しゆうな兵士だと言っても良いだろう。

　己おのれの命に釣つり合うほどの志を持った戦士たち。

　戦いのプロフェッショナルとは比べようもないが、それでも男達は一いつ般ぱんの人々に比べ、屈くつ強きようであった。

　しかし、飽あくまでそれは一般人という常識と比ひ較かくした場合の事だ。

　彼らの目の前に立つのは、英雄という非常識である。

　エルフの得意とする魔ま法ほうの力。それを一いつ切さい受け付けぬという怪物ひじようしきを倒した、究極の英雄ひじようしき。

　それが、アルマ＝シジマという武術家だ。

「出来れば、ここを通してくれるとありがたいんだがな。殺さぬように加減をするというのも、存外疲つかれるんだ」

　己おのが属性を宿した魔ま力りよく──冷気を吹ふき荒あらしながら、アルマは零れい度どの声を投げる。

　一見慈じ悲ひ深い様に聞こえるが、その声は語っている。お前たちなど有う象ぞう無象にすぎない、と。

　事実、男達はこの十倍──いや、百倍の数を集めたとて、彼女に傷を負わせることは出来ないだろう。

　タリスベルグというエルフの天敵に対しては相あい性しよう的な問題もあるだろうが、男達とアルマにはもっと根本的な問題があった。

　単純に、存在としての格が違ちがう。毒すら持たぬ蟻ありでは、龍りゆうになど勝てようはずもない。そういう問題なのだ、これは。

「く、くそ！　なめやがって……！」

　故ゆえに、男達に出来るのは、悪態を吐つくことと、無む謀ぼうな突とつ撃げきで数を減らすことだけだ。

　増ぞう援えんはまだ呼べる。だが、数を増やしたとてアルマには通じないだろう。

　それでも彼らは、ここで彼女を足止めするという使命を放ほう棄きすることは出来ない。

「な、何な故ぜだ!?　異国の文化に侵しん食しよくされ、森が消えていく事を何故なんとも思わないんだ！　仮にもお前は英雄と呼ばれた者なんだろう!?」

「英雄、か」

　膠こう着ちやく状態の中、男の言葉にアルマが耳を傾かたむける。

　英雄アルマ。エルフの国では知らぬ者の居ない名だ。

　しかし彼女は──それを否定こそしなかったものの、誇ほこりに思ったことは一度もなかった。

「そんな肩かた書がきには、意味は無いよ。私が正しいと思った事をしていたら、知らないうちにそう呼ばれていたというだけの話だ」

「だったら、この国の現状を憂うれうべきだろう！　なんとも──」

「思わないな」

「なっ……！」

　もしかしたら、説得出来るかもしれない。

　男の顔に浮うかんだ希望はしかし、アルマ本人の言葉によって断たち切られた。

「正直に言えば、国だとか、そんなのはどうでもいいんだ。ただ私は指導者という立場において、師せん匠せいの教えに従っているだけ」

　そして、とアルマは続ける。

「そして──教え子の晴れ舞ぶ台たいを、邪じや魔まされた。あの人ならばきっとそれを許しはしないだろうから。……だから、私はお前たちを邪魔せずにはいられない。私の可か愛わいい教え子を人ひと質じちにとったんだ。覚悟の一つも決めているんだろうな……！」

　英雄アルマ＝シジマ。エルフの国の人々は、彼女をそう呼ぶ。

　だが彼女は、己の憧あこがれの姿を追っているだけなのだ。

　……まるで、アルマの心情を世界に映すかのように。

　静かな怒いかりが、アルファレイアの街に永久凍とう土どの風を運ぶ──！

















第十五話　潜せん入にゆう









「……ここだな」

　アルマと別れて少し。

　見み栄ばえの良い建物が立ち並ぶアルファレイアの歓かん楽らくエリアに到とう着ちやくした私達は、その中にあっても一ひと際きわ豪ごう奢しやな建物の前で声を潜ひそめていた。

　匪ひ徒との凶きよう行こうによって捨てられた街のようになったアルファレイア。この歓楽エリアもその多分に漏もれず、普ふ段だんの活気を失っていた。

　だが、ここは違う。

　物もの陰かげに潜みつつ、巨きよ大だいな建物を見上げた私は、視線を地上に戻もどす。

　そこには同じ衣服に身を包み、様々な武器を持った者達が集まって辺りを警戒していた。

　で、あるならばここがセリアの居る劇場なのだろう。

　震える怒りが拳こぶしに映り、食い込む爪つめが痛みを伝える。

　……こんなに大きな劇場で、主役を張る。若いものにはついて行けず、芸の道には詳くわしくない私でも、それがどれほどの名めい誉よかは良く分かる。

　その座を手にするには、運だけでも、才能だけでも足りないことも分かる。

　だからこそ、憤いきどおらずにはいられない。

　己の力と努力で勝ち取った、晴れ舞台。あの若さでそれを成し遂とげるには、想像もつかないような努力があったのだろう。

　流した涙なみだが乾かわかぬ内に、涙を重ねたはずだ。文字通り血の滲にじむような思いもしたかもしれない。

　それでもあの子は笑っていたのだ。夢の始まりを、喜んでいたのだ。

　それを──いい大人の下らぬ駄だ々だで潰つぶされたのが、心底腹が立つ……！

「抑おさえて。今騒さわぎを起こすのはまずいよ」

　たぎる怒りが魔力と化し、じわりと身に滲んだ所で、ソーニャのひんやりとした手が怒いかりで火ほ照てった手に添そえられる。

「……ああ、すまん」

　我ながら未熟なものよな。この歳としになっても激情を抑えられんとは、未熟もすぎる。

　だがお陰かげで落ち着いた。

　中がどうなっているかわからぬ以上、今奴やつらを刺し激げきするのは得策ではない。

「……でも、どうするの？　アルマも、急がなきゃっていってた」

　いつものゆっくりとした喋しやべり方よりも、少し早く紡つむがれた言葉。

　シェリルも珍めずらしく焦あせっているようだ。

　シェリルは、セリアを気に入っていたからな。この子が武術をせぬ子供に興味を持つというのは、滅めつ多たにないことだ。

　……友を思う気持ちは同じ、か。

　セリアは勿もち論ろん、シェリルの為ためにも。一刻も早くセリアを助け出したいが──しかし、肝かん心じんな策が思い浮かばない。

　今回ばかりは無策で突つっ込んで後こう悔かいを出来る状じよう況きようでもない。

　くそ、どうすれば良い。

　立ちいかぬ焦しよう燥そうと、抑えきれぬ怒りが、爪を手に運ばせる。

　──その時だった。

「おーおー、辛しん気き臭くせえ空気だなぁ？」

　背後から、場に似つかわしくない軽い声が響ひびく。

　少し聞いただけで女性のそれとは違う、青年の声だ。だが、無論それは私のことではない。

　この場には無いはずの、四人目の声。

　余よ程ほど焦っていたのか、これ程までの接近を許すとは──！

　三人同時に、瞬しゆん時じに後ろへと振ふり向く。

　しかしそこに在ったのは──今日だけで見み飽あきた、あの緑の衣服ではなかった。

「貴様──」

　褐かつ色しよくの肌はだを飾かざる、浮うき雲ぐもの様な髪かみ。

　手が上がると同時、柘榴石ガーネツトの瞳ひとみが三日月に歪ゆがむ。

「ダグラスか」

「よお、ちィと顔貸しに来たぜ」

　そこに居たのは、つい先日拳を交かわし、酒を酌くみ交わした男であった。

　若くして猛たける炎ほのおの様な拳を振るう、魔ま人じんの青年──ダグラス＝ブラード。

　タキシードに身を包んだダグラスは、不敵な笑みを浮かべている。

「……何の用だ？　見ての通り、忙いそがしくてな」

　苛いら立だちからか、ついつい言葉が荒あらくなってしまう。だが、ダグラスは敵意にも見える私の言葉を受けてなお飄ひよう々ひようとした態度を崩くずさない。

「なぁに、見知った顔を見かけたんで、ついでに用事を済ませに来たのさ。ついてこいよ。あの劇場に入りてぇんだろ？　これでもちっとばかしこの街にゃ詳しいんだ。抜ぬけ道みちを教えてやるよ」

　姿勢を正すと同時、ダグラスは背を向ける。

「協力してくれるのか？」

「まあな。ケチなモンだが、再戦のリザーブ料だと思ってくれや。……それに、劇団の中にも覚えがある顔が在ったんでね」

　背そむけた顔を合わせずに発される青年の声は、どこかバツの悪そうな色を含ふくんでいた。

　覚えがある顔──というのはセリアの事だろう。気にしていたのは、あの時の勝ち負けだけではなかったということか。

「どうした、来ねえのかい？」

「……いや、感謝する」

　結局、私達はダグラスの背を追う事にした。

　他ほかに方法も無いし、なによりこの男は噓うそを吐つかない。そんな、確信があった。

「だが、魔人のお前が何故、エルフの街の抜け道を知っているのだ？」

「ま、知っての通り色々と人には言えねぇ仕事をやる機会も多くてな。ンなことばっかやってりゃ、嫌いやでも詳しくなるさ」

　相変わらず、素行は良くないようだがな。

　門下にいれば根こん性じようを叩たたき直してやったところだが、そうでもない者に口を挟はさむ気も時間も無い。

　……考えてみれば、裏武術会の元もと締じめも知り合いに居ることだしな。今いま更さらだ。

「んじゃ行くか。ちいと臭くさいところを通るぞ、覚かく悟ごしとけ」

「えっ……く、臭くさいの？　困るなあ……でも仕方ないよね、うう」

　再び出発を促うながしたダグラスの言葉に、ソーニャが固まる。

　そういえば、ソーニャは視覚以外の五感が優すぐれているのだったな。

　臭い抜け道……というと下水道の類たぐいだろうか。手練てだれの土魔ま術じゆつ師し達を動員して、衛生には気を配って作られたというアルファレイアも、流石さすがに下水道は臭いのだろうな。

「……良ければ、ハンカチを貸そうか？　鼻を隠かくせば幾いくらかマシになるだろう」

「えっ！　良いの!?　借りる借りる！」

　気き遣づかいからソーニャにハンカチを差し出すと、ソーニャは若じやつ干かん引くくらいの勢いで食くらいついてきた。

　……臭しゆう気きが余程嫌いやだったのだろう。他意はないはずだ。

「ありがとうスラヴァ君！」

　他意はない……はずだ。

　未まだ臭い場所とやらにはたどり着いていないが、ソーニャは鼻にハンカチを宛あてがい、どこか嬉うれしそうに微ほほ笑えんでいる。

　なんだか最近、だんだんと開放的になってきているような気がするが……気のせいという事にしておこうか。

　少し気が抜けたが、ここからが正念場だ。気を引き締しめねば。

「っし、ここだ。まあそう長い間じゃねえが、鼻ァつまんでた方がいいかもな。……もうやってる奴もいるみてぇだがよ」

　どこか興奮した様子のソーニャに妙みような寒気を感じていると、ダグラスが地面にはめ込まれた鉄の蓋ふたをこじ開けた。

　やはり下水道だったか。ソーニャは大だい丈じよう夫ぶだろうか。

「んふー、んふー……」

　……大丈夫そうだ。いや、別の意味で大丈夫じゃあないかもしれない。

　匂においに特とく殊しゆな興奮を覚える者も居ると聞いたことがあるが……いや、ソーニャがそうであるとは限らない。

　実は私は大変なことをしてしまったのでは。恐おそろしい想像から逃のがれるように、私は暗い穴へと身を下ろすのであった。




　　　　◆




「……うし、誰だれも居ねぇな」

　鉄の蓋──入ってくる時に外した丸いものとは違ちがい、四角いものを押し開き、顔を出したダグラスが呟つぶやく。

　下水道の中と同じく、蓋の上も明かりは無いようだ。

　薄うす暗ぐらい中、指に灯ともした光を頼たよりにはしごを登る。

「狭せまいな……ここはどの辺りなのだ？」

「端はしっこの方にある倉庫らしいぜ。前に忍しのび込む時にも使ったんだが、まだ塞ふさがれてなかったんだな」

　ダグラスの話によると、ここは劇場内の倉庫であるらしい。

　確かく認にんするために辺りを見回せば、確かにそれらしい道具が埃ほこりを被かぶっていた。

　……結構、埃っぽいな。あまり使われていないのかもしれん。

「さて……んで、どうするんだい。中には入れたが、ヘタには動けねえんだろう？」

　指に灯した淡あわい光が照らす薄暗い部屋の中、愉ゆ快かいそうなダグラスの笑みが浮うかぶ。

　ここまで案内してきたが、どうやら帰るつもりはないらしい。

　祭り事が好きそうな男だ、自分も騒ぎたい……と言ったところか。

　なんにせよ、戦力……それもダグラスほどの戦力が増えるのはありがたいところだ。

　特にその事に触ふれることもなく、これからの流れを説明する。

「ああ、それなんだがソーニャの力を借りようと──ソーニャ？」

「う……うぷ……やっぱキツかった……」

　……説明しようとしたのだが、策の要かなめとなるソーニャは、大分下水道の臭気に参っているようだった。

　むう、不ま味ずいな。ここから先はソーニャの力を借りることが出来るかどうかで、大分変わってくるのだが──

「ソーニャ、だいじょぶ？」

「へ、平気。スラヴァ君のハンカチがなかったらまずかったかもしれないけど……」

　……まあ、なんとか平気な様だ。

　シェリルに介かい抱ほうされているソーニャは辛つらそうだが、なんとかといった様子で目つきを鋭するどく、表情を正す。

「ん、んん！　私の力が必要なんだね？　大丈夫、なんとかなったよ」

「う、うむ。それでだな……先まずは劇場内の索さく敵てきを頼たのみたい」

　やや戸と惑まどったが、私はソーニャに劇場内を探さぐるよう依い頼らいする。

　こればかりはどれだけ強い武術家であろうと出来ない、彼女だけの能力だ。

「了りよう解かい、やってみるから少し静かにしててね」

　そう言うと、ソーニャは息を潜ひそめた。

　言われた通りにダグラスまでもが息を吞のむと、集中を始めたソーニャの身体からだが淡く発光を始める。

　ソーニャは地面に指をつくと、目を瞑つぶり感覚を研とぎ澄すます。

　相変わらず、凄すさまじい技術だ。

　おそらくは指から伝わる音と振しん動どうで、劇場内の情報を把は握あくしているのだろう。

　どれだけそうしていただろうか。

　やがてソーニャは目を開けると、静かに息を吐はき出した。

「──うん、大体把握したよ。と言っても、流石に視れなかった場所もあるけどね」

　足りなくなった息を少しだけ荒らげた息で整えつつ、ソーニャは事もなげにそう言った。

　まあ誇ほこらしげな顔をしているが、それくらいは許容範はん囲いだろう。

「ああ、よくやった。ご苦労だったなソーニャ。それでは、説明を頼む」

　労ねぎらいの言葉と共にソーニャの頭を撫なで、緩ゆるめた唇くちびるを結び直す。

「えへへ、なんてことないよこのくらい。……うん、じゃあ話すよ」

　すると、ソーニャもまた、表情を引き締めた。

　切り替かえの早さは、流石に腕うでが立つだけはある。

「まずだけど、劇場内の人数はそんなに多くない。開演前でお客さんがあまり入っていなかったこともあるんだろうね。劇団の人達は中央にあるステージに集められている。敵が一番多いのも、勿もち論ろんここだね。でも、敵の数はそんなに多くないんだ。多分、殆ほとんどを劇場の外の警けい戒かいに出してるんだと思う。侵しん入にゆう者をどうこうするより、侵入させない事に主眼をおいているのかもね。それと、流石に三階より上のフロアは視みれなかった。でも、二階の時点で敵はほぼいなかったよ。……纏まとめると、警戒しながら歩けば、気付かれずに目的の場所に行けるんじゃないかなって感じ」

「……ふむ、そうか」

　顎あごに手を当て、私は脳内に考えを巡めぐらせる。

　とは言っても、馬ば鹿かの考え休むに似たり──と師し匠しようが言っていた位だ。私の様な者に奇き策さくが思い浮かぶはずもなし。

　それに、策を考えているような時間はない。故ゆえに、ほぼ考えは決まっていた。

　大切なのはこの劇場内がどの様な状じよう況きようにあるか。それだけだ。

「では、これより奇き襲しゆうをかけることとする。敵に気付かれずステージへ突とつ入にゆうし、先ずは人ひと質じちの安全を確保するのだ。……ソーニャよ、建物の構造はわかっているか？　ステージへ繫つながる扉とびらはいくつある」

「三つだね。正面玄げん関かんから見て左右に一つ、中央に一つ。概おおむねそんな感じだよ。ここから近いのは左の入口っていったところかな」

「……分かった。ではダグラス、別動を頼めるか？」

「ああ、祭り事には首を突つっ込みたがるタイプでね」

「よし、ならば私達でまず近くの入口から突入しよう。戦せん闘とうが開始次し第だい、少し遅おくれてお前も中央の入口から乱入してくれ」

「大将は両手に花ってわけかい？」

「私には少し過ぎた高たか嶺ねの花だがな。……では、行くぞ！」

「おおー！」

　気合を入れるため、鬨ときの声を上げる。

　隠おん密みつ行動の最中さなか故、声を抑おさえた物もの哀がなしいものだったが──それでも、ソーニャとシェリルの心を動かすには十分なものだったようだ。

　もとよりやる気満々といった様子のダグラスは、牙きばをむき出しにして両手を打ち付けていた。

　……いや、私も少し熱いな。

　守るべき者がある、敵に憤いきどおりを覚えている。

　私から相手への恨うらみつらみがなかったタリスベルグとの戦いとはまた別の、燃えるような心が私の身体を動かしていた。








第十六話　世界一格好いいひと









　あれ？　わたし、何をしていたんだっけ。

　頰ほおに張り付く冷たい感覚で目を覚ましたセリアは、目ま蓋ぶたを開いて虚うつろな意識に光を入れた。

　見慣れぬ場所。と言うよりは、見慣れぬ視線だろうか。

　見たことのない景色に意識の覚かく醒せいを遅れさせたセリアは、意識を失う前の事を思い出し、ようやく視界の意味を知った。

「セリア！」

　一年程ほどを共にした仲間の声に、セリアは上体を起こし、視線を本来あるべきものへと正す。

　そうだ──ここは、劇場だ。

「あう……痛つう……」

「よ、よかった……！　だ、大だい丈じよう夫ぶ？　セリア」

　冷たさを感じていた方とは逆の頰に走る痛みを手で押さえると、様子を窺うかがう様な弱々しい声が聞こえてくる。

　声を発したのは劇団仲間の少女だ。

　何い時つもは自信に満ち溢あふれた友人の声がトーンを落としていることに気づいたセリアは、痛みを堪こらえて笑え顔がおを作る。

「ヘーキだよ！　リナも大丈夫だった？」

「う、うん……でも、ごめんね……庇かばってくれて、ありがとう……」

　友人であるリナの言葉に、セリアは自分が意識を失う前に何をしていたか思い出した。

（……そう、確かあのヘンな人達が来て──）

『清せい廉れんの国』と名乗る男達がやってきたのは、セリア達が最後の合わせ練習をしている時のことであった。

　まだ開演前の、しかし劇団員達の熱意が籠こもるステージ。

　持てる技術の全すべてを籠め、セリアがどこか自分と重なる少女を演じようとしていた頃ころ。

　ステージに繫がる三つの扉が突とつ如じよとして乱暴に開かれ、劇場内に雷かみなりの轟とどろくような音がした。

　劇場やその周辺には雇やとった用心棒達が警備をしていたはず。起こるはずのない──起こってはいけない出来事に、劇団の人々は抵てい抗こうすらも考えなかった。

（そういえば、シドくんはどうしてるんだろう。確か用心棒をするって言ってたな……）

　セリアは、劇場の近くに居たはずの親友の姿を思い浮かべる。

　セリアの記き憶おくの中の友人は、小さくても自分の手伝いをできることが光栄だと言っていた。

　無事なら良いんだけど。心が張り裂さけそうな感情の中、それでも今のセリアには何も出来ない。

　シドの無事を祈いのりつつ、セリアは記憶を遡さかのぼっていく。

（えっと……それで確か皆みんな集められて……）

　劇場の中に入ってきた男達は、怒ど鳴なるように劇団の人々を集めた。

　その中には勿論、セリアやリナの姿もあった。

　なんで選よりによって今日なんだ。そんなことを思ったのを、セリアは覚えている。

　そしてそれは、リナも同じだった。

　少しリナがセリアと違ちがったのは、セリアに比べ、より直情的だった事だろう。

　武器を構える男達にも恐おそれず、リナは男達を罵ば倒とうした。

　男達へ向けた言葉の中には、男達の気に障さわる言葉が有ったのだろう。

　同じ衣い装しように身を包んだ男達の中から一人が前へと出てきて、それで──

（思い出した。かわりに、殴なぐられたんだっけ……）

　槍やりの柄えの部分をリナ目め掛がけて構え、振ふり払はらった。

　リナを庇ってそして──気を失った。

　事のあらましは、大体そんなものだ。

　気絶した後から目が覚めるまでの記憶は無いが、劇団員の数が記憶の中と変わっていないことに、セリアは心中で胸を撫で下ろした。

「ようやく目が覚めたか」

　と、そんな時であった。

　頭上から、冷たい声が降り注ぐ。

　元から小さな身体が屈かがんでいたことで、低くなった視線を上げ、セリアは声の主を睨にらみつけるように見上げた。

「……誰だれ？」

　人との間にあまり壁かべを作らないセリアにしては、その声は冷たいものだった。

　当たり前だろう、そこに在った顔は、知り合いの劇団員のものではなく──即すなわち、敵に当たる者の声だったのだから。

　しかし、劇場を占せん拠きよする者とも、何ど処こか違う。

　セリアはすぐにその違い和わ感かんの正体に気づく。

　男の服は、連中の着ている緑の衣服とは違うものだった。

「誰、と聞かれると少し難しい。奴やつらの仲間というのも少し違う──が、簡潔に言えばお前たちの敵となるのだろうな」

「……ふーん」

　警戒を緩めず、セリアはそっけなく返事をする。その中でも、セリアは男の正体について色々と考えを巡らせていた。

　やたらとピリピリした『清廉の国』の構成員達とは違い、男の雰ふん囲い気きはすぐに見て分かるほど落ち着いている。

　加えて、仲間というのも少し違うという言葉に──何より、男の耳だ。

　尖とがってはいない、されど動物のものとも違う、丸い耳。

　この世界で耳というのは分かりやすくその者の種族を表す特とく徴ちようでもある。

　獣じゆう人じんならば己おのがルーツとなる獣の耳を持っているし、エルフならば尖った耳だ。

　そうした上で考えていくと、特徴のない耳を持つ男は人間か、魔ま人じんということになる。

「おじさんは、魔人なの？」

　セリアがたどり着いた答えは、後者の方であった。

　白い髪かみに紅あかい瞳ひとみという身体的特徴が魔人によく見られるそれと一いつ致ちしていたし──何より、纏う空気が昔苦手としていた友人の、最初に出会った時のものに良く似ていたからである。

「いや、俺は人間だ。……そうか、そう映るか」

　魔人なのか、という問いに男は口を押さえ、何かを考えこんでいるようだった。

　その答えの意外さと、不気味とも言える行動にセリアは背筋に冷たさを感じる。

「それで、結局おじさんは……なんなの？」

　男の様子に何処か機き嫌げんの良さを見たセリアは、恐る恐るといった様子で問いかけた。

　すると男は、口を隠かくしたままにセリアの方を向き直った。

　手に隠れて見えない口は、恐らく愉ゆ快かいそうにつり上がっているのだろう。不ふ吉きつな月のように歪ゆがんだ瞳が、そう語っていた。

　上う手まくすれば、気になることの幾いくつかは聞けるかもしれない。悟さとられぬ様につばを飲み、セリアは男の言葉を待った。

　僅わずかな逡しゆん巡じゆんの後、男は語る。

「……一応は用心棒、という事になっている。奴ら、大たい言げんを吐はく割には自分らの戦力に不安があるようだ。正直ご大層な思想なぞどうでも良いが──ふと、気になる事もあったのでな」

「気になる、こと？」

「──アルマ＝シジマ」

「！」

　無意識の問いかけに返ってきたのは、少女が最も尊敬する者の名前であった。

　驚おどろきを隠せぬ様子のセリアに微ほほ笑えみ、男は続ける。

「今、この街にはかの英えい雄ゆう殿どのが滞たい在ざいしていると聞いた。あわよくば手を合わせる機会があるやも──と思ったのだがな。流石さすがにいちいちこの様なくだらん騒さわぎには手を出さんか」

　口から手を離はなし、自じ嘲ちよう的な笑みを浮うかべた男は続ける。

「骨折り損のくたびれ儲もうけ、という奴かな。残念ながら俺の出番は無さそうだ」

　何処かさみしげにそう言葉を結ぶと、男はセリアへの興味をなくしたのか、表情から笑みを消して背中を見せる。

「待って」

　だが、セリアは男の背中を呼び止めた。

　幼い少女の──しかし強い声に、男が足を止め、顔を向ける。

「残念だけど、おじさんの出番はきっと来るよ」

「……ほう？　言い切るな」

　男が見たセリアの顔は、自信に満ち溢れていた。

　いや、自信というのは少し違う。これは根こん拠きよの無い自信ではなく──確固たる、信しん頼らいだ。

「世界で一番格好いい人が、きっと悪い人たちを懲こらしめに来るんだから。絶対、絶対だよ。そしたら、おじさんたちなんか皆やっつけられちゃうんだからね」

　セリアの頭に浮かぶのは、銅あかがね色いろの髪を持つ少年の姿だ。

　十年も前から色いろ褪あせる事ない姿を持つ、想おもい人の笑みが浮かぶ。

　挑ちよう戦せん的にも見えるセリアの表情を横目に視みる男は、口角を吊つり上げた。

「……覚えておこう」

　セリアの言葉を信じたのか、それともただ嘲わ笑らったのか。

　男は喉のどを鳴らしながら帰っていった。

「せ、セリア……」

「リナちゃん？」

　男が去って行くと、隣となりで震ふるえていたリナがセリアに身を寄せる。

　怯おびえた様子の友人をセリアは優やさしく抱だきとめると、頭を撫でた。

「きっと、大丈夫だからね。だってこの街には、今──スラヴァくんが居るんだもん」

　セリアの口から幾いく度どか聞いた名に、リナは顔を上げた。

　友人の口から語られる惚のろ気けにも似た少年の話。

　セリアと同年代の少年の話など、この状じよう況きようには似つかわしくない。

　しかし──

　セリアに返そうとした言葉を遮さえぎるように、突如火の魔ま法ほうでも炸さく裂れつさせたような音が響ひびき、リナは反射的にその身体を震わせた。

　轟ごう音おんは二つ続き、一いつ瞬しゆんの内に収まり、次いで──誰のものとも知れぬ男の声がホールに響く。

「なっ……お前たち──ぎゃっ！」

「お、おい!?　一体……ぐおっ!?」

　セリア達の頭上を、緑の服に身を包んだ男達が飛んでいく。

　何が起こったのかわからず、劇団の人々の中にも悲鳴を上げる者が出てくる。

　だが、リナは見ていた。セリアだけは落ち着いていて──

「ほら、ね？」

　そう言って、微笑むのを。

「──セリアは、何処だ？」

　静かな声に激しい怒いかりを込こめ、少年が吠ほえる。

　友人の『自じ慢まんの親友』。スラヴァ＝マーシャルという少年を初めて目にした少女は、呟つぶやいた。

「世界一格好いい、か」

　銅色の髪を淡あわい桃もも色いろの魔ま力りよくで燃やすように靡なびかせる、細身の少年。

　その姿を見て、劇団の少女は成なる程ほど、と納なつ得とくした。








第十七話　驚きよう愕がく









「ぐえッ！」

　目め障ざわりな緑の衣服に身を包んだ男を踏ふみつけ、威い圧あつする様に辺りを見回す。

　瞳に映るは、見み飽あきた緑服の男達と、怯える劇団の人々。

　いざこうした光景を目まの当たりにすると、怒りが湧わき上がってくるのが分かる。

　……にもかかわらず、自分でも少し驚くほど私は冷静であった。

　失敗出来ない状況というのは、割と慣れている。

　武術の道を歩む以上、命をかけた戦いというのはさほど珍めずらしいものではない。

　だが私がこうしてこの場に立っている以上、私はそのことごとくを『失敗』せずに切り抜ぬけてきたということだ。

　今回も、そうだ。

　失敗出来ない。故ゆえに心は凪なぎの海の様に静かでなくてはならない。

「──セリアは、何ど処こだ？」

　誰だれにともなく、問いかけを空へと放ほうる。

　辺りの男達が肩かたを震わせるのが見えたが、今はそんな事はどうでもよい。

　ただ、今の私に必要なのは──

「スラヴァくんっ！」

　可か愛わいらしい学友の、無事な姿のみ。

　……無事、だったか──！

　思わず安あん堵どが漏もれそうになる。

　だが、まだ気を緩ゆるめるには早い。

　ダグラスによる陽動は功を奏したようで、敵は未いまだ混乱の最中さなかだ。

　総そう崩くずれの陣じん形けいで、今すぐセリア達に手出しを出来る者は居ないだろう。

　この位置ならば、男達がセリアに襲おそいかかる前に──殺とれる。

　近くに居る男達を一いち瞥べつすることで牽けん制せいしつつ、セリアへと歩みよっていく。

　道中、倒たおれた男達を数人踏みつけたが、どうでもよい。

　自然と割れていく人々の海を進み、私はようやく目的の場所へとたどり着いた。

「スラヴァくん……スラヴァくんっ！」

「セリア……！」

　抱だきついてくるセリアを抱きとめ、その温かさを確かめる。

　……よかった、本当に。

　あと何年あるかもわからぬ人生だ……友人を失うのは、早すぎる。

　か弱い少女が全力で抱きしめてくる感覚の愛いとおしさ。

　流石にこればかりは少し気を緩めてしまう。




「大だい丈じよう夫ぶか？　セリア」

「うん……大丈夫だよ……」

　しかしここは未だ戦地。何い時つまでも抱きしめていたいぬくもりを離し、セリアの具合を確かめる。

　すると、頰ほおに殴なぐられたような傷が見えた。……棒のような道具を使っているな。恐おそらくは槍やりの柄えかなにかだろう。

　……この分だと、大分強く殴られたと見える。

　表情に現れそうになる怒りを嚙かみ潰つぶし、セリアの頰へ手を当てる。

「あ……」

「痛かったろうに。……さて、少し待っていなさい。奴やつらを懲らしめてやらねばな」

　安心させるよう、笑みを作り、手を当てたまま頰を撫でる。

　その時に治ち癒ゆの魔ま術じゆつを発動させ、頰の傷を治していく。やはり、女子の顔に傷は似合わん。

　手を離すと、セリアはなくなった痛みを確かめるように、自らの頰に手を沿わす。

　痛みが消えていることに少しだけ驚いたセリアは、すぐに笑みを浮かべた。

「……うんっ！」

　やはり、良い子だ。

　友達思いで、頭も回り、優しい。私はこの友人が大好きだ。

　──故にこの子がこんな目に遭あうのは、許せん。

　勢い良く振ふり返ると、再び男達が肩を震わせる。

　……己おのれより強い力にはとことん弱いか。全くもって度し難がたい。

「どの様なご高説を掲かかげているかは知らんがな……」

　セリアに背を向け、表情が見えないのをいいことに、私は怒りを表情に映していた。

　数を集め、武器を持ちて弱き人々を虐しいたげ、それで語る自然になんの意味があるというのか。

「人の努力を踏み荒あらすお前たちに、夢を語る資格はない！」
















　魔力を解き放ち、戦せん闘とうの意志を露あらわにする。

　人ひと質じちが無事だったから良いという問題ではない、此奴こいつ等には灸きゆうを据すえねば気が済まない。

「お、お前みたいなガキに何が分かるってんだ！　く、くそ、いい気になってんじゃねえぞ！　こっちにゃなあ、こんな時の為ために呼んでる奴が居るんだよ！」

　この期ごに及およんでも未だ自分達の力で何とかしようとしない奴らに溜ため息いきが出そうになるが、怒りがその溜息を押しとどめた。

　何処までも愚おろかな奴ら。しかし、そんな事ばかりをしていたからか、他人の力を借りるのは得意なようだ。

「ほうほう、これは中々面おも白しろい少年だ」

　現れたのは、白髪しらがを逆立てた──見たところ三み十そ路じ前程の──男であった。

　切れ長の目に鳩はとの血を思わせる瞳ひとみという特とく徴ちようから考えれば、魔ま人じんであろうか。

　固そうな生き地じの、しかし余よ裕ゆうのある衣服は、中を見ずとも感じて取れるほど恵めぐまれた骨格を隠かくしている。

「魔人、か？」

「お前にもそう見えるか。生あい憎にくと、俺は人間さ。れっきとした……とは言いがたいがね」

　種族を問うて、人間と返ってくるとは思わず、私は僅わずかばかり唇くちびるを尖とがらせた。

　しかし、今重要なのはそこではない。

　──この男、強い。

　戦う前からこれほどまでの力を感じるのは、何い時つ以来であろうか。

　今こん生じようで見れば一番の、と言ってもいい。それは──チェスターを含ふくめても、だ。

　思わず、冷たい汗あせが浮うかぶ。

　このような緊きん張ちよう感かん、百年はなかったやも知れぬ。

　それほどまでの、圧あつ倒とう的てきな闇やみ──！

「かの英えい雄ゆう、アルマ＝シジマと手を合わせられるか──と期待していたが、これは予想以上に大きな獲え物ものがかかったか。あの少女の言う通りになったな」

　くつくつと喉のどを鳴らすその様さまには、強者特有の油断なき余裕と──武術家に見られる、強者への渇かつ望ぼうが見える。

　だが、私にはどうにもこの男が同類とは思えなかった。

　何な故ぜだか──この男だけは認めてはならない。

　そんな根こん拠きよの無い、予感めいた確信。

「少年、名は何と言う？」

　拳こぶしを縦に並べるようにして構えた男が、名を問うてくる。

　無む性しように気に食わない、自分でもわけのわからぬ感情が渦うず巻まくが、私は淡たん白ぱくに答えた。

「──スラヴァ＝マーシャル」

　強者と戦う前には、必ずと言っていい程唱えてきた名前。

　しかし不自然なまでに躍おどらぬ心に不ふ審しん感を覚える。

　構えを前にして構えぬなど、無む抵てい抗こうも良い所。

　名乗りとともに構えた『流りゆう水すい』を見て、白髪の男は目を丸くする。

「スラヴァ、か。懐なつかしい名だ。彼かの者と同じ名を持つ者が、その構えをしているとはなんとも感かん慨がい深ぶかい」

　──が、今度驚おどろいたのは、私の方であった。

　男が指した『彼の者』とは、恐らく『スラヴわァ＝シたジマし』の事だろう。

　確かに、私の名はそれなりの知名度を持っている。

　エルフの国においては、男児の名前として珍しく感じぬ程のものだ。

　しかしそれは、アルマの師としての知名度を持つ名前だ。

　私が上げた実際の武功は、実のところそれほど知られていないだろう。

　だが男は、まるで見てきたかのようにその名を口にした。

　もしも男が自身を人間と言ったことを信じるのならば、恐らく男が生まれる頃ころには私はもう生きてはいなかったはずだ。

　私もある程度は有名だったとはいえ、現在のアルマほどではない。人間の国においては精々「昔強い武術家が居た」程度の知名度のはずだ。

　だというのに、この男の言げんは一体……？

　いよいよ背筋が冷たくなってくると、男は笑う。

「我が名はゼツロ＝ヴァルツァー。さあ──手合わせ願おうか！」

　その名に私が驚きの声を上げるのと──男が地を蹴けるのは、同時のことであった。








第十八話　あり得ぬ邂かい逅こう









　──疾はやい！　いや、これはそれよりも──！

　ゼツロ、と名乗った男の踏ふみ込みに対し、私はその動きの異質さに舌を打った。

　踏み込んだ、と思った次の瞬しゆん間かんには、白髪の男は既すでに私を射程圏けん内ないに捉とらえていたからだ。

　白髪の男と私の間にはそれなりの距きよ離りがあった。それを一瞬で詰つめるのは、確かに一定の速さはあるのだろう。

　しかし、それ以上に異質すぎる！

　速さ以上に、感知出来ない足運び──まるで、そこにあった海が一瞬で干ひ上あがるかのような異様さ──！

「ちッ！」

　その踏み込みから繰くり出されるは、跳はねた勢いのままに拳を突つき出す突きだ。

　既に引き絞しぼられていた矢を放す、一二三の一を抜ぬいたような予備動作の少なさに、思わず舌を打つ。

　単なる突きならば、それでも逸そらすことは出来ただろうが、これでは拳から当たる体当たりと言ったほうが適切だ。

　奇き襲しゆう性の高さに歯は嚙がみしながらも、迷わず回かい避ひを取る。

「見み込こんだ通りだな」

　私の居た場所を通りすぎて行った男が、振り向きながらに言うそのさまは、ひどく楽しそうなものだった。

　動どう揺ようをしていたとは言え、最初の一いち撃げきで決まっていてもおかしくはない──それほどの一撃だったことに背筋が冷える。

　恐らくは足運びや意識の虚きよの突き方に依よるものだと思うが──

　それ以上に解げせないことがある。

　今ほどの一撃を悟さとらせずに放つことといい、一瞬の間の突き方といい、今の一撃は三十にも満たぬ若造が放てるものではないのだ。

　いや、魔人だとしても、あれほどの若さであの境地にたどり着くのは──まともではない。

　才能どうこうで何とかなる程度のものではないのだ、この一撃は。

　寝ねるも食べるもせず、ひたすら鍛たん錬れんと実戦に身をおく。精々が五、六十年では、生物としての矛む盾じゆん無くしては辿たどりつけぬ──奴が居るのは、そういう場所だ。

　──だが。一つだけ、一つだけ奴の言葉を信ずるのならば、それは奴が居て然しかるべき場所となる。

「貴様──その名は真まことのものか？」

　それこそが、私が戦闘の直前においても心を揺ゆらす原因となった、奴の名前である。

　ゼツロ＝ヴァルツァー。奴は自分をそう名乗った。

　私はこの名前に聞き覚えがあったのだ。いや、聞き覚えがある、という表現はあまりにも味気ない。

　なにせ、私は前世においてゼツロ＝ヴァルツァーという拳けん法ぽう使いと手を合わせた事があるのだから。

　射殺さんばかりの殺気を込こめてゼツロと名乗った男を睨にらみつける。

　私の問いかけに、ゼツロの笑えみが牙きばを剝むく。

「ほう？　何をもって疑うかは知らんが──私は確かに、ゼツロ＝ヴァルツァーという者さ」

　心底愉ゆ快かいそうな笑みに、表情を結ぶ。

　騙かたり、というわけでもなさそうだ。

　しかし、あり得ない。

　確かにこの男の扱あつかう拳法は、私がかつて戦ったゼツロ＝ヴァルツァーのものと影かげが重なる。当時のそれとは別物と言えるほど洗練されているが根底は同じ拳法だ。それが磨みがかれ、昇しよう華かされていったものとあれば頷うなずける。

　だが、忘れてはならない。

　この男は自らを人間と言ったことを。ゼツロ＝ヴァルツァーもまた、人間であったことを。

　私がゼツロと手を合わせたのは、確か私が七十歳くらいの頃の話。

　その時奴やつは、既に五十を超こえていたはずだ。

　にもかかわらず、眼前のこの男は高く見積もっても三十歳には届かぬ、という若々しさを持っている。

　あり得ない、あり得るはずがない。

　この男がエルフや魔人であれば、その時から約八十年の時が経過している今でも、存命していても珍めずらしい話ではない。

　だが、そこから若返るというのはあり得ない。

　もっと言えば、人間の奴が生きているなど、なんの冗じよう談だんだ。

　強者に感じるものとは、また別の寒気が襲おそう。

　得体の知れない男とは思ったが、まさかこれほどまでとは思わなかった。

　どんな強者を前にしても感じる事のなかった感覚──底が知れん。

「しかしおかしな事を聞く少年だ。くつくつ、まるで以前の私を知っているようじゃあないか」

　同じ名？　それとも襲しゆう名めい制？　ゼツロの正体について様々な考えを浮かべては沈しずめる事を繰り返していると、ゼツロの笑みが赤い月の様に張り裂さけた。

　何がそんなに愉快なのか。ゆら、と身体を揺らし、構え直したゼツロが言葉を紡つむぐ。

「はて、さて。私の過去を知っている者など最も早はやそうは生きてはおらんはずだが。私もお前の事が気になったぞ」

　その言葉に、あり得ぬはずと捨てたはずの考えが掘ほり出される。

　もしや此こ奴やつ、私と同じ──？

　最初は自分自身ですら信じられなかった生まれ変わり。だが実際に私がこうしてここに立っている以上、それはあり得ないとは言えない。

　だが、まだ何かが引っかかる。これは、もっと──そんな単純なものでは、ない予感がする。

「何やら色々と考えているようだな。考え事は良いが、この勝負を濁にごらせんで貰もらいたいな」

　──この男の言う通りだ。

　私の考えが合っているにせよ間ま違ちがっているにせよ、この男は他ほかのことに気を取られていて勝てる相手ではない。

「………」

「ほう？　まだ全力ではなかったのか」

　自分自身を切り替かえるため、魔ま力りよくを解放する。

　我が身から溢あふれる魔力にゼツロの顔が僅わずかに驚きを作るが──その驚きも、然さ程ほどではないといった様子だ。

『試し製せい桜おう花か』を用いぬ、真っ当な全力。極ごく普ふ通つうの武術家ならば、腰こしを抜かしていてもおかしくはない程なのだが、な。

「いいぞ、これ程の相手、そうは居なかった──」

　舌なめずりをする男からは、道を求めているだけではない狂きよう気きを感じる。

　私とも、チェスターとも違ちがう、ある種行き過ぎた渇かつ望ぼう。

　まるで、自分の暗黒面を見せられているかの様な感覚だ。それ故ゆえか、私は何な故ぜかこの男が無性に気に食わん！

　張り詰めた空気。

　ゼツロの敵意が殺気へと膨ふくらんだ時、視界からゼツロの姿が消失した。




（またこれだ！　恐おそらくは特とく殊しゆな歩法──『無む拍ひよう子し』と似たようなものか!?）

　見失った、と思えば眼前に居るその重圧。

　先ほどとは違い、しっかりと拳こぶしが握にぎりこまれる所で、私はその姿に気づいた。

　極きよく端たんに『入り』がわかりづらい──わかってはいたが、その動きの厄やつ介かいさを我が身で確かめた時といったら──！

　絶え間なく身を戦いに置くことでしか得られぬ『相手の呼吸』。この男はそれを完全に体得していると見える。

（で、あるならば──やはり、見た目通りの年ねん齢れいではないという事か）

　放たれる拳に対し、手を入れる。

　弾はじく、いなす、というよりは逸らす。

　手ての甲こうを使い、拳が結ぶ軌き道どうを顔から逸らすと、私は身をかがめて拳を握りこむ。

　逸らした拳が開き、顔に向けて薙ながれたからだ。……まるで水銀の鞭むち。これほどまでの柔じゆう軟なんさ、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで身につくものではない。

　ともあれ、私は──そう呼ぶにはあまりにも殺す意志に満ち充ちた──張り手を避よけ、ゼツロの腹部へと拳を放つ。

　が、そこは敵も想定していたのであろう。

　ゼツロの右手が円の様な運動を生み出すと、私の拳はいとも簡単に弾かれた。

　化か勁けい、か。拳法によく見られる防ぼう御ぎよ法。

　それに感心する間もなく、次いで襲いかかる体当たりを躱かわすため後ろへと跳とぶ。

「……くく、いや面おも白しろい。私も大たい概がい真っ当な者ではないという自覚はあるが──少年、お前も見た目通りの歳としではなかろ？」

　不気味な笑みを絶やさぬ白髪しらがの男と、再び視線が交差する。

　的を射た指し摘てきに思わず眼めを見開くと、ゼツロは喉のどをくつりと鳴らす。

「やはり、な。今のようなやり取りはな、才能がある奴が二十年三十年訓練したからといって身につけられるものではないんだよ。いいねえ、そそってくれる。それはな、苦痛を意に介かいさぬ男が、寝る間も惜おしんで百年近くを戦い続けないと身につかない──老ろう獪かいさだ」

　愉快そうに震ふるえるゼツロの喉は鳴り止やまない。

　どころかそれは勢いを増し、今にも大声で笑いそうなほどだ。

「なあ、覚えがあるぞその戦い方。しかもだ、奇くしくもそいつと同じ名前ときたもんだ。なあ、なにもんだお前さん。どこまで楽しませてくれるってえのかね！」

　何者だ、とは私が聞きたかった言葉だが──その問いかけで、私の方はその質問をする必要はなくなった。

　間違いなく、コイツは私を知っている。いや、気づいた、と言うべきなのかもしれんな。

「ふん、まさか真まことに斯か様ような事があるとはな。……答えよ、何な故ぜ貴様は生きている？　しかも、そのように若々しい肉体を持って──」

　かつて──前世で手を合わせた男、ゼツロ＝ヴァルツァー。どういうわけか、目の前の男は其そ奴やつと同一人物であるらしい。

　前世で手を合わせた時にはもう五十歳を超えていた男が、どうして今若々しい青年となって私の前に立っているのか──思うよりも、この世界は奇きなるモノのようだ。

「嬉うれしいねえ、この歳としになると人間の知り合いっていうのはもうおらんのよ。ええ？　懐なつかしいじゃあないかスラヴァ＝ヴェサー。ああいや、スラヴァ＝シジマだったかな」

「……今はスラヴァ＝マーシャルだ」

「ああそうか。よく名前が変わる奴だこと。何故、何故生きているかって？　嬉しい質問だ、くつくつ」

　シジマの名を継つぐ前の私の名を知っているとなると、本格的にこの男はゼツロ＝ヴァルツァー本人で間違いないようだ。

　二度と見まみえる筈はずがなかった男と、こうして再会することになるとはな。流石さすがに驚きよう愕がくを隠かくせん。

　冷たい汗あせが流れるのも気にせず、私はゼツロの言葉を待つ。

　やがてゼツロはようやく喋しやべれる程度に笑いを収めると、口を隠したままに歪ゆがんだ視線を向けてきた。

「なあスラヴァ殿どの、あんたも分かるんじゃあないかい。人間ってのぁエルフや魔ま人じんなんかと違って、寿じゆ命みようにゃ勝てないってさ」

　そう、そんな事はわかりきっている。

　だからこそ、私はそれを聞いているのだ。

　暗あん黙もくで答えを返すと、ゼツロは口を隠していた手を大おお仰ぎように開き、笑いながら言った。

「だが俺は勝ったのさ──寿命って奴にな。あんたすらが敵かなわなかった、全すべての者に等しく訪おとずれる最強の敵に、勝ったのさ！」

　道どう化け師しの様な狂笑わらい。

　異様な様子に僅かな違い和わ感かんを覚えつつ、私はやがて、ゼツロの笑いが収まるのを待った。

　そして、ゼツロはとうとうこの絡から繰くりの謎なぞを明かす。

　ゼツロは自らの懐ふところに手を突つっ込み、あるものを取り出した。

　それは──




「なあ──昏くらい色の結けつ晶しようって、知ってるかね？」

　私をさらなる驚愕へと誘さそうには、十分過ぎるものであった。








第十九話　二つの戦い









「昏くらい色の結晶──だと……!?」

　隠せない驚愕が、音となって口から漏もれ出る。

　ゼツロは私の驚おどろきを確かめるように、満足そうに頷うなずいた。

「その様子だと知っちゃあいるみたいだねえ。くそ真ま面じ目めなスラヴァ殿が知っているとは少し意外だったが、まあ話が早くていい」

　そう、私は──私達はあの不気味な結晶を知っている。

　横目でちらと確かく認にんすれば、ソーニャも突とつ然ぜん取り出された結晶にひどく驚いている様子だった。

　無理もない──エルフにとって最大の災さい厄やく、タリスベルグの卵とも言えるものが、こんな場所にあれば誰だれだって驚くはずだ。

「どうだ、なんとなく見ていると暗い気持ちを揺ゆり起こすような結晶だろう？

　まあ俺もあまりコイツの事はよく知らないんだがね──問題はその効果だ」

　恍こう惚こつとした表情で光を結晶へと通すゼツロ。

　結晶を通った光が、ゼツロの瞳ひとみの下に血けつ涙るいの様な筋を描えがく。

　どこか愛いとおしげに、呟つぶやくような声でゼツロは続ける。

「主にコイツは吞のみ込むことで体内に取り込まれる。すると次し第だいに変化が現れるんだ。邪よこしまな魔力が身体から溢れ、徐じよ々じよに髪かみは白く、目は赤くなっていき──永遠に後ろ暗い興奮状態が続く。そして、やがては──」

「周囲の結晶と共鳴し、タリスベルグを生み出す──か？」

　ゼツロから引き継いだ私の言葉に、辺りの者達がざわめきだす。

　敵とは言え『清せい廉れんの国』の者達も一応はエルフだ。タリスベルグを恐れる気持ちは変わらぬらしい。

　ある者は驚愕し、ある者は恐きよう怖ふに震える──




「おお、ご名答だ。そこまで知っている者が居るとは思わなかったぞ」

　そんな者達に対し、ゼツロは何ど処こまでも無む慈じ悲ひに──いや、無感動に私の言葉を肯こう定ていした。

「この結晶は服用者の憎ぞう悪おや恐怖など、後ろ暗い感情を喰くって成長する。感情を喰われちまうものだから、服用者は勿もち論ろんそんな感情を感じることはなくなる。そして結晶が成長しきったとき、結晶の宿主は周囲の結晶を引き寄せ、取り込んでタリスベルグと変へん貌ぼうする──が、ここまでは俺が若いってこととは関係ない。それに、一部の者達も知っているところだろうさ」

　そう、そこまでは、わかっている。

　相変わらず驚愕を隠せない周囲──組織の男達と劇団の者達とは対照的に、私は黙もくしてゼツロの言葉を待っていた。

　確かにタリスベルグは恐ろしい怪かい物ぶつだろうが、私にしてみれば一度は倒たおした相手。

　まだ現れてもいないそれに怯おびえるような繊せん細さいさは持ち合わせていない。

　だからこそ重要なのは、この男の若さの秘密なのだ。

　そしてそれは、今正にゼツロの口から語られようとしていた。

「肝かん心じんなのは、その一部の者達の中でも更さらに一部しか知らんことさ。……この結晶は、宿主の暗い心を喰って成長する。残さず、与あたえられた端はしから喰い尽つくしてね。だがもし、結晶を服用した者の中に──結晶一つじゃ喰いきれん程ほどの感情が渦うず巻まいていたらどうなるか、わかるかね？」

　答えを知らぬ以上、その問いかけに返せる返事は限られてくる。

　知らぬと答えるか、沈ちん黙もくを貫つらぬくかだ。

　私は、後者を選んだ。ゼツロは歯は嚙がみする私を愉たのしむかのように笑う。

　ひと通り私の反応を楽しんだゼツロから、ようやく明かされた答えは──

「答えは単純──心を残したまんまタリスベルグになる。俺はね、スラヴァ殿。こんなざまでも半分くらい、タリスベルグってわけさ」

　私に──いや、この場に居る全すべての者達に。

　今日──否、ここの所で一番の衝しよう撃げきを与えるに十分過ぎる物だった。

「あははははははは！　あはははははははははッ！　驚いたかい、驚いたろう!?　スラヴァ殿、俺はね、人間じゃあないのさ！　……寿じゆ命みよう如ごときにも勝てない脆ぜい弱じやくな生物なんかじゃあ、もうないのさ」

　一ひと頻しきり狂わ笑らったゼツロは、とたんに肩かたを落とす。

　その様子にただならぬ物を感じるが──どうやら、その様子に考えを傾かたむけているヒマは無さそうだ。

「タリスベルグとしての身体を受けた俺は、いつの間にか一番活力にあふれていた頃ころの身体になっていた。そりゃあ笑ったねえ。人生で一番ってくらい笑った。ああいや、もう人じゃあないか。──ともかく、だ。こうして俺は若さを得たというわけさ」

　手にした結晶を口に宛あてがい、ゼツロは吞のみ込んだ。

　息を吞のむような小さな悲鳴の声が上がり、こればかりは私もまた顔を顰しかめる。

　しかし、その様子に先ほどまでの愉しそうな表情は無い。

「……しかし良いことばかりでもなくてね。寝ねれない、食えない──おおよそ人として出来ることというのが、この身体じゃあ出来ないのさ。だからこそ、だ」

　今まで解いていた構えを、構え直す。

　あの不気味な笑えみは、その顔に戻もどっていた。

「今の俺にはこればかりしか愉しみがない。少し話が長くなってしまったが──さあ、やろうぜスラヴァ殿。八十年前のリベンジマッチだ」

　縦に並んだ拳こぶしの奥に、裂さけんばかりの笑顔が見える。

　ずっと構えを崩くずさずにいた私と、再び構えが向き合った。

　──そうか、それは強いわけだ。

　やり直しをした私と比べ、この男は死を経ずに、自らの道を邁まい進しんし続けた。

　それこそ、人であることを捨ててまで。

　ああ成る程。

　不思議な程に震ふるえぬ心。その訳わけがいま、ようやく分かった。

　ゼツロに感じる、理由のない不快感。

　私は気づかぬ内に、心の底からこの男を嫌きらっていたようだ。

「お前は──」

「……む？」

「その結晶を、そういうものだと知っていて吞み込んだのか？」

　自分でもおかしく思うほど、凪ないだ心が眼を冷たい色に染める。

　淡たん々たんと紡つむがれた問いかけにゼツロが返したのは、幾いく分ぶんか落ち着いた──しかし興奮を隠しきれぬ声だった。

「無論。貴様さえも勝てなかった相手に勝てるのならば、外げ道どうに身をやつす事も厭いとわんよ」

「その結晶は魔ま力りよくを生むといったな。自らの力に混ぜ物をすることをなんとも思わんのか？」

「思わんね。貴様も使ってみれば分かるだろうさ、この心地ここちの良さがな」

　ゼツロの答えは、やはりと納なつ得とくできるものだった。

　やはり──私は、此奴こいつが好きになれない。いや、大だい嫌きらいだ。

　短い付き合いで人を嫌きらうのは久々だがそれ程に、絶望的なまでに、考えが合わぬ。

　しかし──その心がわかってしまう。それがどうしようもなく、気に食わない！

　この男は、私だ。

　私の暗黒面──目標に達することが出来ず寿じゆ命みようを前にし、どうすることも出来ずにいた、ただの人間。

　私はいま、こうしてエルフとして第二の人生を得ている。

　だがもしあの時、今際いまわの際きわ──私の前に、結晶があったら、私はどうしていたか。

　今でこそ、私はその結晶を使わなかったであろうと言える。いや、違ちがう──言いたいのだ。

　死を前にし、若い身体という餌えさを目の前にぶら下げられた時、私は果たしてその誘ゆう惑わくをはねのけることが出来たのだろうか。

　それを考えてしまうからこそ──結晶に手を伸のばしてしまったこの男が、培つちかった力を汚よごしてしまったゼツロが気に食わない。

　まるで弱い自分を見せつけられているようで、胸が痛くなるのだ。

　そう、これは八つ当たり。

　だがそれゆえに、意地がある。

「先ほど、貴様は寿命に勝ったと言っていたな」

「言ったな。それがどうした？」

「それは勝ったと言うのではない──」

　冷たい目に、殺気という名の火を入れる。

　同時に、ゼツロの表情に初めて不快な色が浮うかんだ。

　この先に続く言葉がどの様な物か、既すでにわかっているのだろう。

　それはそうだ、私によく似た男だ、心の底ではそう想おもっている筈はず。

　しかし、私は構わずに続けた。

「それはな──逃にげた、と言うのだ」

「───」

　今まで笑みを絶やさずにいたゼツロが、明確に眉み間けんへ皺しわを集めた。

「来るがいい、貴様の──いや、私の弱さを、今こそ打ち砕くだこう」

　言いたい事を伝えると、ゼツロは今まで出さずにいた魔力を解き放った。

　タリスベルグによく似た、昏くらい色の魔力。

　これは、今のままでは太た刀ち打ちできんな。

　シジマ流ならば、ある程度の身体能力の差はひっくり返してみせる。だが、この男は自分も誇ほこりも繫つながりも、全てを捨てて百年以上を打ち込んできた大達人だ。

　せめて近いレベルまで征ゆかねば、その領域で戦う事は出来ない。

　──試し製せい桜おう花か。

　身体から桃もも色いろの魔力が溢あふれ、弾はじけてゆく。

　その様、花弁の如ごとし。

　……まさか、この様な形で見えるとはな。

　この男こそ、私自身。あの今際の際に結けつ晶しようを手に取ってしまった、もう一人の私──

　負けられぬ。

　斯か様ような事はせぬと胸を張って言う為ために。

　今までの、二度目の人生を間違いと言わぬ為に！

　決意と激情。

　それぞれを持ち合わせ、ゼツロにとっては八十年ぶりの雪せつ辱じよく戦せんが。

　私にとっては、あり得た可能性が相手という前代未み聞もんの戦いが──同時に、幕を開けた。








第二十話　昏こん血けつ暴走









　互たがいの殺気が極限まで膨ふくらみ、時を同じくして弾ける。

　先ほどの先手はゼツロ。では此こ度たびの戦いがどのような開幕を迎むかえたか──

　答えは、同時。

　私も奴やつも、それぞれが我が慢まんの出来ぬ怒いかりを抱かかえている以上、この結果は必然であった。

　弾かれる様に飛び出した私達は、その丁度中心の位置でぶつかり合った。

　魔力で強化した拳が、金属音の様な激しい音を響ひびかせる。音おん響きようなども考えられているためか、劇場内を音の波が満たしていく。

「くつくつ、思い出すなスラヴァ殿どの。確か昔もこんな感じの始まりだった気がするよ」

「そうか。ならば結果も同じだな」

「いいやどうか分からんさ。今回は勝たせてもらう」

　拳を合わせたままに二三言葉を交かわし、弾き合う。

　衝撃を殺すため後ろに飛んだ私達は、再び互いへと駆かけ出した。

　拳を突つき出し、避よけられ、反はん撃げきの拳を去いなした。

　崩れた姿勢に対し半円を描えがくようにして蹴けりを放つが、即そく座ざに地を蹴られ、後ろへと退ひかれる。

　脚あしが通りすぎた所を踏ふみ込んできたゼツロは、猛もう禽きんの爪つめの様な手を薙なぎ払はらった。

　私は蹴りの勢いを殺さぬまま爪による斬ざん撃げきを屈かがんで避け、下段への足あし払ばらいへと変化させる。

　が、これもゼツロは飛んで避けた。空中での無防備をそれとせぬため、前への回転とともに踵かかとが打ち下ろされてくる。

　流石さすがにこれは受けられない──そう判断した私は、横へと転がる事で縦の動きを避けた。

　直後、巻き起こる破は砕さい音。

　まるで断頭台──ゼツロの蹴りは、いとも容易たやすく石造りの床ゆかを打ち砕いて見せた。

　しかし、ツイている。幸運にも石の破は片へんが飛んでくることがなかった事に好機を見た私は、掌てのひらをゼツロへ向け、掌しよう底ていを上に、ねじ込む様に腰こしの内へと入れる。

　番つがえた掌に魔力を込こめ、踏み込みと同時にゼツロへと放つ──『勁けい』！

「っと、それは危ない！」

　が、滑なめらかかつ迅じん速そくな手の動きに阻はばまれ、掌がゼツロに中あたる事はなかった。

　流石にそう簡単には決まってくれぬか──！

　弾かれた手に意識を向けることもなく、私はゼツロの空いた手が地面に降りるのを見て、即座に後方へと飛び退のいた。

　直後、目の前を掠かすめるゼツロの脚。腕うでで跳はね上がるようにして放たれた蹴りは私の顎あごがあった位置を的確に蹴りぬいていた。

　飛ばなければ、頭が吹ふっ飛んでいたな──

「いやあ嬉うれしいね。あの時とは違って本気で殺しにかかってきてくれるんだから」

　私が着地するのと、ゼツロが体勢を立て直すのはほぼ時を同じくしたことだった。

　ここまで実力が近しい者との戦いは久々だ。

　──これで、相手の力が真っ当に培ったものであれば、晴れやかな気持ちであったろうに残念である。

　相対するはあり得たかもしれぬ自分の姿。拳を打つのも、あまり気分が良いものではない。

　逆立った髪かみを上へと搔かき上げるゼツロの瞳ひとみが、紅あかく輝かがやく。

　先ほどの怒りは戦せん闘とうによる高こう揚ようが上回り、獣けものが笑うような笑みに塗ぬりつぶされていた。

　戦いくらいしか楽しみがないとは本当のことらしい。

　……ふと、私はチェスターの言葉を思い出していた。

『戦う事以外にもなんか楽しい事ってなァ、有るもんだと思うぜ』

　確か、奴はそう言っていたな。──実際、その通りだ。こんな私にも温泉という趣しゆ味みはあるし、美う味まい物を食えばそれなりに感動もする。

　かけがえのない友との語らいや、シェリルと接する時の温かな気持ちも大切なものだ。ソーニャとのやり取りも、年とし甲が斐いもなく胸が高鳴る、楽しみの一つである。

　だが、この男にはそれらが一いつ切さいないのだ。

　まるで正反対。……どこからどこまでも似ているよ。まさしく此奴は、私の暗黒面。

　がらんどうの私が、此奴なのだ。

　だからこそ、どこまでも気に食わない男だからこそ──応こたえてやらねばならない。

　もしも私と奴の立場が逆であれば、奴もそうするはずだ。

　もしも私が、あのような姿に堕おちていたら、引導が欲ほしい。今でこそ思えることなのかもしれぬ、ただのお節せつ介かいかもしれぬ。

　しかし──もし八十年前のゼツロが今のゼツロを見れば、きっとそれを認めたくはないだろう。

　それほど、奴は誇り高い男だった。

　一度しか手を合わせたことはないが、当時は感心したものだ。少し下の世代に、これほどの男が居るとは──と。

　……故ゆえに、これは手た向むけ。

　この勝負は誇り高き男への、最後の贈おくり物ものだ。

「御ご託たくはいい、さっさと終わらせよう」

　これみよがしに『流りゆう水すい』を構えてみせる。

　一度手を合わせた以上は分かるだろう、この構えがどういう代しろ物ものか。

　普ふ通つうであれば、この構えを知るものはそう簡単には攻せめてこなくなる。構えのプレッシャー──そうした警けい戒かいを揺ゆり起こし、逆にこちらの攻めの基点を作る事が出来るというのも、この構えの強みだ。

　だが──

「……誘さそってくれる」

　此度はそういった幻げん惑わくに使うつもりはなく、流水を構えている。

　この男ならば流水が受けの構えと知った上で、それでも攻めてくると知っているからだ。

　昔もそうであったな。

　冷静な振ふりをして、その実とんだ跳ね返り。

　奴の竹を割ったような、しかし磨みがきぬかれた技術に裏打ちされた快活な戦い方は好きだった。

　……今もそれは変わらぬようだ。それが、少しばかり寂さびしさを感じさせる。

　三日月のように口を裂さいたゼツロの身体が僅わずかに沈しずむ。

　弾ダンッ！　机を叩たたくような音が轟とどろくと、瞬まばたきすらしていないというに、次の瞬しゆん間かんにはゼツロの拳こぶしが眼前へと迫せまっていた。

　先ほどよりも更さらに速く、見えづらい突き──だが、その技わざは既に識しっている！

　突き出される拳に対し、私は弧こを描くように右の足を半歩下げた。必然的に正面を向いていた身体はゼツロに対し横を向き、足と同じ軌き道どうを与あたえていた左手がゼツロの拳を払いのける。

　先ほどより質を上げた一いち撃げきとはいえ、その本質は同じ。

　見たばかりの技がそう何度も決まるとは思わないで欲しいものだ。

「ちィ──っ!?」

　そのまま私の前を通りすぎていったゼツロは、舌を打ちながら振り返る。

　現在は背を向けた形──敵に背を向けることがどれだけ危険な事か、よく分かっているのだろう。

　だが、もう遅おそい。

　ゼツロが私の前を過ぎると同時、私は既すでに駆け出していた。

　選んだ技は掌打。魔ま力りよくを練ねる必要がある『勁』では間に合わぬため、ただ魔力を纏まとわせただけのものだが、この力量の達人が相手では確実にダメージを与える事こそが重要だ。

「がっ、ごっ」

　振り向きざまの顔に、掌底を合わせる。

　腕を通し、鉄を曲げた様な手応えの音が響く。

　そのまま腕を貫つらぬき通すと、ゼツロの身体は放ほうり投げたかのように劇場を飛んでいく。

「う、うわっ！」

　ゼツロが飛んでいった方向は『清せい廉れんの国』の男達がいる場所であった。

　男達をなぎ倒たおして動きを止めたゼツロが、ゆっくりと立ち上がる。

　──やはり、この程度では決まらんか。

　反則的なタフさだな。ダメージはあるはずだが、恐おそらくは痛みすらも感じていないのだろう。

「む……うむ、うむ。思った通りの、最高の気分だ」

　血を吐はき出しながら立ち上がったゼツロが満足そうに頷うなずく。

　出血は多いが、見るよりもダメージは少ないだろう。

　……成なる程ほど、見た目が人間でも、半分はタリスベルグというのは伊だ達てではないらしい。

　頸けい椎ついを捻ひねり壊こわすつもりで打った一撃が、この程度とはな。

「手傷は久々だ。流石はスラヴァ殿といったところかな」

　それはそうだろう、と思った。

　これほどの者を相手にとれる者は、そうは居ないはずだ。

　私の知る上では恐らく、チェスターくらいであろう。

　武術の腕もさることながら、これほどの魔力を纏われては、そこいらの武術家ではダメージを通すことすら叶かなうまい。

　あの硬かたさでは、私さえもようやくダメージを与えられる──といった具合だ。

　技術では私がやや上、魔力では向こうの勝ち、と言ったところか。

　無論、ゼツロも全すべての手を明かしたわけではないだろう。

　故ゆえにこれは飽あくまで現状の話。今はその様なものだと、私はある程度の見立てをしていた。

「いや、愉たのしい……なあどうだろうスラヴァ殿。戦いってのは実力が近い相手に全力を出してこそのものだとは思わんかね」

　ゼツロが歩みを始めると、道を開けるため緑の服を着た男達が二つに割れる。

　その問いかけには、同感だが、今はこれっぽっちも楽しくない。

　私が返すのは沈ちん黙もくだ。

「……そうか。ではそうだな……少し、楽しくなるようにしてやろうか」

　そんな私とは対照的に、愉ゆ快かいそうに笑えみを浮うかべるゼツロは軽く地面を蹴り、ステージへと降り立った。

　上がって来い、と言っているのだろう。

　どの道、奴やつとは闘たたかわねばならない。私は地を蹴り、ステージへと上がった。

「これほどの達人同士が手を合わせているんだ。闘いの場は観客席ステージよりも、ステージここの方が合っているとは思わんかね」

「思わんな。ここは、劇団の人々の場所だ。我々のような阿あ呆ほうが登る舞ぶ台たいではない」

「変わらんね。そういう所が武術家らしくて、憧あこがれていたよ。……だが、ステージが面おも白しろいものを見せる場所であるのなら、やはり私達にとってこれ以上合っている場所もないだろうさ」

　そう言うと、ゼツロは構えを解き、力を抜ぬいた。

　……隙すきは無い。何かをするつもりなのは間ま違ちがいないだろうが、攻めるに攻め上がれん。

「面白いものを見せてやる、きっと貴様なら気に入ってくれるはずだ」

　凶きよう悪あくな笑みが強まり、紅あかい瞳が白目を侵しん食しよくするように広がっていく。

　──途と端たん、ゼツロの身体から恐ろしいほどの魔力が噴ふき出てきた。

「……馬ば鹿かな」

　全力では、なかったのか。

　タリスベルグのものと同じ、何ど処こまでも昏くらい魔力──しかし、桁けた違ちがいの量──が、渦うずを巻く。

　前世から合わせても、これほどの魔力は初めて視みるぞ──！

　際限なく上がっていく魔力に人々が、空気が、劇場が震ふるえる。

　それでも無限などはあり得ないのだろう。極限を迎むかえた魔力が一ひと際きわ強く吹き付けると、一転して凪ないだ海のように邪じや悪あくな魔力が止まり、ゼツロの身体に収まった。

「こうなってから全力を出すのは初めてだ──なあ、受け止めてくれよスラヴァ殿どの。もう、歯止めが利きかないんだ」

　口からは牙きばが覗のぞき、瞳は血を溜ためたような真しん紅く。

　その姿は、その魔力は、もう人間と呼べる代物ではなかった。

　──だが、少し考えなおしたよ。

　私と奴は似ているが、一つ決定的に違うところがあるようだ。

　確かに実力が近い者に全力をぶつけるのは、心が昂たかぶる。

　しかしそれ以上に、自分よりも強い者を前にした方が──心が躍おどるッ！

「来い──引導を、渡わたしてやる──！」

「スゥゥゥラヴァァァァァッッッ！」

　ようやく奮えた心を確かめるように、私は叫さけんだ。

　月が落ちるような叫びと共に駆かけるゼツロ。

　こうなってはもう、どちらかが死ぬまで戦いは止まるまい。

　久しい『死し合あい』を前に、『試し製せい桜おう花か』の出力を上げる。

　──果たして、私は奴にダメージを与えられるのだろうか。

　冷たい汗あせを流しながら、私は迫り来るゼツロを迎え撃うつ──！








第二十一話　人の心をもったけもの









　凄すさまじい魔力を纏まとい、走ってくるゼツロ。

　少しだけ雑になった歩法は、しかし先程よりも格段に速く距きよ離りを詰つめてくる。

　やはり、肉体の性能は上じよう昇しようが著いちじるしい……！

　先程の様な感覚では闘えぬ──もはやこれは別人を相手にしていると言ってもいい。

　瞬まばたきの様な短い間に距離を詰めてきたゼツロは、猛もう禽きんの様に開かれた手を振りかぶった。

　なぎ払はらいが来る──先に見た技わざと同じ予備動作に、私は身を屈かがめる。

「ッシャア！」

　私の頭が高さを落とすと同時、ゼツロの爪そう撃げきが落下の速度について行けなかった髪かみの先を切り払う。

　まるで研といだばかりの名めい剣けん──その切れ味と、先程よりも速くなった技の動作に、肝きもを冷やす。

（やはりまともには受けられんか──だが！）

　沈む視界の中、私は腕うでにさらなる魔力を込こめる。

『試し製せい桜おう花か』は身体全体を過か剰じような魔力と治ち癒ゆの魔ま術じゆつで覆おおうという小回りの利かぬ技であったが、戦いを続け成長したのだろうか、今の私には一部の強化を更に強めるという小技が可能になっていた。

　魔力の火花は更に強く、多く。解放をせがむかのように拳が啼なく。

　最も早はや目的としては殺傷すらも生ぬるい威い力りよく。

　私はそれを一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよなくゼツロの身体へと押しこむ──！

　劇場の中に、天てん井じようが崩くずれるかのような轟ごう音おんが響ひびき渡る。

　その威力の余波に前まえ髪がみを揺ゆらされた私は、山を崩すような一撃を叩き込みながらも、油断なくゼツロから目を離はなさずにいた。

「いい一撃だ……そうでなくてはなぁッ！」

　結果は──案の定──無傷。

　多少のダメージはあるが、多く見ても頰ほおを張られた程度の、痛みとしてのものだろう。

（くそ──予測はしていたが、これほどとはな）

　返しざまに放たれる前まえ蹴げりを宙を返るように後ろへと跳んでかわしつつ、私は舌を打った。

　身を屈めた体勢で、右手と両足を同時に地につけた私は、間かん髪はつ容いれずに右へと跳とんだ。

　すると、袈け裟さ斬ぎりの軌き道どうが残像を切り分ける様に空くうを裂さいた。ゼツロの斬きりかかりだ。

　凄まじく早い切り返し──しかし、まだ終わっていない。

　跳んだ先で着地した私は、再び地を蹴り、今いる場所から影かげを消す。

　同時──と言ってもよいタイミング。私の眼前に爪が振ふり下ろされ、前髪を削けずっていった。

　だが、流石さすがに大きな振りだ。今度私が跳ぶ方向は、前。隙──ゼツロの腹部に向かって蹴りを突つき出す。

　塔とうの上から鉄を落とした様な音が響き、ゼツロの身体が跳はね飛ばされていく。

　しかしゼツロは空中で身体を捻ねじり、地に足をつけた。

　律りち儀ぎにもステージを出ぬよう、舞台の端はしで動きを止めたゼツロは、歓かん喜きに口を開く。

　──やはり、無傷か。

　これで駄だ目めだと言うのならば、単純な打だ撃げきでダメージを与あたえるのは、難しそうだな。

　再び向かってくるゼツロを見て、冷や汗を流す。

　今回ばかりは中々に不ま味ずい状じよう況きようだ。

　こちらは一撃まともに貰もらえば致ち命めい傷しようまでがありうるというに、私の方はというと幾いくら打っても有効打には繫つながらぬという現状。

　全く──楽しくなってくる。あれはどうだろう、ならばこれは？

　尽つくせる手を尽くす事ができる、なんと楽しきことか！

　……しかし、これは負けられぬ戦い。私とて勝算なく挑いどんでいるわけではない。

　技は力には屈くつせぬ。百年信じ続けてきた信しん仰こうは、この程度では折れはしない。

「ッかァ！」

　この戦いにヤツも昂ぶっているのだろうか。

　動きを段々と獣けもののそれに近づけていくゼツロが肉にく薄はくする。

　──『波は濤とう』の構えは使えない。

　私の打撃では、ヤツにまともにダメージを与えることはかなわない。それ故ゆえに必然、攻せめる旨うま味みというのが無いのだ。

　だからこそ、私は『流水』の構えを続けていた。

　そう──攻こう撃げきに威力が足りないのならば、どこかから借りてくれば良いだけのこと。

　地面にえぐり込むようにして体勢を屈かがめたゼツロが、一気に爪を振り上げる。

　ただでさえ防ぼう御ぎよ力を強化できぬ『試し製せい桜おう花か』だ、このまま喰らえば私の身体は真っ二つだろう。

　だがこの様な大おお振ぶりを簡単に通せると思うな。

　こちとら──相手の力をどう利用するかを考え続けて百年が経たつのだ。

「あまり見くびらんで貰いたいものだなッ！」

　爪による斬ざん撃げきは、避よけねばならない。たとえ両りよう腕うででガードを固めようと、この切れ味ならば腕ごと私の頭を縦に分かつことが出来るだろう。

　故に避けるのは大前提。だが、私が避けるのは横ではなく、後ろでもなくまして上でもない。

　私が避けるのは下。爪が掠かすめる軌道、その僅わずか下──死線の向こう。

　自分よりも遥はるかに有利な場所に居る相手と戦うのだ、死線の一つ二つ、潜もぐらずして何が見える！

　攻撃は空を切り、勢いは止まらない。

　小さく身を屈めた私はさながら、走っている最中さなか足元に突とつ然ぜん現れた石というところだろうか。

　そんなことは現実には中々起こりえぬことだが、一度起きてしまえばその後がどうなるかは想像に難かたくない。

「ぐッ」

　足を取られ、転てん倒とうする。

　この行動自体はダメージを目的としたものではない。

　仮に突とつ進しんの勢いのまま転んだとして、ゼツロにダメージは殆ほとんど無いだろう。

　それよりも、この行動の意味とは──

　突進の勢いを表すかのように宙を飛んでいくゼツロを追いかけるように、私は体勢を整えて後方を振り向いた。

　空中で細かな制動をすることは、ヤツとて不可能だろう。

　案の定、そこには何者も介かい入にゆうできぬ空白が生まれる。

　私は即そく座ざにそれを追いかけた。

　この後ゼツロが取る行動を、知っていたからだ。

「っとォ、危ない──!?」

　それ即すなわち、着地。

　当たり前だろう。そう思うかもしれないが──奴やつが足を着いたのは、ステージの端ギリギリの所。

　魔術で身体に重みを与えたか、別の方法か。方法はどうでも良い。

　細かな制動の利かない空中で、無理にでも奴はステージから出ないよう地面へ戻もどろうとしたのだ。

　──先ほど、私が蹴りをした時もそうだった。

　あの時、ゼツロを蹴り飛ばした時。もしもゼツロの勢いが止まるまで無理をしなければ、ダメージは少ない、ではなくゼロだったろう。そこを奴は意識してステージ内にとどまったのだ。

　ダメージこそそれは微び小しようなものだったろう。

　しかし奴には僅かなダメージを天てん秤びんにかけてでもステージに残りたい理由があった。

　それは──このステージを舞ぶ台たいと呼び、自ら降り立ったが故のこと。

　恐おそらく奴は、無意識の内にここを『試合場』としているのだろう。ならばステージの外は、場外ということになる。

　人であることを捨てた奴が、いや、奴だからこそか。

　ゼツロは、『死合』ではなく『試合』に執しゆう着ちやくを見せている。

　大たい概がいの者はいとも容易たやすく屠ほふれる、屠ってしまうからこそ、こうしたルールに執着しているのだろう。

　哀あわれな奴よな。

　だが奴に必要なのは同情ではなく、救いだ。

「な、にッ!?」

　自らの行動が見み透すかされていたことに対してか、ゼツロは初めて困こん惑わくの声を上げた。

　場外ギリギリで身体を強こわばらせたゼツロの腕に、私の腕が絡からみつく。

　必然、ゼツロはその腕を振り払おうとする。柔じゆうを追求したシジマ流に組み付かれることが、どういうことか知っているからだ。

　だがその反射とも言える行動こそが、シジマ流の者に最も晒さらしてはならぬ隙すきだ。

「……!?　がッ……！」

　ゼツロが腕を振り払う……いや、振り払おうとすると同時。

　束ねた小枝をへし折る様な、不快な音が響く。

　折ったのだ、骨を。

　これは流石に、応こたえた様だ。今までの余よ裕ゆうはなく、ゼツロが後ろ蹴りを繰くり出す。

　私は舞まう木この葉の様に軽く身を翻ひるがえすと、こちらを睨にらみつけるゼツロと目を合わせる。

「くく、くくく……やってくれるじゃあないかスラヴァ殿どの……これほどのダメージ、生まれ変わってからは初めてだ……！」

　そう──力が足りないのならば、相手に力を貸してもらえば良い。

　振り払う力に少しばかり私自身の力を乗せ、力の向きをあらぬ方向へと導く。

　流れる水の勢いがどれだけ強くとも、どれだけ多くとも。水の流れを操あやつってしまえばそれは恐れるに足りないものとなる。

　シジマ流が基本『流水』──どれだけ力が強大であろうと、操ってみせる！

「久しく忘れていたな、技わざとはどういうものなのか……くつくつ、力に頼たより技を濁にごらせた結果というわけか」

　……手傷が久々、か。終局的にはそこへたどり着くのが武術家の目的とは言え、あまり良い状況ではないな。

　打たれても意味がなかった故に、打たれる事を恐れずにいた。ゼツロほどの者の反射に付け込めたのも、そういった防御がなあなあになっていた部分も大きいだろう。

　──しかしだ。

　ここから先は、そう簡単にはいかんかもしれんな。

「ふぅー……心地ここちが好よい。今の俺には、この痛みすらもが懐なつかしい」

　左ひだり腕うでを垂らしながらも構え直したゼツロの空気は、先さき程ほどまでとは違ちがっていた。

　完全に人間を辞やめたようなその姿が、今はどこか昔の奴と被かぶって見える──これは、厄やつ介かいな事になりそうだ。

「少しだけ、あの頃ころの志を思い出した気がするよ。やはり貴様は尊敬に値あたいする」

　明らかに雰ふん囲い気きの違ったゼツロは、呼吸を荒あららげながらも見て分かるほどに落ち着いていた。

　……結けつ晶しようを吞のむと、暴力的な興奮状態が続くという。今のやつは、それに抗あらがっているのだろうか。

「最後かも、しれんな……少しだけ、人間に戻った気分なんだ」

　睨む紅あかい瞳ひとみが輝かがやくも、私はその言葉を真っ向から否定することが出来なかった。

　ここからが、正念場か……！

　もしもこのまま奴が『技』を取り戻した場合、勝負はわからなくなる。いや──悔くやしいが私の不利か、圧あつ倒とう的てきに。

　人間だった頃の奴は、それほど厄介な相手であり──そして、誇ほこり高い男だった。

　腕うでを折ってから、奴は一度も楽しそうな顔をしていない。

「行くぞスラヴァ殿」

「……こい、ゼツロ」

　故に、私は初めて奴の名を呼んだ。

　そこでようやく、ゼツロは微ほほ笑えんだ。どこか、寂さびしそうに。

　先程のやり取りをやり直すように互たがいの名を呼んだ私達は、意識を落ち着けて向き合った。

　世界から音が消え、景色が消え、この世には私とゼツロの二人だけになる。

　嗚あ呼あ──強者と戦うと、何い時つもこうだ。

　……認めざるを得まい。奴は、ゼツロは──強敵だ。

　続く無音。

　人と人でなければあり得ぬ隙の探さぐりあいが続く。

　いつまでそうしていただろうか。一分にも一時間にも感じる、極限まで圧縮された一秒は──しかし、突然として爆はぜた。

　先手は勿もち論ろんゼツロ＝ヴァルツァー。

　選せん択たくした技は──先の突とつ進しん拳けん！

　だが──

（速さも精度も段違い──！　これが、技を磨みがき続けたであろう『ゼツロ』！）

　同じ技でありながら更さらなる変質を迎むかえた技に、戦せん慄りつが浮うかぶ。

　先程とはやや違う動き。反はん撃げきを意識し、ゼツロに対してやや後ろに引きながら直線の突進を捌さばく。

　前を通り過ぎて行くゼツロの、暴力的なまでの速度と威い力りよくには、流石さすがの私も手が出せない。

　例えるのならば、鍛きたえていない者が目の前を過ぎ去る馬車を止められるか──という話だ。

　故ゆえに私はこの突進拳への直接の反撃を諦あきらめた。

　叩たたくのは、技の後こう隙げき。いかに硬かたくなろうと、関節の可動域などは変わらない。であれば、極きめ技は効くということだ。

　理想は頸けい椎ついを捻ひねり壊こわすことだが、そうそうは決まるまい。

　次点の理想は腕。それが出来なければ他ほかの関節を。

　徐じよ々じよに奴の技を封ふうじていく事を決めた私は、駆かけ出した。

　あの技は既すでに見切ったもの。避けられる事は知っていたので反応は早い。

　だが──ここからは、初見だ。

「……なッ──!?」

　手早く攻こう撃げきに移るため、走るのではなく、跳とぶに近いステップを選択した私は、思わず食いしばった歯を晒す。

　それほどまでに、驚おどろいたのだ。

（馬ば鹿かな、もう──！）

　既にゼツロが、切り返しを完かん了りようしていることに。

　間合いとは戦せん闘とうにおいて最も重要と言っても過言ではないもの。

　故に、距きよ離りはちゃんと私自身が不利にならぬ位置を定めてから飛んでいる。

　間合いを詰つめ過ぎてゼツロに飛びかかる形になり、そこを迎げい撃げきされるということはない。

　それはゼツロも承知であったのだろう。直接のカウンターを狙ねらうより、ゼツロは私の着地点へと潜もぐり込もうとしていた。

　攻撃ではないが故、その動きに対して反撃を加えることも出来ない。

　ゼツロが踏ふみ込みを完了するのと、私が着地し、防ぼう御ぎよ態勢を完了するのは時を同じくしたことだった。

　伸のびきる前に摑つかんだゼツロの腕が、私の腹部に触ふれる。何かが少し違っていたら、私の身体は恐らく貫つらぬかれていただろう。

　……だが何な故ぜだか──妙みように引っかかった。

　身体が、本能が、武術家としての経験が。今こそが最大最悪の危機だと叫さけんでいることに──！

　加速の無い拳けん打だというのは、本来それほどの脅きよう威いを持たぬものだ。

　どんなに力が強いものでも、加速する距離無くしてはそれを活いかしきることは出来ない──

　しかし、私はごく最近──体験して、いるのだ──！

　徐々に声が大きくなるかのようだった。一ひと先まずの危機の脱だつ出しゆつに腰こしを下ろしていた心が目覚めていく。

　ゼロ距離──停止した拳──力の流れが無い。

　──まさか！

「無い『流れ』は、操れるかね？」

　寸すん勁けい！

　心が叫んだ瞬しゆん間かん、私は後ろへと跳はねていた。

　──それにもかかわらず、私の意識は天てん井じようの光の中暗転を迎える。








第二十二話　天てん元げん一ツ









　……暗い。最初に思ったのは、そんな単純な感想であった。

　今の今まで私は何をしていたのか。忘れてはいないというのに、何をしていたのかわからなくなる現状に、自らの呆ぼけを疑う。

「ぶ……が、はっ！」

　意識の濁りを追い出すように、血を吐はき出した。

　そう……私は確か、ゼツロと戦っていて──あの寸勁を食くらい、吹ふき飛ばされたのだった。

　地に肘ひじを突つき、横になった身体を何とか起こす。

　目ま蓋ぶたが開くことで意識を覆おおっていた闇やみを払はらい、現状を確かく認にんする。

（照明がやたらと近い──二階の観客席まで飛ばされたか）

　いやにごつごつした地面の感覚は、二階にある落下防止用の柵さくを突き破ってここに叩きこまれた結果か。

　強きよう烈れつなダメージに、頭はまだ引っ搔かき回された直後のようだ。

　……それでも、なんとか生きてはいたようだな。

（あの時──ふとレティスとの戦いが頭に浮かばなければ──）

　腹部を撃うちぬかれ、絶命していただろう。

　ゼツロの手が腹に添そえられた時、私は持てる魔ま力りよくの全すべてを用いて後ろへと跳ねた。

　そう、レティスに寸勁を受けた時と全く同じ事だ。

　ただ、技の威力と精度が彼女のそれとは比べ物にならなかった──この結果は、そのようにして訪おとずれたものである。

（内臓が大分傷んでいるな……）

　だが、未まだ動ける。

　痛む腹部を押さえ、治ち癒ゆの魔ま術じゆつを働かせながら、私はよろめき立ち上がった。

　階下を見下ろせば、挑ちよう発はつ的な顔で手招きをするゼツロが見え──

「スラヴァくん──っ！」

「スラヴァ君ッ！」

　そして、心配そうに私の名を叫ぶソーニャとシェリルの姿があった。

　ソーニャに至っては涙なみだを流している。どうやら、大分心配をかけたようだ。

　……それほど、先の一いち撃げきは強烈であったのだ。

　まともに食くらえば死は免まぬがれぬ──見るものが見れば、決着を疑わぬ、そんな一撃。

　そう、私もまた、同じだ。

　仮にあの時レティスの寸勁を見ていなければ、とっさに後ろへと跳んで威力を弱めねば、こうしてモノを考えていることはなかっただろう。

　しかし、恐おそろしい威力だ。完治の目め処どが立たない。

　まるで内臓を乱暴にかき混ぜられているよう。出来ることならば今すぐ倒たおれ、呻うめいていたい──

　だが、それは叶かなわぬ。

　意識を失っているのは幸いにも一いつ瞬しゆんの事だった。

　ならば、まだ決着はついていない。

　ステージを見下ろした私は、手すりの崩くずれた場所からステージを見み据すえ、軽く地を蹴けった。

　身体が重い──これは早く決着をつけねば、二回目の人生も終わってしまいそうだ。

　ステージに降り立ち、冷たい汗あせに塗まみれた出来の悪い笑みを向ける。

　まだだ、まだやれるぞ。そうした意志を感じたのだろう、ゼツロの顔に笑みが浮かぶ。

　どの様な結果になろうと、これが最終楽章となるであろうことを、私は感じていた。

　震ふるえる手先を押さえつけ、流水の構えを取る──

「スラヴァくんっ！」

　が、突とつ如じよとして響ひびいた声に、僅わずかに肩かたが動いた。

　……一瞬で誰だれのものか分かる。セリアのものだった。

　しかし今振ふり返るわけにはいかぬ。息を荒あららげながらも、ゼツロから目は離はなさない──

　だが、そうした私の意志は、思わぬ者によって崩された。

「……いいさ、待っていてやる。馬に蹴られる趣しゆ味みは無いのでな」

　愉ゆ快かいそうに鼻を鳴らしたゼツロに言われ、私は眼めを丸くする。

　……この状態になっても、まだ自我があるのか。

　結けつ晶しようを吞のみ込んだ動物の狂きよう気きを知っている私は驚きこそしたが、自分でも疑問に思うほどあっさりと後ろを振り返った。

　……ゼツロがこう言っているのだ。不意打ちの類たぐいは、絶対にない。

　不思議と、八十年前──私にとっては五十年か──を思い出した。

　振り返ると、セリアが走ってくるのが見えた。

　くく、昔もこんなことが有った気がするな。

「スラヴァくんっ！」

「おお……よしよし、どうした、かね」

　縋すがるように抱だきついてきたセリアを受け止め、なるだけの笑みを浮うかべる。

　しかし、自然と笑顔はぎこちないものになる。

　この子は聡さとい子だ、恐らくそれも伝わってしまっているのであろうな。

「もう、もうやめようよぉ……！　いっぱい血を吐いちゃって……このままじゃ、スラヴァくんが死んじゃうよ……っ！」

　泣きじゃくるセリア。言われて初めて血を拭ぬぐっていなかったことに気づいた私は、腕うでで口を拭った。……布でもないのだ、やはりいまいち汚よごれは落ちんか。

　なんともまあ。気がつけば大分無様な笑顔だったようだな。

　これでは皆みな心配もするというものだろう。

「……大だい丈じよう夫ぶだ」

「大丈夫じゃないよっ！　わたし、迷めい惑わくかけてばかりで……助けに来たスラヴァくんがぼろぼろになって……！　もういいから、もっと自分を大切にしてよぉ……っ！」

　飾かざり気けのない感情の吐と露ろ。

　付き合いは大分長いが、それでもセリアのこうした顔を見るのは、思えば初めてかもしれんな。

　気をつかうのが上う手まく、思いやりのあるこの子の本音を聞けたのは、嬉うれしく思う。

　……だが、間ま違ちがえてもらっては困るな。

「お前に迷惑をかけられた──と思ったことはないよ。それに、だ」

　表情から疲つかれは消せない。

　しかし私はセリアを安心させたい一心で、精せい一いつ杯ぱいの笑顔を作る。

「私は負けんよ。きっと勝つから、そこで見ていてくれ」

　昔よくしてやったように、セリアの頭を優やさしく撫なでる。

　そう──この子がした事で迷惑だと思ったことは、一度もない。確かに一いつ杯ぱい食わされた、あとで怨うらむぞ、と思ったことも有ったが、飽あくまでもそれは冗じよう談だんのようなものだ。

　まして、今回はセリアは何も悪くない。悪いのは常識のない阿あ呆ほう共だ。

　友人を助けるのは、当たり前。それだけのことだ。

　未だ涙を切れずにいるセリアは、頭を撫でられるとその動きを止めた。

　俯うつむいた顔が作る表情は分からない。だがやがてその顔が上がると、そこにはいつもの──しかし、どこかぎこちない笑顔が有った。

「うん──分かった。信じてるからね！」

　……全く、私も駄だ目めだな。この様な子に心を配らせるとは。

　大切な誰かを泣かせたくない──また、強くなる理由ができてしまったか。

　名残なごり惜おしそうにセリアが離れると、私は背せ丈たけの少し小さな女の子に向けていた視線を、元の高さに正す。

　そこには、ソーニャとシェリルが横に並んで立っていた。

「……そういうことだ。もう一度行ってくる」

「……はあ。だろうね。言いたいことは大体セリアちゃんが言っちゃったからね、ここは大人しく見てるとするよ」

　申し訳なさを表すように笑うと、ソーニャは呆あきれた表情で腕を組む。

　彼女に愛想をつかされると、流石さすがの私も少し傷つく。気をつけねばな。

「スラヴァくん……わたしも、なでなでして？」

「お安い御ご用ようだ」

　一方でシェリルはと言うと、ソーニャとのやり取りが終わったあと、あどけない足取りで近づいてきてそんなことを要求してきた。

　断る理由も特にない。私は雪で出来た絹の様な髪かみを撫で、微ほほ笑えみかける。

「スラヴァくん」

「なんだ？」

「ぶっとばせー、ふぁいっ」

　すると、なんとも気が抜ぬける声せい援えんが飛んできた。

　言こと葉ば遣づかいは綺き麗れいとは言えないが、それがなんともあの男の孫らしい。

　……うむ、いい感じに力が抜けた。これならばもうひと踏ふん張り出来そうだ。

「ありがとう、元気が出たぞ」

「おうえん、してるから」

　そう言って、シェリル達はステージを降りていった。

　……身体は良い状態とは言えんが、心の方は最高の絶好調だ。

「待たせたな」

　穏おだやかな河のように落ち着いた心で、ゼツロに向き直る。

　ゼツロの表情は、不敵な笑み。しかし、そのどこかに寂さびしさを混ぜていた。

「罪作りな男だな」

「今こん生じようでは縁えんに恵めぐまれてな──最高の親友たちさ」

「くつくつ。変わっていないな。羨うらやましいよ」

　何をしてゼツロが変わっていないと評したのかは分からないが、私は笑うゼツロに久しぶりに会った知り合いの様な懐なつかしさを感じる。

「……腹の傷」

「む？」

「今の隙すきに治せたろうに。何な故ぜそうしなかった？」

「……ふん、忘れていただけだ」

「……真まこと、律りち儀ぎな奴やつよ」

　腹の傷を何故治さなかったのかと問われた私は、質問を適当にはぐらかす。

　確かに、今セリア達と話している間に傷を治すことは出来ただろう。そうすれば、傷は完治とはいかずとも、大分マシになっていたはずだ。

　だが──駆かけ寄るセリアを見て私に時間を与あたえる此こ奴やつは、何ど処こまでもフェアだった。そこに付け込むような真ま似ねは、私の意地が許さなかったのだ。

　それを正直に言うのも癪しやくだったのだが、どうやらゼツロには気づかれているようだ。

　……そう、これは意地だ。此奴が武術家でいられるであろう最後の戦いに、水を差したくない。そんな、武術家としての意地。

「……ありがとう」

　小声でそう呟つぶやいたゼツロに何を言うでもなく、私は構えを取った。

　これ以上何かを言っては、情けになる。

　思いは口に出さず──拳こぶしでぶつけるくらいが、丁度良い。

「そろそろ決着といこうか」

「くつくつ……やはり、お前は私の憧あこがれだよ。どうしてそうまで強いのかね」

　構えが向き合う。

　腹の傷は浅くない──決着がどのようなものであれ、私に『次』は無いだろう。

　だが負けられない戦いであることに変わりはない。であるならば、結局のところ、勝つ他ほかない。

　根性論は──大の得意だ。

　──『試し製せい桜おう花か』。

　根性論を体現するかのような技わざを発動し、魔ま力りよくの圧を上げる。

　同時にゼツロもまたあの昏くらい魔力を解き放った。

　どちらが言うでもなく、最後の勝負が幕を開ける。

　戦いの幕開けは、先さき程ほどまでとは打って変わり静かなものであった。

　原因は、ゼツロにある。

　今までは先手必勝と言わんばかりに攻せめていたゼツロが、様子を見ているためだ。

　そのカードを選んだのは──この、私の腹の傷を見てのことだろう。

　勿もち論ろん、それは気き遣づかっているなどという生なま易やさしい理由ではない。

『試し製せい桜おう花か』を発動している最中さなか、治ち癒ゆの魔ま術じゆつの発動は大きく制限される。

　身体の崩ほう壊かいに治癒の魔術を釣つり合わせているため、既すでに使っている状態だからだ。

　新しいダメージを回復し続ける最中、この上で元からあるダメージを回復しようとすると、強化を落とすか回復の魔術に更さらなる魔力を注ぐかという選せん択たくを迫せまられることになる。

　ある程度の者が相手ならば、どちらを選んでも正直言ってあまり問題はないだろう──しかし、相手はゼツロ＝ヴァルツァー。

　タリスベルグであるが故ゆえの膨ぼう大だいな魔力を、百年以上を鍛きたえ込んだ達人が扱あつかうという冗談のようなこの相手の前には、どちらを選択しても即そく命取りとなってしまう。

　……故に奴は待っているのだ。私の戦せん闘とう不能、もしくは戦力の低下を。

　くくく、勝負に対しては何処までもシビアな男よ。

　だが、そうでなくては困る。ここで情けをかけられれば、怒いかりで発はつ狂きようしてしまいそうだ。

　勿論、私とてそれを黙だまってみているわけにはいかない。

　僅かな隙でも突ついてくる達人を前に、じりじりと間合いを詰つめる。

　これが中々どうして、面おも白しろい。我ながら頭が沸わいていると思うが、戦せん況きようは悪ければ悪いほど──ひっくり返し甲が斐いがある！

　こうして、最後の戦いの幕開けは静かなものとなっていた。

　それでも、緊きん張ちようの糸は先程とは比べ物にならぬほどに張り詰めている。

　僅わずかに狭せばまっていく距きよ離り。

　そして──導火線に火が点つくかのごとく、戦況が、爆はぜる！

　弾ダンッ！　ステージの床ゆかが悲鳴を上げる──ただしそれは、二箇か所しよ同時に。

　ゼツロの顔に汗あせを見た私が飛び込むのと、ゼツロが駆け出すのは全く同時のタイミングであった。

　頰ほおを切る風に、それ以上の冷たさを感じることで、私もまた汗を浮かべていたと気付く。

　だがこの状じよう況きよう、やはり不利なのは私だ。

　もとより打だ撃げきは牽けん制せいにしかならぬ状況。私が打撃を放つ目的は、ゼツロからそれを引き出すことにある──しかしこの状況では、打撃同士がカチ合う事になる。

　単純な出力もそうだが、打撃の練度はゼツロが遥はるかに上を行っている。真っ向からぶつかれば、悔くやしいが負けるのは私の方だろう。

　故に──私はやはり奇き策さくに出る。

　案外性に合っている。相手の裏をかくことに愉たのしみを感じながら、私は一気に後方へと飛び退のいた。

　空を切るゼツロの拳。しかし、私もまた飛び退いている最中が故に反はん撃げきに移れない。

　その行動にゼツロが疑ぎ問もん符ふを浮うかべる。短期決戦を望む私の行動としては、それはふさわしくないものだったからだ。

　──さて、浮かべた策が見事ハマると良いが。

　失敗すれば、未来は──三度目があるとは、思えんなあ。

「な、に……？」

　私が最後の策として選択したもの。

　それは──魔術であった。

　掌てのひらに灯ともった火の魔術。それを、薙なぎ払はらうようにして放ほうり投げる！

　シジマ流が変わり技『戻もどり火』。引きながらに火の魔術を放つ、数少ない魔術に依よる技だ。

「スラヴァ君、それは──っ！」

　後方で、ソーニャが叫さけぶ。

　威い力りよくで言えば──そうさな、石の壁かべを砕くだく程度の威力はあるはずだ。

　空を切ったゼツロに向かう、炎ほのおの弾たま。だが、忘れてはならない。

「忘れたかスラヴァ殿どの──俺は、タリスベルグなのだぞ！」

　ゼツロもまた、タリスベルグの一種だということに。

　向かっていった炎えん弾だんは昏くらい色の魔力に触ふれると、糸を解ほどくかのように霧む散さんした。

「ち……やはり効かぬか！」

　奇策として放った魔術が効果を現さなかったことで、私は舌を打つ。

　タリスベルグの属性無効化能力は健在か……。

　魔術の無効化と同時に地面に戻った私は、再びゼツロへと駆け出した。

「中々驚おどろいたが──拍ひよう子し抜ぬけだな！」

　距離が無くなると同時、ゼツロの拳を迎むかえる。

　馬ば鹿か正直な突き──しかし、何十年にもわたって磨みがき抜いたであろうその突きは、技と言って憚はばからぬ完成度を持っていた。

　ここが正念場だ。私にはもう一発を受けきる力は残っていない。

　たとえ攻こう撃げきを受けて生きていたとしても、もう動くだけの力は残らないだろう。

　故に、攻撃をかすらせることすら出来ないこの状況が、私に与えられた最後の試練だった。

　指先ほどの間合いを詰める度たび、降り注ぐゼツロの拳。

　どのみちこの身体では使えんが──『不ふ可か説せつ転てん』が使えれば多少は楽だったのだがな。仮に使えたとしても、あれは確実に劇団の人々に影えい響きようを与えるため、使う訳にはいかない。

『風ふう樹じゆ』もそうだ。動きながらでは相手の動きの解かい析せきは難しいし、魔力を上う手まく展開するのも困難を極きわめるだろう。

　ないものねだりをしても仕方がない。

　ならば愚ぐ直ちよくに前へ進むしかない。そう考えながら間合いを詰める私は、いつの間にか──笑っていた。

　そして、いつの間にか。

　私はついに、手た繰ぐり寄せた──ゼツロの懐ふところを！

「小こ賢ざかしいッ！」

　その瞬しゆん間かん、ゼツロは爪つめを振ふり上げる。

　人間では不可能な速度──切れる札は、全すべてを切るという事か！

　文字通りの死線──縦に振るわれるこの軌き道どうは、当たれば確実に私の命を奪うばうだろう。

　最後の一瞬、浮かぶ汗。最後の賭かけに、世界が極限まで圧縮される──

　必要なのは反撃。不要なのは──保身！

　私は、回転に似た動きで縦の斬ざん撃げきから身体を逃のがれさせる。こうすることで最小限の動きで、攻撃に移りつつゼツロの斬撃を躱かわすためだ。

　そして──賭けは、成功した。

　振り下ろされるゼツロの爪。空間さえも裂さくのではないかという鋭するどさが、私の袴はかまの裾すそを僅かに切り裂いた。

　パズルのピースは、全て揃そろった──！

　私は、回転の勢いのままゼツロに蹴けりを叩たたき込む。

　先ほどのように、舞ぶ台たいをネタに引っ掛かけることはもう出来ないだろう。

　故に私は離り脱だつを兼かね、ゼツロを足場に飛び上がる要領で距離を取る。

「ぐゥ……！　いい蹴りだが──しかし！」

　的確に腹へと蹴りを叩き込まれたゼツロが、うめき声を上げる。

　……そう、今の蹴りは紛まぎれもなく私の全力であった。

　出来る限りの威力を求めるため、ここ一番の魔力を。出来る限り大きな動きで放った蹴りだ。

　しかし、結果は大したダメージでもないだろう。

　奴を倒たおすには後ひと押し──打撃以外のダメージが必要だ！

「先ほどの火球はかき消されたが──これならばどうだ！」

　得た距離を猶ゆう予よに代え、私は両りよう腕うでを頭上に掲かかげ、巨きよ大だいな火球を生成した。

　大きさも威力も先程の『戻り火』の数倍はあるだろう。

「駄だ目めだよ、スラヴァ君！　あいつは！」

　再び叫ぶのはソーニャだ。タリスベルグの恐おそろしさをよく知っているのだろう、慌あわてて止める声が聞こえてくる。

　だが私はそれに構わず、両腕を振り下ろした。

　火球は轟ごう々ごうと音を立てながら、落ちる星の様にゼツロへ向かっていく。

　そして──

「これが最後の手だと言うのならば──失望したぞスラヴァ殿ッ！　無む駄だだと言ったはずだ！」

　ゼツロの前で、あっけなく霧散した。

　背後で、力のない音が聞こえる。

　ソーニャか、シェリルか、セリアか。あるいはその全員が膝ひざを突いたのだろう。

　絶大な魔力を込めた火球が呆あつ気けなく消え去った事で、勝負は決した。

　私は、賭けに──勝ったのだ。

「なん、だと……？」

　消え行く火球を突き破り、私はゼツロの懐へと潜もぐり込む──！

　元より火球自体に効力は望んでいない。

　それよりも必要だったのは──此こ奴やつが火球を避よけぬこと。

　もしも、奴やつがタリスベルグでなければ──火球を避けていただろう。

「──最後の最後で、人間でいられなかった、お前の負けだ」

　縦に立てた拳こぶしを、ゼツロの腹部へ突き付けるように添そえる。

　完全な懐だ、ゼツロも反撃は出来まい。

「……そうか、これが狙ねらいだったのか」

　そう──火球を放った目的は、なんてことのない目め眩くらまし。

　……一度見せることで、避けぬことを確かく認にんした。

　命を賭として全力の蹴りを放つことで、それが奥の手であると錯さつ覚かくさせた。

　そうして大きく距離を取り、勿もつ体たいぶって巨大な火球を生成することで、蹴りの裏に真意を見せた。

　──そして、放った火球を死角にし、ゼツロの懐へと潜り込んだ。

　火球を避けられれば、この策は成功しなかったろう。

　効かぬ攻撃をわざわざ避けて隙すきを晒さらすことは、この男は絶対にしない。

　そして、一度潰つぶれた技わざを放つ私に失望したこの男は、火球を受けてみせる。

　……全く、嫌いやになる。

　自分ならこうする。そう考えたゼツロの反応が、悉ことごとく当てはまってしまうとはな。

　劇場から音が消える。

　だがそれも僅かなあいだのこと。私は、静かに口を開く。

「堅かたい表面を通し、内部を破は壊かいする技がある」

「ああ、知っている」

「この距離からでも、打てる打撃がある」

「知っているとも」

「……友の遺のこした、技がある」

「……そいつは、興味があるな」

　満足そうに笑うゼツロの──赤い瞳ひとみに、思わず口を結ぶ。

　願わくは、此奴とは、目の紅あかくない内に戦いたかった。

　気持ちを吞み込み、心を落ち着ける。

　呼吸。重心。筋肉。持てる全ての要素、培つちかってきた全てを拳に込こめる。

　ゼロ距離から、急所に当てた拳に、瞬間的に、爆ばく発はつ的てきな力を宿す。

　急所から外し様のない、致命の一撃──

　──去らば、我が友よ。

　我流──天元一ツ。

　ゼツロに添えた拳が、一瞬の内に伸のびきると──ゼツロの身体が、宙を舞まった。

















第二十三話　影かげを残して……









　劇場内に、現在がまるで白昼夢と錯覚するかのような静せい寂じやくが訪おとずれる。

　本来は活気を生んでいるであろう劇団の者達も、乱暴にこの場所を占せん拠きよした『清せい廉れんの国』の男達も──シェリル達も、ダグラスも。

　誰だれ一人ひとりとして、唾つばを飲む音すら立てず、その一瞬を見守った。

　宙を舞うゼツロの身体に劇場の照明が注ぎ、この場全ての者の視線を一人集める。

　指先ひとつ動かさぬまま飛ぶゼツロの身体。

　注視する者達の視線を集めたまま、やがてゼツロは、地面へとその身を降ろした。

　水を満たした袋ふくろが落ちるよりも鈍にぶい、独特の音──人が落ちる独特の音が、シンとした劇場に響ひびく。

　床ゆかに落ちたゼツロは──もう、ぴくりとも動かなかった。

　私の荒あらい息のみが静寂に波を立てるその様さまは、私以外の時が止まったかのようだ。

　だがそれも僅わずかなあいだの錯覚。劇場を満たす静寂しじまは、やがてより大きな波にかき消される。

「お……うおおおおおッ！」

　最初に声を上げたのは誰だれか──同じ服に身を包んだ男達だ、誰だと言われてもわからぬが──『清廉の国』の中から、歓かん声せいがあげられる。

　恐きよう怖ふや怒いかりなどの暗い色ではなく、ただ明るい歓声だ。

「すげえ……あのガキ、タリスベルグを……！」

「で、でも本当にタリスベルグだったのか？　だってアイツ、どう見ても人間で──」

「馬ば鹿か！　あの目と魔ま術じゆつの無効化を見りゃ分かるだろ！　アイツはれっきとした俺たちの天敵だよ……！」

　……敵の敵は味方、とでも思っているのだろうか。

　男達は、ゼツロが倒れたことを単純に喜んでいるようだった。

　おめでたいことだ。あと少しすればまた敵同士になるというに。とはいえ──それはもう少し先の話、か。

　ゼツロを打ち倒した私は、力こそ緩ゆるめてはいるが、しかし心は張ったまま構えも解かずにいた。

　──残心。

　技を決め、敵が完全に沈ちん黙もくした様に見えても心を解かぬことを言う。

　シジマ系の武術に浸しん透とうした、我が師の教えだ。

　敵が倒れた様に見えても、それは倒れたフリ──擬ぎ態たいやもしれぬ。

　残心とはそうした相手を前にした時勝負を落とさぬため、集中は切らさずにおけ、という考えである。

　……その教えに、私は疑問を抱いだいたことはなかった。

　師し匠しようの言うことを疑う必要もないし、その考えにも賛成は出来る。

　だが──天元一ツ。

　水すい月げつに対し、一いつ切さいの遠えん慮りよなく打ち込む一撃。

　必要な場所に過か剰じような威い力りよくを叩きこむというこの技は、相手の生死を問わない──ではなく、確実に命を奪うばうことを考えた、本来ならば封ふうじるべき奥おう義ぎだ。

　それを、完全な形で決めた。

　引導を渡わたすつもりで、別れを告げながらだ。

　だというのに──確実に殺した、生きているわけがないゼツロを前にして、私は生しよう涯がいで一番と言っても良いほどの警けい戒かいを続けていた。

　まるで師の教えは、この時のために有ったのではないか。そう、思ってしまうほどに。

　そして。

　私は、師の教えの正しさを、改めて知ることとなる。

「くく……ははは、ははははははははッ！」

　劇場内にけたたましいまでの笑い声が響く。

　心底愉ゆ快かいそうな──壊こわれた、笑い声だ。

　誰もが耳を疑い、自然と視線を動かし、それを目に入れる。

　この場の皆みなの視線を集めるのは──幽ゆう鬼きの様に立ち上がる、紅い目の怪かい物ぶつ。

「う、わッ!?　噓うそだろう──！」

「ひっ……ひいぃぃっ！　ば、バケモノだ！」

　歓喜にあふれていた劇場を乱暴に塗ぬりつぶすが如ごとく、恐怖がその色を変えていく。

「流石さすがだなあスラヴァ殿どの！」

　立ち上がったのはゼツロ＝ヴァルツァー。……だった、なにか。

　先ほどまでとは人が違ちがったような──事実、最も早はや別のものと化したゼツロを見て、私はどこかでこう思い浮うかべる。

　……やはりか、と。

『天元一ツ』を打ち込んだ時、ゼツロは確かに死んでいた。

　鳩尾みぞおちを通して体中の組織を破壊するように打った一撃。だというのに、打ち込んだ拳からは違い和わ感かんが拭ぬぐえなかったのだ。

　根こん拠きよは何もない。しかし、ゼツロは再び立ち上がってくる──こんな場所で倒たおれぬだろうと、分かっていたのだ。

「いやはや見事、見事。まさか、確しかと殺されるとは思わんかった」

　揺ゆれる足取りは満まん身しん創そう痍いを表すかのよう。

　しかしゼツロは苦痛など感じていないかのように、酷ひどく楽しそうに手を叩たたいた。

　……確と殺される、か。

　ゼツロは今、そう言った。それは比ひ喩ゆや皮肉ではなく、確かな事実を述べたものだ。

　私は確かにゼツロの死を確認した。……死んだように見えて、後から息を吹ふき返す。この道に生きていればそんなことは然さ程ほど珍めずらしいことではないが、そうならぬよう念入りに殺したのだ。

　だというのに、ゼツロはいまこうして動いている。あまりにも異常なことだが、何な故ぜだか私には、それが不可思議なことだとは思えなかった。

　──いや、何故だか、というのは少し違うな。推論ならば、ある。

　恐おそらく、という話になるし、その考えに根拠はない。

　だがこの男と手を合わせた私には、分かるのだ。

　ゼツロから伝わってくる痛々しいまでの生への渇かつ望ぼう。一度死んだからこそ命に飢うえた男の叫さけびを。

　そして超ちよう常じようの力が──恐らくは奴やつが取り込んだ結けつ晶しようが、それに応こたえたのだろうと。

「しかし……くつくつ、何ど処こまでも楽しませてくれる男だ」

　身体を揺らしながら歩いてきたゼツロが、私の前で足を止める。

　正に死体を引き摺ずるかの様。狂くるった眼からも、狂笑わらいに裂さけた口からも、まるで生気を感じない。

「噓でしょう……!?　なんで、心臓が止まっているのに──！」

　背にソーニャの叫びがかかる。

　この子に限って『聞き間違い』ということはないだろう。……此こ奴やつは、死にながらにして動いている。それもまた、やはりと思った。

　私が敢あえて『生き返る』という表現を使わなかったのもまた、予感があるからだ。

　……昏くらい色の結晶。つくづく底が知れぬ。

　その異常な様をみて、また一つを確信した。

　私は確かに、ゼツロ＝ヴァルツァーを殺した、ということを。

「こんなに良い気分は久々だ。──先程までの自分が馬ば鹿か馬ば鹿かしいよ。世界が違って見える……下へ手たな意地など張らねば良かった」

　……立ち上がったこの怪物に、先程までのゼツロが僅かに取り戻もどした誇ほこり高さはもう無い、ということを。

　ここにいるのは、怪物だ。

　魔ま法ほうが効かず、死ですらその足を止めることが出来ぬエルフの天敵──タリスベルグだ。

　ぎり、と歯を嚙かむ。

　斯か様ような姿、かつてのゼツロには見せられぬ。

　因果を断たち切ってやることが出来なかった──悔くやんでも、悔やみきれない。

「……見ていられんな」

「そう邪じや険けんにするなよスラヴァ殿。だが、そうだな──認められないというのなら、第二ラウンドを始めてみるかね？」

　殺気をぶつけると、先程とはまた違う殺気が返ってくる。

　言い方は悪いが、冗じよう談だんを冗談と取れぬ子供のような──癇かん癪しやくに似た色の怒ど気き。

　……正直に言えば、状じよう況きようはあまり思わしくないな。

　奴の体力がどれだけ残っているかは分からぬが──今の私の消しよう耗もう具合では、まともな立ち回りは望めまい。

　奴とて、今の私が立っているだけで精せい一いつ杯ぱいというのはよく分かっているだろう。

　だが、やるというのならば相手になってやる。

　友へ手た向むけをやることすらできなかった私には、それくらいしかできることが思いつかない。

　恐怖に惑まどっていた場に戦いの気配が立ち込め、更さらなる恐怖が狂きよう乱らんすらも吞み込んでゆく。

　ぶつけ合う殺気が火花を幻げん視しさせた、その時のことであった。

「……いい加減になさい」

　背筋が凍こおるような声が、背を撫ぜる。

　眼前に敵がいることすら厭いとわずに、私は振ふり向く。

　普ふ段だんならば決して犯おかさぬような愚ぐ行こうだが、そうと知りつつも私が振り向いてしまったのには、わけがある。

　その声に、あまりにも強い違和感と、既き視し感かんがあったからだ。

「な──！」

　これは、あの時の！

　思考が浮かぶと同時に振り返った先にあった影かげは──やはり、シェリルのものであった。

　ナトゥーシャでタリスベルグを下した時とはまた別の、射殺す様な瞳ひとみ。

　実力的には大きく後ろを行くはずのシェリルに、冷たい水が満ちた部屋の様な窒ちつ息そく感を覚える。

「生まれたばかりだからといって、少し燥はしやぎすぎではないかしら」

「小こ娘むすめがほざくか。いや、貴様は……」

　しかしどうやらその声は、瞳は、私に向けたものではないらしい。

　私など意に介かいしていないかのように、シェリルは私の前──ゼツロの眼前へと歩み出る。

　睨にらみ合ったまま動かぬ両者。

　理性など殆ほとんど残っていないはずのゼツロも、雰ふん囲い気きが違うシェリルも──どちらも、眼めを合わせたまま沈黙を流している。

「……成る程、貴様が奴の言っていた『姫ひめ君ぎみ』とやらか。──ここは大人しく引くとしよう」

　やがて、先に言葉を発したのはゼツロの方であった。

　背を向けたゼツロは、顔だけをこちらへと向け、自じ嘲ちよう的に笑う。

「死ぬのだけは、御ご免めんだからな」

　その言葉に何かを聞き返す暇ひまもなく、ゼツロは三つある出口の内一つから姿を消した。

　再び劇場に訪おとずれる静せい寂じやく。

　今度こそ、全員が安あん堵どの息と共に肩かたを降ろした。

　……私と、シェリルを除いて。

「……シェリル」

　私に背を向けたまま佇たたずむシェリルに、声をかける。

　先程の様子は、やはり異常だ。

　喋しやべり方やゼツロに投げた言葉もそうだが、怪物と化したゼツロが退ひいたのも解げせん。

　ゆっくりと、長い銀ぎん髪ぱつを揺らしてシェリルが振り返る──

「……なあに？」

　だが、やはりそこに居たのはいつもの──無む垢くな少女であった。

　首を傾かしげながらに言うそのさまは、仕草通りの疑問を感じる。

「今のは、一体どうしたのだ？」

「……いまの？　わたし、なにかしたの？」

　試ためしに質問を投げかけてみるが──返ってくる反応は同じ。

　噓を吐ついている様には見えぬし、この子が噓を吐くとも思えない。

「……いや、なんでも、ない」

　残る寒気を誤ご魔ま化かす様に、引き攣る口を隠かくしながら、私はただそれだけを告げた。

　どうやら、この子には私にも──チェスターにも知らぬ何かがあるようだ。

　眼に入れても痛くないというほどシェリルを可か愛わいがっていたチェスターだ。あの男ならば、これほどの違和感を伝えずにいる訳わけはあるまい。

　近いうち、調べる必要がありそうだ。

　言わずにその言葉を吞のみ込み、私は曲がっていた背筋を正す。

　……そう。仕事はまだ、残っている。

「さて、と」

　意識を切り替かえるよう、私は自分に言い聞かせるように──しかし、劇場にいる男達に聞こえるように、大きな声で呟つぶやいた。

「清せい廉れんの国──と言ったか。貴様らの頼たのみの綱つなは帰ってしまったが、まだやるか？」

　殺気を込こめ、睨む。

　とは言っても、これはゼツロに向けたものとは別の、威い嚇かくを目的とした視線だ。

　人ひと質じちもソーニャ達が確保している上、先程の戦いを見ていたからであろう、男達の勢いが減退していく。

「ひ、怯ひるむな！　アイツもタリスベルグと戦って消耗してるはず……！」

「それでもタリスベルグを倒したんだぞ!?　俺たちじゃどうしようも……」

「くそっ……クレイグさんが居てくれれば……！」

　どうやら、堅かたい一枚岩にもヒビが入ったようだな。

　先ほどまでであれば一いつ斉せいに向かってきてもおかしくはなかった奴らだが、それでもタリスベルグは恐ろしく、それを倒した私を脅きよう威いに感じているらしい。

　……ふむ。あとひと押しがあれば完全に崩くずれそうなのだがな。

　私も万ばん全ぜんではないとはいえ、ソーニャにシェリル、ダグラスまでもがほぼ万全で残っている以上はここから敗北するということもないだろう。

　だが流石さすがの私も疲つかれているし、大人しくしょっ引かれて相応の罰ばつを受けてくれるのであればいうことはないのだが──どうしたものか、と。

　そこまで考えた辺りで、劇場には思わぬ助けが現れた。

「な、なんだお前──うがっ！」

　不意に、男の叫びが劇場に轟とどろく。

　その直後、私の頭上を男が舞まい──暫しばらくして、無様に落下した。

　完全に伸のびている所を見ると、誰だれかに殴なぐり飛ばされたのだろうか。

　男が飛んできた方向を見ると、そこには──

「皆みんな、無事かっ!?」

　蒼い髪かみを揺ゆらす、凜りんとした姿。アルマの姿があった。

「アルマせんせぇっ！」

「その声は──セリア！　無事だったか……！」

　凄すさまじい目立ち方だった故ゆえか、セリアや他の者達も、すぐにアルマの姿を見つけた様だ。

　それには、勿もち論ろん『清廉の国』の男達も含ふくまれる。

「あのガキどもに英えい雄ゆうアルマ……はは、終わった……」

「流石にこれは、な……」

　途と端たん、男達の方から諦あきらめが漂ただよってくる。

　最後のひと押しは、存外に強力だったようだ。

　──そこから先は、案外早く。見る見るうちに事は片付いていった。

　男達は抵てい抗こうを諦め、一人また一人とアルマによって行動の自由を奪うばわれていく。……流石に今回はアルマも頭に来ているのか、割と乱暴なやり方であったが。

　数分もすると、劇場内は男達のうめき声がひしめく、阿あ鼻び叫きよう喚かんの空間となっていた。

　……これにて一件落着、か。

　姿をくらませたゼツロのこともあるし、様子が違ちがうシェリルなど残った謎なぞもある。

　だが、ひとまずは──

「スラヴァくんっ！」

　友人を無事に取り戻すことが出来た。……これで十分か。

「うええええ！　心配したんだからねえええっ!?」

　泣きじゃくりながら突とつ進しんしてきたセリアを受け止め、背へ優やさしく手を回す。

　先ほどは随ずい分ぶん心配をさせたようだな。

　……一ひと悶もん着ちやく有った後は何い時つも誰かに抱だきつかれている気がするが、今回はその後に気を失っていない辺り、私も成長したのであろうか。

「おお、よしよし……心配させてすまんな。これからは無茶は控ひかえるようにしよう」

「本当に、私、スラヴァくんが死んじゃうって思って、それで……それで！　怖こわかったんだからあ！」

　わんわんと泣くセリアの様子に、思わず苦い心が汗あせとなって浮うかぶ。

　どうにも女子の涙なみだというものには苦手意識が取れぬ。それがなくとも、幼く優しい我が友人を悲しませるのは避さけたい所だ。まったく、私も少しは歳とし相応に落ち着かねばならんかな。

　けれど、まあ。

　終わり良ければ全すべて良し、と師し匠しようも言っていたことだし、これはこれで良かったのかもしれんな。

　腕うでの中のセリアを宥なだめるように撫なでつつ、私は今確かにここに在るぬくもりを確かく認にんする。

　……本当に無事でよかった。

　一ひと先まず事件は一段落を迎むかえ、私はようやく心を落ち着ける──はずだったのだが、どうにも何かを忘れているような気がしてならない。

　だが、その『忘れていること』に気付くのは、そう時間を必要としなかった。

　終わり良ければ全て良し、とは師匠が言ったことだ。

　しかしそれが言えるのは──

「そうだな、これからは無茶は控えてもらわないと困る」

　終わりが良かった時だけ、か。

　まるで錆さびついた扉とびらのように。私はぎこちない動きで視線を後ろの方へと動かしてゆく。

　そこには、『清廉の国』の男達も恐おそれたエルフの英雄の姿。

「結果的には良かったものの──お前にはたんと話すことがあるからな、スラヴァ」

「……はい」

　どうやら、私の戦いはまだ終わっていなかったようだ。

　目を瞑つぶり、手を腰こしに当てるアルマは──私でも稀まれに見るほどの怒いかりを感じさせていた。

　そういえば、心配をかけさせたのはセリアだけではなかったな……

『清廉の国』の者達とは分かり合えぬと思ったが──ほんの少しだけ、男達がアルマに抱いた感情を理解した気がする。

　この後に待っている時間を思い、私は溜ため息いきとともに瞑めい目もくするのであった。








第二十四話　そのあと









「じゃあ、その後ずっとアルマ様に𠮟しかられてたんだ？」

「ああ……三時間近くは正座させられていたな……」

　楽しそうに笑うレティスとは対照的に、力なく乾かわいた笑い声を上げる。

　視線の先ではソーニャがシェリルに捌さばきの手て解ほどきをしていて、それを見ながらに私は椅い子すに腰こし掛かけ、昨日あったことをレティスに話していた。

「でも少し羨うらやましいかな。アルマ様と三時間も一いつ緒しよだなんて、そうそうあることじゃないわよ？　あの方、結構忙いそがしいんだから」

「それは知っているがな……相手が誰であろうと、耳の痛いことを説かれ続けるのは中々辛つらいものがあるぞ？」

　思い返されるは、昨日の劇場占せん拠きよ事件の後のこと。

　確しつかりとアルマに確保された私は、約三時間にわたって説教をされていたのだ。

　危なくなったら逃にげろという約束を破ったことに始まり、アルマから離はなれたことへ継つぎ──無茶をしたことへと移行し、傷の深さを咎とがめられるへと辿たどり着く。

　話題としてはそれほど多くはないというに、これだけで三時間だ。

　それだけ心配をさせたということだろうし、教師としてのアルマの言葉としてみれば、間違っていることは何一つ言っていない。故に、その時間に対しては何も言うことがないのだが──

　前世の娘むすめに、耳の痛い言葉を三時間も聞かされ続ける。これは流石に応こたえた。

「当然よ。アルマ様の言うことに、間違いはないもの」

　その精神的なダメージは大きく、夜が明けた今でもまだ心労が残っている気がする。

　私の顔にも疲れが出ているのだろう、レティスは私の顔を見ては、くすりと鼻を鳴らす。

　……そう、あれから、一日が経過した。

『清せい廉れんの国』の男達はアルマに戦力を奪われ、その殆ほとんどが捕ほ縛ばくされた。

　一部の構成員は未まだ捕つかまっていないものの、事件の規模に反して死者は一人もおらず。軽けい傷しよう者のみという奇き跡せき的といってもよい結果に収まった。

　後から聞いた話では、受けた怪け我がの重さで言えば私が一番だった──というのはなんともやれやれな話である。

　──だが、私は知っている。この事件には、一人の死者がいることを。

　正式なものではないため、劇場に居た者達もそのことには気づいていないだろう。

　しかし、確かにこの事件には死者がいたのだ。……ゼツロ＝ヴァルツァーという、誇ほこり高い男が。

　……まあ、そうは言っても、あの男がああなってしまうのは時間の問題であっただろう。

　一時の話ではあるが、あの男は確かにかつての誇り高さを取り戻もどしていた。にもかかわらず完全に怪かい物ぶつへと堕おちてしまったのだ、遅おそかれ早かれ、人の心を失うことは決まっていたことのはずだ。

　故に、昨日出た唯ゆい一いつの死者は──長い間患わずらっていた男が息を引き取った。その様なものなのかもしれん。

「……どうしたの？　ちょっと暗い顔してるけど」

「ん……ああ、なんでもない。気にするな」

　私の表情には、きっと影かげが出ていたのだろう。

　覗のぞきこんでくるレティスの表情に茶化すような色はなく、私に気を配っている様子が見えた。

　僅わずかな気配りでも、今は有あり難がたかった。私はレティスの頭に手を置き、優しく撫でる。

　……だがやはり、未いまだに思うことはあった。

　穢けがれた力が満ち、暴力に支配され、最後には怪物と化してしまう『昏くらい色の結けつ晶しよう』。

　培つちかってきた力に泥どろを塗ぬり、多くの人々を傷つけてしまうあの悪あく魔まの結晶を手に取ってしまったゼツロの心境を。

　奴やつは一体どの様な気持ちでその結晶を手にしたのだろうか。

　奴は私に似ている。……ならば、その結晶を取るのはある意味、死よりも辛つらいことだったのではないだろうか。

　今はもうゼツロがいない以上、考えを巡めぐらせても答えは出ないままだ。

　しかし、もしも奴が私と同じ考えを持っていたのであれば──昨日、奴に止とどめを刺さしてやれなかったことが悔くやまれる。

「……いずれ、奴とは決着を付ける必要があるな」

　口内を転がすような、小さな呟つぶやき。

　奴は姿を消したが、いずれはまた私の前に現れるだろう。その時が来れば、今度こそ奴を──

　そこまで考えて、私はレティスがこちらを見つめていた事に気付く。

　……その時が来れば、然しかるべき行動を取ることになるだろう。

　だから、今は少しだけ奴のことを忘れる事としよう。

　あの時、私が結晶を前にしたら、果たして手に取らずにいられたであろうか。

　ついつい考えてしまうが、きっとそれは私の心が弱いせいだ。

　斯か様ような考えを起こさぬほど、強くなる。今必要なのは鍛たん錬れんだ。

　我ながら随分な根こん性じよう論ろんだとは思うが、根性論は今に始まったことではない。百年以上も貫つらぬき通してきた考えは、今いま更さら変えられん。

「少し元気、出た？」

「うむ、吹ふっ切った」

　微ほほ笑えむレティスに、歯を見せて笑う。

　難しいことを考えていても仕方がない。くよくよと悩なやむのは苦手だ、長続きせん。

「礼を言うぞ。大分気が楽になった」

「私は何もしてないよ。けど、立ち直りが早くて羨ましいわね」

「何を言うか。悩んでいる時というのは、誰だれかが傍そばにいるだけでもありがたいものだ」

　立ち上がりながら、レティスへと礼を告げる。

　しかし、その言葉が引っかかったのか、レティスが私の眼めを見返してくることはなかった。

　今度は立場が逆転してしまったか、どこか沈しずんだ様子だ。

「……どうした？」

「すこし、ね」

　様子を窺うかがうように、具体性のない不定形の質問を投げると、レティスの声が小さくなる。

　はぐらかすような、拒きよ絶ぜつのようにも取れる返事。だが私はその言葉の奥に助けを求めるような声を聞き、黙もくして言葉を待った。

　お節せつ介かいかもしれないと思ったが、私の予感は間違えていなかったようで──やがて、レティスは静かに語り始める。

「昨日さ、スラヴァ達は、友達を助けに行ったんだよね」

「ああ、そうだな」

　語られるのは昨日の話。だが、まだ真意は分からない。

　レティスは私の返事を予期していたかのように、続ける。

「迷わず準備をするスラヴァを見てさ。私、思っちゃったんだ。私は、本当にスラヴァ達に追いつけるのかなって」

　レティスの思いが言葉となって溢あふれだす。

　私は返事をすることもなく、ただ聞き入る。

「スラヴァは昨日アルマ様が慌あわててきた時、迷わず戦いに行ったでしょう？

　劇場を占拠しちゃうような過激な団体だって聞いてたのにさ。……もし私がスラヴァだったら、きっと怖こわくて行けなかったと思う。ううん、大人達を相手にして、行こうと思うこともしなかったと思うんだ。……現に、スラヴァ達が危険だって思ってるのに、私は動けなかったから……あはは、これじゃ、何百年たっても追いつける気がしないよ……っ」

　レティスの言葉は──己おのれの未熟さを悔いるような、悔くやしさと自分への情けなさに震ふるえたものだった。

　……成なる程ほど。その気持ちは、分かる。

　だがそれは間違いだ。驕おごるつもりはないが、私達はこれで少々特とく殊しゆな身だ。

　レティスが己おのれを恥はじる理由は、どこにもない。

「……ふむ。ではひとつためになる話をしてみようか。レティスや、一線で活かつ躍やくする高名な武術家達には、必ず共通している『あること』があるのだが、分かるかね」

　敢あえて頓とん智ちを出すかのように、軽い口調で問いかける。

　レティスはその様子に少々あっけにとられたような表情を浮うかべ、またすぐに顔を伏ふせてしまう。

「……なにそれ。私には、わからない。わからないよ……」

　ううむ、大分応えているようだな。まったく、気にする必要もないことだというに。

　これは答えを引っ張っている暇ひまもないな。

　わからない、ということだけ確かく認にんした私は人差し指を立て、すぐに答えを明かす。

「それはなレティス、皆みんな死んでいない、ということさ」

「……一線で活躍してるなら、当然じゃない」

　私の解答は、どうやらレティスには納なつ得とく出来ないようだった。

　……だが、これこそが重要なのだ。

「いやいや、これが案外大切なことでな。レティスも武術を学んでいるならば分かるはずだ。そういった者達がなんの鍛錬もせず、いきなり強かったと思うかね？」

「思わ、ない」

「そうだろう。彼らは皆、その領域に達するまで死んでいない。生きて修練を積み重ねて、強くなっているのだ」

　頓智の様かもしれないが、これは歴れつきとした事実だ。

　いかな天才であろうとも、成長の速度に差こそあれ、最初から強い者などあり得ない。獅し子しとて子供であるうちは猫ねこと然さ程ほど変わらん。

「大切なのはな、自分を見み極きわめ、自分にできることをするということなのだ。臆おく病びようでいい。勇気と無む謀ぼうは違ちがう──ありふれた言葉だが、武術家にはこれが案外難しくてな」

　気軽に、レティスの頭に手を置く。

「まあ、なんだ。急ぐ必要はないさ。エルフに生まれた以上は長い時間がある。志を持って邁まい進しんすれば、レティスならば私達にも追いつけるさ」

「……本当？」

「ああ本当だとも」

　私が微笑むと、レティスが満面の笑みを返してくる。

　先ほどとは逆の構図。レティスも一つ、吹っ切れたようだ。

「うん、わかった！　ゆっくり確実に強くなるから、待ってなさいよ！　……それにしても、本当にスラヴァったらお爺じいさんみたいね」

「……よく言われる」

　自分では結構若作りをしているつもりなのだがな。

　この見た目でそれを言うわけにもいかず、私は苦い笑いを浮かべた。

「武者修しゆ行ぎようの旅、頑がん張ばりなさいよ」

「うむ」

　楽しそうなレティスから激げき励れいを受け取り、私は再び視線をシェリル達へと移す。

　……目標は果てなく、後ろには追い上げてくる若い風がいる。

　此こ度たびの人生のなんと充じゆう実じつしたことか。

　もしもゼツロと私が逆だったら。

　ふと思い浮かぶ考えに頭かぶりを振ふるう。

　起こらなかったことを考えても仕方がない。

　今はただ、何者にも負けぬ程強くなる。それこそが重要だ。

　ゼツロにも──あの、結晶にも。

　一いつ瞬しゆんだけ、脳のう裏りに見たことのない光景が過よぎる。

　ゼツロと私が共に鍛錬をしている……そんな、優やさしい幻まぼろしだ。

　これもまた、最も早はやあり得ぬこと。

　風にさらわれていった光景に微笑みを浮かべ、私はシェリル達へ──大切な今へと、歩み寄っていった。








あとがき









『武に身を捧ささげて百と余年。エルフでやり直す武者修行』の三巻を手にとっていただき、ありがとうございます。

　あとがきを書くためパソコンと向き合うのもこれで三度目になります。三度もあとがきを書くことが出来た自分に少し驚おどろき、何を語ったらよいかわからないのも同じく三度目。毎回おっかなびっくり筆をとっております。

　などと言いつつ、終わった！　という実感を持てるこの瞬しゆん間かんは好きだったり。




　とは言え何を書こうかな……と考えたところで、二巻で少し触ふれました『武に身を捧げて百と余年。エルフでやり直す武者修行』の略りやく称しようについてお話ししようかなと思います。

　二巻の発売から、なんとTwitterなどで幾いくつか略称の案をいただけました！

　あとがきなどでいちいち長いタイトルを書かないで済むぞ！　という反面、ここでの文字稼かせぎができなくなって少しピンチを感じております。

　さて、それで略称の方ですが……幾つか頂いた中では『武エルフ』と『武にエル』がしっくりきたかなあと。

　優ゆう柔じゆう不ふ断だんなものでこっちだな！　とは決まっていないのですが、どちらもなんとなく今風といいますか、わかりやすい略し方でどっちを使っていこうかなと迷っております。

　やはり四文字って語感がいいといいますか、このままタイトルで行けそうだな、とも思います。こんな長いタイトルを付けてしまった私は感心するばかりです。

　これからはあとがき内やTwitterなどでは気まぐれに『武に身を捧げて百と余年。エルフでやり直す武者修行』をどちらかで縮めて呼んでいこうと思います。




　さて、では早速……たまにはあとがきらしく『武エルフ』のこぼれ話でもいたしましょう。

　今回は『ゼツロ』についてです。

　本編中でもスラヴァが何度か言っている通りゼツロはスラヴァと根本のところでよく似た人物として書いています。

　強さを追い求める上での分ぶん岐き点で、スラヴァと逆を行ったのがゼツロなのですが、実はゼツロはスラヴァの原型だったりします。

　というか、スラヴァ自身が現在のゼツロのプロトタイプと申しますか。昔書いていた小説のラスボス的存在が『スラヴァ』という名前で、現在のゼツロのような男だったのです。

　それが時を経てスラヴァは主人公として書きなおされ、善と分ぶん離りした悪の部分がゼツロになった……と。某ぼうバトル漫まん画がの緑色の人達みたいな関係ですね（笑）。

　昔書いていた小説、というのは結局自信のなさから公開することはなかったのですが、その小説のキャラクターが今スラヴァとゼツロとして、皆みな様さまにご覧いただける機会を得ることが出来た……というのは、モノカキとして非常に感かん慨がい深ぶかいなあと思う次第です。

　そんなわけでゼツロに対する思い入れは結構深いのですが、それを見事にイラストにして下さったbun150様にもまた、感謝の言葉が尽つきません。最初にゼツロのイラストを見た時は、格好良さに驚いたものです。この場を借りて、ありがとうございますをもう一度。




　さて、では言いたいことを言い切ることが出来たこの辺りで、そろそろ筆をおくことといたしましょう。

　願わくは、また四巻のあとがきで会うことが出来る事を祈いのっております……！





赤あか石し赫かつ々かく












武ぶに身みを捧ささげて百ひやくと余よ年ねん。

エルフでやり直なおす武む者しや修しゆ行ぎよう３








赤石あかし赫かつ々かく
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